

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















　　口絵・本文イラスト●ｊｏｎｓｕｎ
















　最高裁判所──改め、チヨダク王国裁判所の大法廷は満席だった。




　焼失した巨大な天窓から、ファンタジー異世界の陽ひの光が差し込む。

　照らし出される、ハーフエルフの検察官、ハーフ妖よう狐この弁護人、老いた勇者の被告人。

　老勇者に施された魔力拘束が、獣人の刑務官の手によって解かれる。

　刹那──大法廷に熱風が吹き荒れた。体毛が焦げつくほどに熱い。

　傍聴席の最前列で、直撃を受けたのはピンクのメイド服を着る人間の王女。だが、笑っている。口を「ヮ」みたいな形にして、楽しそうに前を向いている。

　その視線の先、応えるように、大法廷奥の扉が開け放たれた。

　まず現れたのは、十六歳の日本人の少年だ。

　裁判所の黒いローブを羽織っている。平凡な身体に顔立ちだが、表情には決意があった。裁判用の魔法のウィンドウを手元に浮かべ、書記の机へと歩む。

「裁判所補佐官、佐さ藤とうアクト……」と、メイドの犬耳少女が呟つぶやいた。

　ついで現れたのは、十五歳の見た目の日本人の女だ。

　少年と似た黒いローブで、小さくなった身体と、大きなままの胸を包んでいる。勝ち気な表情に、猛もう禽きん類るいのような瞳を輝かせ、堂々たる歩みで法壇へと歩む。

「あれがおジャッジ様……！」「中身はアラサー……！」「千ち代よ田だ区くから喚よばれし……」「ホンモノのニホン人にして……」「ニホン国の法を司つかさどりし者……！」

　ざわめき。傍聴する、多種多様な人型異種族の、開いた口から言葉が漏れる。

　みな、前代未聞の大裁判を見に来た王国民たちだ。

　大法廷の座席数は二百八。その数を超えて集まった人々が、空間が許す限りで立ち見している。傍聴席の周囲にひしめき合う人々を、王国に仕えるメイドたちが警備する。

　少年が、齢よわい七十の勇者の前に立つ。そして高らかに呼び上げた。

「チヨダ元年（わ）第１号　勇者ご一行焼殺事件、開廷！　礼！」

　集う、ファンタジー異世界の面々が、起立し礼をし着席した。

　──ただ二人、睨にらみ合う裁判官と、勇者を除いて。

　補佐官の少年が、裁判記録ウィンドウを自らの頭上に浮かべた。

　魔法の事件記録を、背後の義理の姉に渡し、瞬間、確かめるように振り返る。

　姉は、黙って頷うなずいた。任せろ、と言ったように見えた。

「裁判官ジヤツジ、我わが妻つまツカサ。待ちくたびれたのう──」

　酒で焼け、しゃがれた声が響く。老いてなおギラつく勇者の双そう眸ぼうが、法壇を向き、

「小娘が、王国の英雄を裁けるかッ！」

　喝破に飛んだ勇者のツバの一粒一粒が、小さな炎の球となり舞い落ちる。

　火球は、この世界に二人きりの日本人の、毛髪と、衣服を焦がした。

「無論だ。裁判官はそのためにここに立つ」

　凜りんとした瞳で見据える少女は揺るがない。

　握った右手拳を、頭上に掲げ、

「汚い炎をわめき散らすな、問うのは裁判所わたしだ、被告人──ッ！」

　ハンマーのように法壇に打ち下ろす。

　大法廷に轟ごう音おんが響き、巨乳が揺れた。




　裁判官　ＶＳ　勇者！




　世界を変える裁きの火ぶたが、切って落とされた！
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　物語は、世界を変える裁判の、三日前から始まる──




「ツカ姉ねえの法廷は……」

　小さく呟つぶやく、高校二年生の俺──佐さ藤とうアクト（十六歳）は、東京都千ち代よ田だ区く霞かすみヶが関せきにある、東京地方裁判所、五階の廊下を歩いていた。というのも、

『今日もお姉ちゃんの傍聴にきて～　で一緒にごはんいこ[image: ]　お酒飲みたい気分～』

　──というメッセージが、裁判官の義理の姉からきていたのだ。

　お堅い職業のイメージを吹き飛ばすような、くだけて甘ったるい言葉遣い。

　ブラコンの姉は、義理の弟おれに対してはいつもこんな調子だ。

　以前、本人が『裁判官はオンオフが大事。オフでとことん緩めないとバランスとれなくて死んじゃう』と言っていたので、必要なことらしい。

　メッセージの末尾には、『４時　５０５号法廷』と書いてあった。

　俺の都合はというと、学校が夏休みに入った頃で、ヒマはある。

　一日中、ゲームばかりしていた実家から、裁判所ここまで歩いてきた。

　今までに何度も傍聴したことがあるけど、姉の裁判は刺激が強くて、興味深い。姉の仕事は尊敬しているし、その後の外食も楽しみという気持ちだ。

　周囲には、同じく裁判の傍聴にきたらしき学生が多い。

　俺はなんとなく高校の制服を着て来た。とくに目立っていないと思う。

（ここだな）

　メッセージに書かれた法廷の前には、開廷表が貼ってあり、

『16：00　弁論　婚姻不履行損害賠償請求事件　裁判官　我わが妻つまツカサ』

　姉の名前を見つけた。姓が違うのは、再婚した互いの親の仕事の都合らしい。

（まだ、四時前だけど、点ついてる）

　開廷中のランプが光っている。

　木製の扉の、のぞき窓から中を見てみると──

「……！」「……！」

　──いた。

　ありきたりな法廷の、裁判官席には姉がおり。

　けばけばしい服を着た派手な三十代の女性と、言い争っている。

　定刻の前に開始しているのは、すでに裁判に必要な当事者がそろったからだろう。

　扉を開けて中に入ってみると、傍聴席はほぼ満席だった。

　傍聴マニアらしき人たちの合間、なんとか空いた席に座る。

「裁判長ぉ！　聴いて！　あたし死にたい思いなんですぅ！　ブロックされて──」

　キリキリとしたヒステリックな声が響いている。

　叫ぶようにまくし立てるのは、傍聴席から見て左側、原告席の派手な女性だ。

　右側の被告席は無人で、被告本人も、代理人弁護士も来ていない。

「もうじゅうううぶん聴きましたよ！　恋活アプリでの出会いからじっくりとね！」

　法壇から、うんざりしたように言うのが、裁判官我わが妻つまツカサだ。

　すらりとした１７０センチの身長に、羽織っているのは、裁判官の黒いローブ。

　身体つきは二十八歳の肉感的な身体をしていて、隠しきれない大きな釣り鐘型のお胸が、組まれた腕の上でプリンと前に突き出ている。

　小さく上品な頭部は、さらさらロングの黒髪に。

　知的な熱さを帯びた赤茶の瞳は、長い睫まつ毛げに彩られ。

　きっと、黙って佇たたずんでいれば、美術絵画の女神みたいにも見えただろう。

　しかし今は眼下の原告に厳しい表情で応じている。

「あと、単独なので裁判長ではありません」

　裁判は、一人だけの裁判官でする場合と、三人等の場合がある。

　今回は姉だけなので、長とは言わないのだ。

「じゃあ裁判官っ！　彼をここに喚よんでください！」

「前回もお話したとおり、本件に被告本人の尋問は不要。もう呼び出しは行わない」

「あたしはぁぁぁ！　彼に会いたいって！　こんなに言っていますぅ！」

「言やぁ会えるってんならもう会えてるんでは!?　被告があなたに会いたくないから書面だけで不出頭なんでは!?　原告は叫ばず落ち着きご理解されたぁぁぁい！」

　応酬する、姉の口が悪くなっていく。

　女神といっても、これでは返り血大好き戦女神だ。

（姉ちゃんも叫んでるじゃん……）

　今は心の中でツッコミしつつ、やれ、今日も荒れてるなと思う。

「じゃあ、来ないなら、お金の請求は認められますよねっ!?」

　……民事裁判は、刑事裁判とは違って、事件の中身を法廷で朗読したりしない。

　だから、傍聴しても、なにを争っているのかはわかりにくい。

　それでも、原告が、男に対して、無理筋な請求をふっかけている雰囲気がしていた。

「被告は、そもそもあなたと婚姻してないと答弁書に書いている」

「でも、彼のために、２００万円かかったって証拠は出しましたよねっ!?」

　ツバを飛ばすように話す、この事件を訴えた、女性……。

　傍聴席からよくよく見てみれば、派手な化粧の若作りが目立つ。作り物めいた張りを持った胸を、はだけるような衣服で誇示するように見せている。

（あれは……嘘うそくさいな）

　と感じつつ見ていると。

　法壇の上、姉と、眼めが合った。

「……２００万円かかった、証拠は、確かに見ました。が！」

　それは一瞬のことで、裁判官はすぐさま原告に視線を戻して、続ける。

「病院名を隠そうが、これが整形手術代であるのは、明らか！」

（なるほど、やはり作り物か）

　『彼のために２００万円かかった』とは曖昧な言い方だけれど、もはや嘘うそだ。暴力を受けての治療費とか、一緒に決めた結婚披露宴のキャンセル費用とかなら、損害賠償請求できることもあるかもしれない。が、

「自分の美容整形代を、昔の男に払わせる法なんぞ、ありはしなぁいっ！」

　──ズバッと、斬るような、宣言。

　傍聴席の男たちが、姉と嘘つき女を交互に見ては、頷うなずいている。

「でかくて、若いあんたに、あたしのなにがわかるぅっ!?」

　２００万円かけた派手な女性は、ヒートアップして、止まらない。

「偉そうに、見下しやがって！　裁判なんてクソ、税金のムダでしか、」

　──プツン。姉の血管がキレる音が聞こえた。

「文句があんなら──」

　裁判官は、立ち上がる。何ものにも染まらないという黒いローブがはだけて、包まれた上半身があらわになる、握った右手拳を、頭上高く掲げ──

「控訴すればよろしいッ！」

　ハンマーのように法壇に打ち下ろした。

　轟ごう音おんが響き、巨乳がぶるんと揺れる。

「ヒッ──」

　原告の女性は縮み上がった。

　傍聴人たちも圧倒される──真空のような、一瞬の静寂。

「弁論終結。判決の言い渡しは夏季休廷明けの……来月の同じ日、午後一時十五分。判決正本は送るので来る必要はありません。書記官」

　法壇の下で、気まずそうに縮んでいた裁判所の書記官が、手元のパソコンでスケジュールを確認し、メモをとるような動きの後、短く「はい」と答えた。

　この雰囲気、判決なんて見なくてもわかる。請求は全額棄却になるだろう。

　裁判官我わが妻つまツカサは立ち姿のまま、傍聴席を睥へい睨げいする。そして俺を見ると、身内にしかわからないような微かすかな笑みを浮かべた後、法廷の奥の扉から退廷していった。

（相変わらず……破天荒で……）

　格かつ好こいいな、と感じる。

　法廷に取り残された原告は、

「ひ、ひいぃぃぃん、ひいぃぃぃん」

　とブサイクに泣いた後、

「あいつの好みに合わせておっぱいおっきくしたのに！　ちくしょーッ！」

　とわめきながら、法廷を出て行った。
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「ふあぁぁぁぁぁお酒しやけ美お味いしいぃぃぃぃぃっ！」

　午後五時過ぎ、虎とらノの門もんの安い居酒屋にて。

　法服を脱ぎ普段着になった姉が、ビールを豪快に飲み干して言った。

「お姉ちゃん、お仕事終わったあとのお酒しやけだいしゅき！　うへっ」

　顔がだらしなく緩み、言葉が幼稚になる。

　これがプライベートオフモードで、酒を飲んでる時の裁判官姉だ。

「でもでもぉ、お仕事終わりに付き合ってくれるあっくんがだぁぁぁいしゅき！　てことはいま、ふたちゅのしゅきが重なって、さいこーって気分なのれ、ご褒美にいっぱいちゅっちゅしたげるんー、あっく、んー」

「ツカ姉ねえ、口の周りビールの泡だらけ。はい、紙ナプキン」

「ありがと！　ふきふき……って、んもう、いつも避けてさ～。お仕置きにお部屋のお掃除しちゃおっかなー、えっちぃ本ぜーんぶ見っけて処分しよけいしたげる～」

「今どき、本じゃないんじゃない？　てか、勝手に部屋に入るのやめてね」

「うふふ、ゆうべは添い寝してあげてたの、気ぢゅかなかった？」

「えっ」

「──なーんて、冗談よ。どう、夏休み……宿題とか進んでる？」

　デレデレの表情から、瞬間的に、保護者を装う顔つきに変わる。

　これも含めて、弟おれにじゃれて絡んでいるのが姉のオフモードなのだ。

　人から見たらヘンな間柄に見えてしまうかもしれない。

　俺は三歳の時、父の再婚相手の連れ子だった姉と出会った。十二歳離れた義理の姉は、当時十五歳。俺のことがたいそう可愛かわいかったらしく、それからずっとあっくんと呼んでかまってくる。俺が十六歳になり、姉が二十八歳になった今でも、変わらずブラコンだ。俺たちの親は結婚十二周年を機に世界一周ハネムーンに出ており、もう一年ほど姉弟きようだいのみで暮らしている。よって、距離感はとても近い。

　やましいところはないです。義理とはいえ身内だし。ええ。

「詰まってたら、お姉ちゃんが教えてあげよっか！」

　優しげな、赤茶色の瞳でのぞき込んでくる。法廷とはまったく違うふにゃけた表情だ。姉は、弟おれに対してのみドがつくほど優しい。

「詰まるわけない。宿題なんて、ゲームしながら解いてた」

「さすが！　あっくんはお姉ちゃんと違って、同時にいろんなことできてすごいよね。視野が広くて、見る眼めもあって、大事なところによく気づく。なんでもできるよね」

「なんでも、そこそこできるだけだよ」

　姉はやたら褒めてくれるけれど、自分では広く浅い器用貧乏なだけ──

（一つのことを極めた、ツカ姉ねえみたいな人の方がすごいよ）

　と思っている。口に出すと調子に乗ってウザったいから言わないけれど。

「ヘンな生き物がヘンな魔法使うゲーム、好きだよねぇ。ごきゅごきゅ……」

「ヘンじゃねえよ。異世界ファンタジーだよ。ごくごく……」

　俺はノンアルコールの、ホッピーを飲みながら応じる。

「よくわかんないわ。ま、がんばって！　あっくんはお姉ちゃんより賢いから！」

「国内トップの法学部出て、司法試験トップのツカ姉がそれ言っていいの」

「いいの！　本当のこと！　あっくんが法廷にいるとうまく裁やけれるし！」

「なにそれ、人をお守りみたいに」

　そんな裁きサポートのフィールド効果、あるわけないだろ。

「ごきゅん！　ぷはあぁぁぁもっと！　お酒しやけ！」

　姉は俺のツッコミを聴くこともなく、さらに酒を頼み、巨乳（Ｆ）のお胸を包むブラウスのボタンを外し、熱い吐息をついている。その姿にはきわどいものがあったようで、周囲の男性客たちの視線を集めている。

「ツカ姉、ちょっと声がでかい……裁判の関係者とかいるかもよ」
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「さっき見渡した時には、ＰもＢも、我わがが社しやもいなかったわ」

　Ｐは検察官、Ｂは弁護士。

　我が社、というのは裁判所のこと。

　姉が飲み食いしながらよく使う、裁判関係者の隠語だ。

「サーチ済みか」

「でも、それっぽいのが入ってきたら教えてねっ。あ、ありがとうございますぅ～」

　姉は店員からサワーを受け取り、言う。

「『裁判官は、ナメられたら死んだも同然』だからねっ」

　──このフレーズは、裁判官になってからの姉の信条だ。

　思い出す。さっき傍聴した裁判で、原告の女性が『若いあんたに、あたしのなにがわかる』とつっかかっていた。史上最年少で裁判官になった姉には、なにかと当たりが強く、よくナメられて苦労してきたようだ。うまく裁こうにも、侮られ、話を聴いてもらえなければ、難しくなってしまう。

「今日、とってもお酒飲みたい気分なのっ。ごっきゅごっきゅごっきゅ！」

　それにしても、飲酒のペースが異常だ。

「何かあった？」心配になってきた。

「もう、ダメかもしれないの……クソ、人事め……」

　ガンっ！　とジョッキを置いて、忌々しそうに語り始める。

「お姉ちゃんを、法務省に出向させるんだって」

「……それって、」

　身内に裁判官がいると、なんとなく裁判所関係のニュースを見るようになる。俺が知っている限りでは、司法である裁判所と、行政である法務省は別の組織だけど、優秀な裁判官は裁判所から法務省に行くことがあるらしい。

「ツカ姉ねえ、出世コースじゃん。才能を評価されたんじゃないの」

　元々、姉は高名な学者の血を引いているからか、座学が得意だ。誰よりも速く資料を読み、暗記し、理論的に説明できる。国の省庁とか向いてそうだな、と思って言った、が、

「出世とか、才能とか、どうでもいいのッ！」

　喝破で飛んだツバの飛沫しぶきを、顔面で受け止めるはめになった。

「現場で、お裁きできなくされるの！」

　俺はおしぼりで顔面を拭いながら、うんざりした気持ちで思い出す。

　姉は、現場──実際に事件を裁くこと──に、なぜだか、異様な執着があるのだ。

「お姉ちゃん、あっくんに誓ったよね。『正しい裁判で、世界を良くする』って。あっくん、格かつ好こいいって言ってくれたよね」

「いつ」

「あっくんが三歳、お姉ちゃんが十五歳の時よ」

　憶おぼえてねぇよ……「そんな昔のこと、」と俺が言うのを遮るように、

「部長に言われたわ」と姉は怒りの形相になった。

　部長とは、裁判官の上司のことだ。

「『我わが妻つまくんは、中高生ごときで固めた信念が正しいか、今一度問い直せ』って」

「けっこうな言われようだね」

「なら……十五歳に戻して、変えてみろっての……ひっく！」

「ツカ姉ねえ……飲み過ぎだよ」

　もう話の脈絡がない。立派な酔っ払いだ。

　それに……

（ツカ姉に合わせたけど、部長さんの言い分も、わかる）

　姉は、普通の女の子としての人生を拒絶するかのように、勉強ばかりしてきた。

　付き合った男性はもちろん、男（弟を除く）とお出かけたしたことすらゼロ。

　弟として間近で見ていると、その極端な生き方は、周囲に軋あつ轢れきを、自身に欠落を生じさせているようにも見えて、心配しているのだ。

「すみません、お会計お願いします」

　通りがかりの店員に、俺はやや困った風ふうの作り笑顔でお願いする。

　支払いを済ませながら、テーブルの上を綺き麗れいにする。

　このように印象良くすれば、きっと、もうしばらくこの席に居座れるだろう。

（こういう、打算、立ち回り……フォローばかり得意になったな）

　自嘲する。姉との時間で、俺はしょうもないスキルばかりを習得する。

　空のジョッキを、脇に寄せようとする俺の手が、

「うぅぅぅん……十五に……戻りたい……」

　寝言の主に、すがるように掴つかまれる。

「そんな魔法みたいな……あるわけないでしょ」

　法を司つかさどる姉の、おかしな願いに苦笑する。

（それだけ、追い詰められているのかもな）

　唇の中に入った髪の毛を、「お疲れ様」と、起こさないように、取り除く。

　でも、もしも──と。

　脳裏に、空想じみた考えがよぎる。

「別の、ファンタジー異世界が、あったらな」

　と、呟つぶやいて、ため息をつく。

　別世界に対する憧れは、ずっと自分の中にあった。

（魔法とかがある、楽しい世界に、行けたら……）

　なんて、思い始めた、その時。

　視界に、ピンクの魔法陣のようなものがよぎった。

　居酒屋の壁が、目の前のテーブルが、にじみはじめ、二重に見える。

　ゲームのしすぎで、眼めが疲れたせいかもしれない。

　目頭を揉もんで、開けると、

　──なにもかもが、ピンクだった。

「……なにこの、ブルーバックエラーの、ピンクバージョンみたいな──」

　そこらじゅうがピンクに光り輝いている。特に、

「って、ツカ姉ねえ！　うそっ!?」

　巨乳を下敷きにした、うつぶせ状態の姉の身体が。

「光ってる！　ツカ姉が、ピンクにっ──」

　魔法少女の変身シーンみたいにまっピンクに発光していた。

「な、ん──」

　なにもかもが、ピンクに染まる。

　視界が、まっピンクになっていく。




　誰かの声が聞こえた。




『世界を良くする、正しい裁きを──』
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　ピンクに染まった視界で、見えてきたのは巨大な天てん秤びんだった。

　神々しい黄金に、禍まが々まがしい赤い錆さび。

　人が乗れるほどの二つの皿を吊つらし。

　魔法のように浮いていた。

（これは……いったい……）

　天秤は、視界の下方から、浮き上がるように現れて。

　真っ正面、目と鼻の先、すれすれを、上昇していく。

（違う、俺が落ちているんだ）

　立っている感触がない。

　脚をばたつかせるが、宙を蹴る。

　身体は、ゆっくりと、下降しているようだ。

　重力ではない、なにか他の法則をもって。

（どこに？）

　すでに頭上に位置する魔法の天てん秤びんから眼めを落とし。

　着地しようとしているところを見れば。

　地上は、十数メートルか、下にあり。

　ぼんやりと見えるのは、長大な机に、人影が二名、

「……もう、有罪にしましょう……」「……できませんわぁ……」

　と、話しているのが聞こえる。

（裁判を、しているのか）

　観察する俺の視界を、上から現れた、濃いピンクに光る物体が塞いだ。

　思わず両腕を前に出す。

　まるで──お姫様抱っこをするような、姿勢になった。

　どこかで、誰かが、「天窓から、人が」と言った。

　ついで、驚き、狼ろう狽ばい、好奇……人々のざわめきで騒がしくなる、その場に、

　トン、と着地した──

「えっと、ここは……」

　視界が、晴れていく。

　降り立ったところは、巨大な円形の空間だった。

　広さは、高校の教室でいえば十個分ほどはあるだろう。その壁面は、グレーの花か崗こう岩がんを用いたようで、厳いかめしい。

「最高裁判所の、大法廷、みたいな、場所だな……」

　昔、学校の社会科見学で入ったことがある。

　その時は、傍聴席に座っただけで、立ち去ったけれど。

　今、いるところは、ほとんどすべてを見下ろせる。裁判官の法壇の上にいるようだ。

　自分の記憶で白昼夢でも見ているのか。

　戸惑い、呆ぼう然ぜんと立つ、俺に対して、

「あ、あなた様が──」

　背後から声をかけられ、振り向く。

　裁判官席に座る、ピンクのメイド服を着た女の子からだった。が、

「エクスタシア様、危険です！　お下がりください！」

　鋭い声。家臣らしき、スーツ風ふうの衣装を着込み、メガネをかけた女性が、女の子の前に立ちはだかった。

　さきほど『有罪にしましょう』と言っていた声の持ち主だ。

「勇者の裁判を妨害しようとする、不法侵入者かもしれません！」

「勇者の、裁判だって？」

　そのキーワードは、自分の中のどこか本能に近い場所を刺激した。

　俺は首を捻ひねり、法廷の中を見る。

　──いた。

　証言台と傍聴席の間に設けられたベンチの上には、老年の男性が仰ぎよう臥がしていた。

　手て枷かせをはめられ、古びた革の鎧よろいを着ている。ぼうぼうに伸びた白髪。酔っ払った赤ら顔で、いびきをかいて寝ている。周囲には、空になった酒瓶や食べ物のカスが散乱していて、まるで何週間もこの場所にいる、浮浪者のような状態だ。

（あんなのが、勇者？　それを、裁いているのか？）

　さらに周囲を観察すれば。

　向こう、傍聴席には、数人程度の人影。

　見上げると、大法廷の天井には、焼もえて溶けたような大きな穴が空いていた。

　そこに浮かぶのは、自分の身体が降りていく時に見た、巨大な天てん秤びん。

　魔法のような天秤の周囲には、魔法のように浮かぶＶＲヴアーチヤルリアリテイじみたウィンドウがあり、

【勇者ご一行焼殺事件】

【開廷中】

【お裁き中は☆ご静粛に☆】

　と、ピンク色の文字がフワフワと浮いていた。

（この有様で、裁判中だというのか）

　目の前に広がる現実離れした光景に、あっけにとられてしまう。

「エクスタシア様。残念ですが、召喚魔法は失敗したのです」

　背後では、先ほどの家臣が主あるじらしき女の子に、諭すように、「召喚されたとしても、このような少年と少女なはずはないのです」と話している。

　思い出し、気づく。

　両手で抱っこしている、物体……

　その全てを覆っていた濃ゆいピンクが、消えていた。

　魔法が終わったかのように、ズシリ、と重みを感じ。

　そこに現れていたのは、

「ふぇ？」

　大きく美しい瞳の、美少女。あどけない、まだ産毛が額に残っている顔立ち。

　それでも居酒屋にいた時と同じ私服を着ている、これは──

「ツカ姉ねえが、若返ってるっ」超常現象に、自分の眼めを疑う。

「そう！　ホンモノの、ニホンの、裁判官様が、若い娘なわけありませんからなぁ！」

　ビクンっ！

　姉らしき少女は、跳ねるように、俺の腕から飛び降り、法壇の奥の床に着地し、

「ナメた口をきいたのは貴様か」

　仁王立ちで、地獄の閻えん魔まのような恐ろしいガンをつけた。

　背丈は１５０センチ半ばくらいになっていて、はだけたブラウスが落ちようとするも、胸のあたりで止まる。反則的な細身巨乳の肉体……そんな身体にもかかわらず、発せられた異質な凄みオーラに、スーツ衣装風ふうの家臣は「ひ、ひぃっ！」と怯ひるんだ。

　あらためて見ると、メガネのかかった耳が、長い。怯おびえてパタパタと動いている。

（もしかして、エルフか……ハーフエルフかな？）

　俺は姉に続くように、法壇から降りながら、その様子を注視する。

「お姉ちゃんわかったわ。ここ、あっくんの夢の中でしょ」

　周囲を見渡した上で、あっけらかんと、「だって、大法廷に証言台なんてないもの」と言ってのける。

「宙に浮かんでる天てん秤びんじゃなくてそこか。その発想、ほんとにツカ姉ねえだな」

　目の前の人物は、姉だ。確信した。

「お姉ちゃん飲み過ぎると、あっくんと一緒にいる夢見るからさ。ひっく！」

「俺、起きてると思うんだけど」

「でもね。お姉ちゃんは、たとえあっくんの夢の中でも、ひっく！　こんな若造にナメられて、引き下がったりしないわ。ひっく！」

「ツカ姉こそ、ちっちゃめの女の子になってるんだけど」

　鏡でも見せないとわからなさそうだ。

「あれ……【開廷中】って、ここでなにを……ん？」

　姉が、そして俺も、法壇の異様な状態に気づいた。

　ビッシリと、一面に、ピンクの魔法陣が刻まれていたのだ。

（ひょっとして、この魔法陣が、召喚魔法で……姉の身体を変えたのか？）

　思い返せば、居酒屋でこれに似た魔法陣を見た気がする。

「落書きだらけの法壇に──この、赤い球は、なに」

　と、姉が指さしたのは、法壇の上に置かれた球体だ。

「【嘘うそ発見のオーヴ】ですわぁ！」

　家臣の背後から、ピンクのメイド服の少女が、無む垢くな言葉で答えた。

「嘘うそ偽いつわりの反応で、真っ赤になって、もうずっと、裁判が進まなくって困ってますの──」と続けるのを、エルフ耳の家臣が「エクスタシア様っ」と遮った。

　……魔法の道具を使って裁判をしていた、と。

　それがうまくいかなくて、停滞して、今の閑散とした状況になっているわけか。

「裁判官の机に、嘘発見器などいらない」

　現状の有様は、姉の裁判官魂に火をつけるのに充分だった。

「裁判は真実を正しく映さなければならない。法の下で明らかにされる真実性とは、嘘発見器なんぞにもたらされるものではない。近代法は、器械による裁判を求めていない。あまつさえ器械に依存するなど言語道断」

　滔とう々とうと、語る。

　我わが妻つまツカサの身体は、真っ赤な宝玉を身体の正中線上に捉えていた。

「たとえおかしな夢の中だろうと、裁判所として──」

　握った右手拳を、頭上高く掲げ、

「不正をぉ、許しはしなぁぁぁいッ！」

　ハンマーのように、振り下ろした！

　バッキャアァァァ──

【嘘うそ発見のオーヴ】は、粉々に砕け散った。

「あっくん、見てた？　ひっく！　お姉ちゃん、格かつ好こ良よかった？」

　こっちを向いてそう言う姉の笑顔が眩まぶしい。

　後ろから、「王家の、こ、国宝級の、スーパーレア魔道具が……突如出現した、娘に、わ、割られてしまった──」家臣が、「げ、現行犯逮捕！」と叫ぶ声。

　その合図よりも先に、疾風のように動いた、忍者のような人影があった。

「きゃっ！」

　姉の身体が、背後から、引き倒され、

「ツカ姉ねえ──うわっ！」

　間髪を入れずに、俺も倒される、脚を払われたのだと、仰あお向むけになってから気づく。

　大法廷のカーペットの上で、あっという間に、両手を頭上に上げた体勢にさせられる。

　仰向けの視野に、パラリ、と落ちてきた縄が、魔法のように俺の下半身を拘束した。

「王家に害意を向けた危険人物と判断しました。拘束します」

　手首を拘束するのは、金属底の特殊なブーツ。

　片足で俺の両手首を、もう一方で姉の両手首を固定しているようだ。

　踏みつけることで相手を地面に張りつけるデザインをしているのだ。

　二つの縄の端を持ち、視界の中、上下逆さまで見下ろしてくるその姿は──

「すごいな、ホンモノの、異種族……犬耳のメイド……」

　雪のように白く美しい肌。全身を包むのは、露出の多い特殊なメイド服。作り物のように整った顔立ちに、薄氷じみた碧眼が、眼下の俺をジト眼めで見据えている。その頭部には、フワッと豊かな白銀の髪に、可愛かわいらしい犬耳が生えている。

「エクスタシア様。この者らを、いかがなさいますか」

　こちらを窺うかがう彼女の瞳は、感情の揺らめきがない。

「この場で、喉笛を──」

　口から覗のぞく鋭い犬歯は、獲物を仕留めるために使うのだろうか。

　このメイドには、主あるじの命令次第で、人の始末くらいはしそうな雰囲気があった。

　最後の許可を求めるような口調に、しかし。

「いいえ！　こちらのお方は──おジャッジ様ですわ！」

　この場に似つかわしくない、朗ほがらかな声がする。

「エクスタシア様、なにを、」と言う家臣に対して。

「だって、ほら。ご覧になって」

「おぉ、【疑ぎ義ぎの赤あか錆さび】が……」

　宙に浮かぶ天てん秤びんに、異変があった。

　巨大な天秤を覆っていた、禍まが々まがしい赤あか錆さびが煌きらめき、剥はがれ、消失していく。

「エクスタシア様のお身体からも……」

　犬耳のメイドが向く方から、同じ煌めきを感じ。

　首を捻ひねって見れば、王女の身体にも付着していた赤い錆さびが、消えていくところだった。

「疑いを裁いてくれた、おジャッジ様のおかげですわ！」

「いや、しかし……エクスタシア様、ニホンの裁判官は、十代ではなれないのです！　信じるのは危険です！　今のは偶然であるとしか……」

　二人が話しているのが聞こえる。

　肝心の姉は、「破片がチクチクする……え、これ夢じゃないの……」といまだ酔いどれの状態だ。

「あの、すみません」

　俺は、視界の隅に、一緒に落ちてきた姉のバッグを見つけていた。

「姉は、裁判官です。そこのバッグの中の財布に、職員の身分証があります。ほんとは二十八歳ってことも、わかると思います──」
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「「「「「チヨダク王国へ、ようこそ！

　　　　　わたしたちのおジャッジ様っ！」」」」」






　大法廷での、国宝破壊から、小一時間ほど経たった頃。

　俺と姉は、この国の方々から、あらためてご挨拶を受けていた。

　場所は大法廷の手前、最高裁判所らしき建造物の中心、大ホール。

　石造りの壮大な空間に、大臣らしき人々、さらに何十人ものメイドさんたちが、整然と横に並び、みな一様に身体を『Ｙ』のかたちにして万歳している。

　ご挨拶のセンターにいるのは、先ほどのピンクのメイド服の女の子で、

「わたくし、伊い藤とうエクスタシア！　王女やってますの！」

　ハイテンションな、踊るような動き……タタタッと小走りで、目の前にやってきた。

　この女の子が、この王国のトップらしい。

　着ているのはピンクのメイド服ながらも、お姫様のような特徴的な形状をしている。ピンク髪の縦巻きロールのツインテールに、王族らしくティアラを乗っけている。

「ホンモノのニホン人様、お初にお目にかかりますわ！　しかも千ち代よ田だ区く民みん！」

　異常にキラキラした瞳で見上げてくる。すごく楽しそうで、口のかたちは『ヮ』みたいになっている。身長は１６５センチの俺より頭一つ分は小さい、小柄な身体で、お胸がペチャペチャだ。年齢は、十三か、十四歳くらいに見える。

「弟様のお言葉で、場が収まりましたわ！　アクト様とお呼びしてよろしいかしらぁ？」

　俺の名前や、関係性とかは、姉の財布に入っていた緊急連絡先を読んだようだ。

「いいですよ。えっと、じゃあ俺は、」

「わたくしのことは、シンプルに呼び捨てで！　それにタメ語でよろですわぁ！」

　と言いながら、白い絹の手袋をした小さな手で、俺の手をガシィ！　と握り、ブンブン振るように握手した。そして隣に立つ姉を見る。

「『ハンマー』をなさったお姉様のツカサ様が、おジャッジ様なんですのね！」

「おジャッジ様って、裁判官のこと──かな？」

「そうとも言いますわぁ！　まァまァ、なんてお若いのかしら！」

「中身は二十八歳のままなんだけど、急に胸以外の身体が十五歳になっちゃったんだ」

　王女は姉に、タタタッと小動物のように駆け寄って、

「若返りを望んだのですね！　でもお胸のサイズダウンは願わなかったのですね！　わたくしにないものばかりお持ちで！　好き！」
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　と、姉のお胸を揉もみ始めた。

「触るなピンク。裁くぞ」

　バチン！　とその手をはたき、キッと王女を睨にらむ。

「あん！　憧れのセクハラジャッジメンッ！」

　王女は鼻血を噴いて卒倒した。鼻に触ってないけど。喜んでる？

「あっくん……ほんとにこれ、夢じゃないんだよね」

「そうだよ。さっき話したでしょ。俺たちは、【召喚】されたの」




　──『裁判所職員の身分証』の効果は、ばつぐんだった。

　エルフ耳の家臣は俺たちに対して平服し、謝罪の言葉を並べ立てた。

　それから、場をあらためて、この世界と、王国、そして【召喚】と【裁判】について説明をさせて欲しいと申し入れを受け。

　承諾した俺は、いまだこれが夢の中か、そうでないか、判別のついていない姉をおんぶして、多目的トイレに連れて行き、水を飲ませて、酔いを覚まして。

　一緒に鏡を見て、『十五歳頃の肉体になってる。おっぱい以外』ということと。

　居酒屋からここにきた話をして、姉に記憶障害がないことを、確かめて。

「【召喚】って、証人として喚よばれるやつ？」

　などとのたまう姉に、基本的なファンタジー異世界召喚話を教え込んできたのだ──




「でも、なんなのこの子？　こんなのが国の代表者？　それにここって最高裁よね」

　姉の第三者おれいがいに対する態度が、ちょっときつい。

　──思い出す。出会った時の姉は、学校でいじめられていたらしく、すぐに口が悪くなる癖があった。そうやって孤独になっていったようだ。まさか、

「ツカ姉ねえ、もしかして精神年齢も若返ってる？」

「うーん……そうね、この身体になって、なんだか熱いエネルギーを感じるの。特別な自分になったような気分よ」

「もしかして、中二病な精神状態なのでは？」

　一気に不安になってきた。

「さて、アクト様とおジャッジ様に、この世界をお見せしますわぁ！　お外までついてきてくださいまし～」

　王女がメイドさんたちを連れ、フワフワと歩き始めた。

　俺と姉も後に続く。最高裁の正面玄関のガラス扉を通過し、見えてきた光景は──

「あ、あっくん……お、お堀の向こうに……あれって……」

　日本国民にお馴な染じみの、皇居があるはずの空間に、

「わたくし、伊い藤とうエクスタシアのハウスですのよ！」

　バカでかい王宮がそびえ立っていた。

　外の季節は春か秋みたいな、心地よい風が吹いている。時間は太陽が西に沈み行く頃で、空は美しい茜あかね色に染まりつつある。そんな中、中世ヨーロッパ風ふうのよくあるお城が、夕ゆう陽ひを受けて照り輝いていた。

「わたくしたちの世界は、よくある『ファンタジー異世界』！　中でもチヨダク王国は、ニホンの千ち代よ田だ区くのモノを【コピペ】して豊かになった王国……もうひとつの千代田区なんですのよ！」

「「もう一つの、千代田区……」」

　唖あ然ぜんとする、俺と姉の言葉がハモる。

「あっ！　シロ～！　こっちですわぁ！」

　王女が呼びかける方向から、一台の車がやってきた。

「あっくん、あれ、センチュリーよ」

「日本車があるのかよ」

「ここ、あっくんの好きな『ファンタジー異世界』なんだよね？」

「ちょっと変わった異世界に召喚されたと思う。そのへんも教えて欲しいね」

　運転席から降りたのは、俺と姉を拘束した犬耳のメイドだった。

「加か藤とうシロ、と申します。先ほどのご無礼、大変申し訳ありませんでした」

　そう言って、美しいお辞儀をする彼女は相変わらずクールで、涼しげだ。

　目線は俺に近いくらいだけれど、それは金属底のブーツのせいで、実際の身長は俺より少々低いくらいだと思う。

「シロは、王宮府で一番優秀なメイドでして、メイド長なんですの！」

　紹介を受けながら、メイド長加藤シロは「王宮府は、ニホンの内閣府みたいなものです」と付け加えた。俺と姉の顔色を読んだらしい。

「毛並みがフワフワで、すごく可愛かわいい──」と姉が見つめ、「なのに管理職なの？　何歳？」と問う。

「十五歳です。これでも、エクスタシア様に仕え、十年近くになります」

　俺もメイド長を見る。確かに圧倒的な可愛さだけれど、幻想的な肌の白さと無表情な眼めの碧あおさ、従者の衣服が合わさって、どこか儚はかなげな印象も受けた。

「シロに、なにかありますでしょうか」

　ジト眼で見られてしまった。

「いや、えっと……白くって、目立つはずなのに、大法廷では急に現れたなって」

　率直な感想を口にした。

「気配を消すスキルや、姿が見えなくても会話できる魔法くらいあります。シロは、王家に危険な者が現れた時に、察知されないまま抹殺するべく潜んでおりました」

　抑揚なくそう語る彼女。俺より年齢が一つ下でしかないのに、まるで、殺しを厭いとわないＳＰのような口ぶりに、恐ろしさと頼もしさを感じる。が、それより、

（そうか、スキルや魔法がある世界なんだ）

　そのワードに、グッとくる。

「ゲームっぽいそういうの、ずっと欲しいと思ってました」

　思ったままを口にするが、

「なにをおっしゃいます。そう簡単に習得はできません」

　すげなく言われてしまう。

（スキルや魔法の習得は、難しい世界なのかな）

　でも──欲しい。

　ファンタジーな物語や、ゲームを嗜たしなんで、そう思わない人なんていないだろう。

　かといって、俺にはなにか特定のスキル・魔法まではイメージできなかった。

（なんでもいいから、習得できればいいのに──）

　そう心の中で、強く思った時。

　──自分の奥深くで、【転移ボーナス　習得】という言葉が点灯した気がした。

　なんだ今の……と感じるも、

「お乗りくださいませ」と、メイド長。

　促され、みんなに遅れて乗車するのだった。
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「チヨダク王国は、ここチヨダクを首都とする、ニホンの関東くらいの大きさの国！　ファンタジー異世界の大きな大陸の中にありますわぁ」




「昔、ニホンのモノを持ってくる魔法が使えるようになって、この世界にはニホンのモノが溢あふれているんですの」




「はるかに進んだ文明のモノのおかげで、いわゆる中世ヨーロッパレベルだったこの世界は、一気に豊かになったんですのよ！　だからみんなニホンのことが大好き！」




　──車中。俺と姉は、王女がカンペを見ながらしてくれる説明を聞いていた。

「どこも日本的だ」

　車窓から外を見る。道路、建物、車……あちこちに、日本のモノが溢れていた。

「国ぐるみで、窃盗、遺失物横領してるってこと？」と、姉が言う。

「持ってきたモノは元のニホンにそのまま残っていますの。ですからニホンの方にご迷惑ゼロ！　ぜんぶコピーなのですわ。この魔法を、【コピペ魔法】と呼んでいますの。使えるのは王家だけ。チヨダク内ではわたくしのみ。きちんと管理しているのですわ」

「魔法、か……剣とかはあんま使わないの？」

　いわゆる『剣と魔法のファンタジー』の剣の方が気になった。

「滅めつ多たに使いませんわぁ！　だって銃じゆー刀とー法ほーに反しますもの！　コンプライアンスぅ～！」

　どこからツッコめばいいのか……迷っているうちに、キキッ、と車は止まった。

「着きましたわぁっ！」

　デデン、と巨大な王宮の前に立つ。

「ここに王宮があることに、複雑な気持ちになるよ」

「【コピペ魔法】は、その空間を綺き麗れいにしないと使えないんですの。魔法学者が言うには、泡宇宙的並列世界間の、地形的相似関係から、物体の干渉作用が認められる……だそうでっ！　なにもない空間なら、地形的にリンクするものをコピペできますの。ここには古くから王宮があって、ジャマで……いったん更地にすれば、コピペできますのに」

「立派な王宮だからこのままが良いと思うよ」

「アクト様が、そうおっしゃるなら！　今のハウスを大事にしますわぁ～」

　王女とメイド長の加か藤とうシロに続いて、王宮おうじよのいえの中に入っていく。

　内部は、増改築を繰り返したようで、いびつな階段があちこちに伸びている、不思議な空間をしていた。

「あっくん。これ、建築基準法違反よ」

「ツカ姉ねえ、しばらく法的なツッコミ控えて」話が進まないから。

　絨じゆう毯たん敷きの廊下を歩くと……『歴代国王陛下』という肖像画が並んでいるのが眼めに入った。何百年と絵画だったのが、『先王』からカラー写真、『現　☆　王』のところは、王女が指で作ったハートマークを突き出すポーズをしたでかいプリクラになっていた。

「先代の王様から、急に文明開化したみたいだなぁ」

「お父様は、天才的な魔法使いでしたの！　これまでは、異世界ニホンに対してしつこく欲しいモノを叫んで土下座して、いくつかモノが降ってくるというコピペ法だったのを、魔法陣の技術を応用して、地域一帯の大規模コピペもできるようにしたのですわ！」

「お父様は、今どちらに？」

「父は、過労で亡くなりましたわ」

「そう……ごめんなさい。大変なお仕事だよね」

「いえ。エロゲというものにハマったみたいで。わたくしには『ゲームは一日一時間までな』とルールを決めたのに、自分は夜通しやってテクノブレイクぅ？というので亡くなったようですわ」

「……」なんも言えない。

「それからわたくしが即位して、一年。ほんとは女王なんですけれど、まだまだ未熟でして、王女と名乗ってますの！　ささ、お部屋にいらして！」

　ウィーン……とやってきた魔法のエレベーターに、四人で乗った。

　一気に、地上高く、浮くように──王女の部屋、塔の尖せん端たんの小部屋へとたどり着く。

　ディ●ニープリンセスが住んでそうな、ピンクでファンシーなお部屋だ。

　なのに、窓から見えるのは日本的なビル群だった。

「毎日、お日様に照らされるニホンの光景を眺めたくて、トーキョー駅や、カスミガセキの周辺はぜんぶコピペしましたの！」

　広がる展望は、日本の千ち代よ田だ区くと見み紛まがうところがある。自分たちが召喚された最高裁判所の建物はもちろん、王宮の周辺は千代田区とそっくりだ。

　が、そんな光景の中にもファンタジーなものはある。

　空を飛び交うのは、郵便配達のバッグを持った鳥人に、数匹の翼竜。

　ビルの合間、東の方角には、ファンタジー世界らしい草原が広がっているのも見えた。

「どうぞ、お召し上がりくださいませ。ホンモノのコピペ品でお作りしました」

　とは、いつの間にか、食事の用意をしていたメイド長。

　部屋の真ん中にあるちゃぶ台の上に、膳を置いていた。

　俺と姉はお客様用座布団に座り、膳の上のお握りとお味み噌そ汁しるをいただくことにする。

「ありがとう……ん……普通に、馴な染じみある味だね」

「あっくんが飲むなら……ずずっ……美お味いしいわ」

　コピペしたモノは、ホンモノと変わらないことがよくわかる。

「……あのさ。もしかして、お姉ちゃんたちも、コピーだったり？」

　──姉の言うように、その可能性だってある。

　自分がＳＦ映画のクローン人間みたいに思えてきて、ちょっと怖い。

　戸惑っている姉……ここは俺が率先して、確認しよう。

「あの、王女。早速だけど、召喚魔法について教えてもらえるかな」

「はいですわ！　【召喚魔法】は、【コピペ魔法】と違う別の魔法ですわ。別の世界から生命体を転移させる魔法でして、喚よばれた方はホンモノそのものですわぁ！」

「良かった」一安心ではあるが、「ツカ姉ねえの身体が若返ってるのは？」疑問は残る。

「チヨダク王国にいらしてくれるお礼のつもりで、いわゆる【転移ボーナス】を魔法陣に組み込んでみましたの！　願い、呟つぶやき、イメージした特異体質を授けたのですわぁ！」

　確かに、姉は『十五の時に戻りたい』と呟いていた。その結果こうなったのか。

「ツカ姉、願いが叶かなって良かったね。普通の女の子としてリスタートもアリじゃない？」

「頼もしいあっくん……じゅんっ……お姉ちゃん裁判とあっくんさえあればいいよ」

「うん。そこ、変わんないね」

「アクト様は、どんなのを身につけましたの？」

「うーん……特に変化ないなぁ」

（もしかして、車に乗る前の【アレ】かもしれない）

　と思いつつも、確証がない。もう少し様子を見てからにしよう。

「ところで……元の世界に戻れるの？」

「召喚魔法の成功例自体、数百年前が最後で、データがありませんの。何度も魔法陣を描いた上での成功で、どれがどう発動して成功したかもわかりませんし……なにぶん初めてのことですので、帰る方法はまったくわかりませんわぁ！」

　あの法壇のあたり一面に描かれていた魔法陣か……グチャグチャだったしな。

（日本に帰れるかどうかはわからない、か）

　脳裏によぎったのは実の親と、義理の親の顔。でも、長期海外旅行ハネムーン中だし、すぐには心配しないだろう。他は、学校の友人たちは……まあ、しょうがない。

　それより、目の前の一風変わったファンタジー異世界を楽しみたい気持ちが勝る。

　あとは、姉の気持ちは、どうだろうか。

「帰らないと困るんですの？　わたくし、被召喚者の設定を、『ファンタジー異世界を正しく裁いてくれるニホン人』にしていましたの。だから、元の世界よりもこっちの世界を選ぶ裁判官様がくるものだと思っていましたわ」

　王女の言葉を聞きながら、俺を見てから、姉はうつむき、

「……帰っても、裁判の現場から外される。あっくんもいるし、別の世界でも、裁判ができるのなら、いいのかも……」とブツブツ呟つぶやいている。

「そういえば、被召喚者の設定って、一人だけじゃなかったの？」

「人数は必要な数にしましたの。きっと、お姉様と、弟様とで、正しい裁きに必要な人員なんですわぁ！」

「そうか……じゃあ俺は、ファンタジーな世界に不慣れな姉を助ける役割なのかもな」

　ピンクのメイド服の王女は、相変わらず楽しげで、口のかたちを『ヮ』にしている。俺たちの隣、座布団の上に座って、

「ウフフっ。この世界で初めての、ホンモノのニホン人様。一挙にお二人もいらして、とっても嬉うれしいんですのよ！」

　ちゃぶ台の上に肘をついて、ニコニコと天てん真しん爛らん漫まんに微笑ほほえんだ。

「ぜひ、裁判の件が落ち着いたら、一緒にアニメ見て、ご感想言い合いましょうね！」

　王女の部屋は、見渡すと、日本アニメのＶＨＳや、ディスクが大量に積まれている。

　この服装といい、アニメで日本文化を学んできたみたいだ。

「……ちょっと待ちなさい、王女。裁判の件ってなによ。まだなにも請け負ってないわ」

「ツカ姉ねえ、さっき裁判する気になってたじゃん」

「ここ、ファンタジーな国なんでしょ。日本の法律使えないんじゃ、」

「だいじょーぶですわぁ！」

　王女は座布団の脇にあった雑誌『アニ●ージュ』をめくりながら言う。

「もう何十年も前からニホン法、ニホンルールを施行済みですの。お父様がぜんぶ法整備というのをしてくれたのですわ」

「法律が施行されているんだったら、さっきの裁判はいったいなに？　嘘うそ発見のオーヴなんてヘンなもの使ってたでしょ」

「う、うぅん……裁判の難しいお話になると、わたくし……」

「難しいって、あなた裁判官席にいたわ。裁判してたんじゃないの」

「それは……うなので……ぁ……」

　王女の動きがどんどん鈍くなってきた。

「そもそも王家があるなんて……象徴として？　三権分立は？　法治主義と人治主義の区別はついているの？　裁判官はどう選ぶの？　検察官と弁護士はいる？」

「………………」

　様子がヘンだ。開き気味の口が閉じてハイフンみたいな線になり、眼めから光が消えた。

「待って、ツカ姉ねえ！　王女が、」

　座って、雑誌をめくる姿勢で、眼を開けたまま、

「寝てる……！」

　安らかな寝息を立てていた。

「え、嘘うそ」と姉が絶句し、「あんた起きなさいよ話の途中でしょ！」と揺するも。

「スヤヤァ」

　ダメそうだ。

「エクスタシア様は、楽しくなくなると眠りに落ちてしまうのです」

　ずっと脇に控えている、メイド長の加か藤とうシロがフォローに入る。

「この国の裁判などの話は、他の家臣が行います。今、こちらに向かっておりますので、少々お待ちください」

　俺と姉は、王女の寝てるらしい眼を開けたままの顔を見ながら、しばらく待った。

　──ウィィィン、と、魔法のエレベーターが開いて。

「お話に遅れ、申し訳ありません！　大法廷の後片付けに手間取りまして！」

　やってきたのは、スーツ風ふうの衣装にメガネをかけた、エルフ耳の家臣だった。

「これはこれはおジャッジ様に、アクト様……本日はお日柄も良く……たははっ！」

　媚こびへつらうような笑みをこちらに向けている。その声に起きた王女が言う。

「あらためてご紹介しますわぁ！　こちら、王宮府の重臣にして、検察官──」

「ハーフエルフの、氏は斎さい藤とう、名をイレアナと申します。以後、お見知りおきを」

　俺と姉に向かって、絨じゆう毯たんに三つ指ついて、過剰なほどに日本的な挨拶をした。

　その容姿は……動きのない場所であらためて見てみると、相当な美形だ。俺より少し背が高い。モデルのようなスタイルに、流れるような金髪の長髪はポニーテール。メガネの奥には翡ひ翠すいをはめたような緑の眼。エルフという種族は、美形が定番だけれど──

「純血のエルフじゃなくて、ハーフなんだ」思わず感想を口にする。

「プッ！　純血ぅ？　あやつらは、森に引き籠もる寿命が長いだけの老・害・凡・俗！　ワタシは、ダサい故郷を捨てクールなこの地に参りました！　チヨダク王国通販で手に入れたライトノベル『ロー●ス島戦記』を読んでから、ニホン文化カルチヤーにガチハマりのぞっこんですっ。先王様、エクスタシア様に仕え、王国のニホン化を──」

　熱量がヤバい。美形を全力でかなぐり捨てる、日本オタクだったとは……。

「イレアナ、チヨダク王国の裁判についてご説明よろですわ！」

「はっ！　おほん。年々、この世界はニホンのモノが溢あふれるにつれ、王国の暮らしぶりもニホンに近づいてまいりました。それにともない、昔ならばなかったようなヘンな事件が増えまして。優れたモノを授けてくれたニホン人様がお作りになられた、優れたニホン法、ニホンのルールを施行すれば間違いない、と……先王様がご判断なされたのです」

　彼女の年齢は、二十代中頃か……王女とは違う説明ぶりに、俺と姉は聞き入った。

「しかし、我々にはニホンの法もニホンのルールも難しすぎて、うまく使えませんでした。かといって、それ以上の法、ルールを立法するのも至難でした。そこで、人々にニホンの価値観やモラルを浸透させつつ、各地域の役人の手に負えない事件は王宮府が【嘘うそ発見のオーヴ】を用いて裁くことで、人々からの信頼を稼ぎ、国家を統制していたのです」

「ああ……それが、ムジュンを起こして、あの裁判が停滞していたわけか」

　と、俺が大法廷の有様を思い出しながら納得するも、

「あなた、裁判官席にいたわよね」姉の裁判的なツッコミが始まった。

「ギクッ！」イレアナは、長い耳をばたつかせた。

「べ、弁解のしようはありません……エクスタシア様は、チヨダクで最も民からの信頼が厚き方。よって、神じん器ぎ【裁きの欠片かけら】の所持者をエクスタシア様としつつ、実質的な裁判の運びは、司法試験合格者のワタシが行っていたのです」

（神器【裁きの欠片】……）

　マジックアイテムみたいな響きを感じる。

　魔法マジツクといえば、あの宙に浮いていた天てん秤びんだ。
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　なにか関係があるのか──と、俺が思っている間に、

「司法試験って、司法試験委員会あるの？」

　姉が別の角度から質問をしていく。

「ありません。主あるじに過去問からランダムに出題し、マークシートのみで実施しました」

「それって暗記すれば満点よね。司法修習とか、法曹三者の選択は？」

「しゅ、修習は無く、一定の点数をとれば、弁護士か検察官に登録できるしくみです。試験の一位合格者を裁判官にしようとしていたのですが、トラブルがあり……」

　緊張からか、ビクンビクン、と耳を震わせながら回答している、イレアナ。

「ツカ姉ねえ、異世界の人がニホンの法律を勉強してくれてるって、すごいことなんだよ。もっと態度を優しくしたらどう？」

「おぉ……アクト様、お口添え、痛み入ります！　どうぞよろしくお願いいたします！」

「うーん……でもね……」唸うなる姉。「あなたが、検察官、ねえ……」

「そうですとも！　この、光り輝くバッジをご覧くださいっ！」

　検察官イレアナは、襟元に隠れていた自分のバッジをもいで、姉に寄よ越こした。

「『ＪＯＢ　検察官』である証あかし！　秋しゆう霜そう烈れつ日じつ章しよう！」

　確かにそれは、テレビドラマなどで見たことのある、検察官バッジだった。

「このワタシと、ホンモノのおジャッジ様さえいれば！　我が王国の裁判は、【裁きの魔法】は、安泰ですっ！」

　その調子の良い言葉に──

　カチリ、と、姉がオンモードに移った気配がした。

「耳長。その眼めにはなにが映っている？」

「は、……と、言いますと？」

「大法廷の時から、手のひらを返したようなその態度。その契機としてあなたが見たのは、裁判所の職員証明書のみ。そんなうわべの情報で、私をおジャッジ様だと崇あがめ、日本のモノなら良いものだと妄信する。そのような浅い考え、勘違いとしかいいようがない」

「あ、あわあわ……」

「まあまあ、ツカ姉。裁判仲間じゃん。もっと仲良く、」

「判検交流は、昔の話よ。今は、検察官と裁判官が飲み会したのをＳＮＳにあげたら炎上する時代なの。悪いけど、裁判に関して、お姉ちゃんは絶対に馴なれ合あう気はないわ」

　固い決意で言い切り、姉は立ち上がった。

「検察官である証は、バッジではない。検察の正義を胸に、日々国民のために、社会正義を実現する、その信念にあるのではないのか」

「ははーっ！　そ、その通りで……おジャッジさ、」

「ひれ伏すのではなく！　立ちなさい！」と姉はイレアナの腕を取り、

「はひっ！」直立不動となるイレアナ。

「裁判官は、検察官の上司ではない！　推定無罪の原則に立ち向かい、裁判官を説き伏せるのが検察だ。二度と、裁判官に、みじめったらしい頭の下げ方をするなッ！」

　──姉の威勢の良い喝が木霊し……

「……い、今まで……そんなに、熱く……言ってくれなかった……」

　聞こえてきたのは、嗚咽おえつだった。

「ずっと……誰も……ワタシを……ちゃんと……叱ってくれなかったぁっ……」

　ハーフエルフは、プルプルと震え、そのメガネの奥から涙を漏らしはじめた。

「ずっと……王国のために頑張ってきて……でも、空回りしてるって……ひぐっ……なんか違うって……思ってたんです……」

「自信がなくても、自分の課題を他人任せにしてはならない。他人を信じる前に、まず自分を信じろ。間違ったとしてもいい。耳長、あなたは若い。間違うことを恐れずに、自分の感覚で、事件に立ち向かって。全力を尽くせば、必ず道は開けるわ」

「──なんとありがたきご指導っ……ワタシは、まだまだ、ヤングですっ！」

「今日は平日……検察のお仕事、休んでていいのかしら？」

「おジャッジ様に認めてもらうため──なにか犯罪、探してきますっ！」

　自分を奮い立たせるように叫ぶと、彼女は駆けた。

「ちょっと耳長、検察官バッジは、」姉の手の中に置かれたままだ。

「ワタシがぁぁぁ一人前になった時ぃぃぃ授けてくださいぃ──」

　検察官は、はりきって、魔法のエレベーターに乗って去って行った。

「さすがおジャッジ様ですわぁ！　馴なれ合あわない孤高のお姿！　熱いリーダーシップ！　王う国ちの新しい英雄！　好き！」

「あんな会話選択で良かったのか……」

　ファンタジー異世界序盤の会話とは思えなかったんだけど。

　もう、法律的な話や、職業的なお話は、姉を信じよう。

「ねえあっくん。つい発破かけちゃったけど……この国、不安。ほんとに現代日本の法やルールを使って良いと思う？」

　姉から、この国で裁判をしたい気持ちと、本当に裁判して良いのかという疑念との、ジレンマを感じる。

（この世界をゲームではなく、一つの社会として捉えた、当然の反応だ。でも……）

　俺としては、日本のモノが溢あふれる王女の部屋で、王女の話を聴いて……日本人として、この国に興味を持ち、できることをしてあげたい気持ちになっていた。

「普通、被召喚者って、その固有のスキルで活躍していくものだから……」

　と、ゲーム的感覚で言いながらも、

「でも、裁判していいかどうかは……どうだろう……前例がなくて、ピンとこない……」

　強力なスキルで魔物を退治する、とかなら、簡単だ、わかる。

　でも、日本の裁判ってやっていいのか？

「エクスタシア様。お二方が、困惑していらっしゃいます」

「もう夜ですし、このへんで、リラックスタイムにいたしましょう～」ピンクな王女が、楽しげに言う。「うちの『別荘』には『温泉』がありますのっ」
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　カポーン……




　温泉によくある竹の調度品が、お湯をこぼし、岩にぶつかり、和な音を立てた。

　その音色は、周囲を囲む最高裁の法廷棟、図書館棟に反響する。

「まさかここに温泉があるとはなぁ」




　──リラックスタイムにするという、王女とシロに、ついていけば。

　『別荘』というのは最高裁判所の建物のことで。

　『温泉』とはその中庭に設けられた露天風呂のことだった──




「よく造ってある……石灯籠とか、手て桶おけとか。ちゃんとしてて、温泉の匂いもする……」

　現実の最高裁は温泉なんて引いてないはず。この国の技術だろう。

　一足先に身体を洗って、「ふぅ……」と熱いお湯に、肩まで浸つかった。

　体内の毛細血管が緩み、温かい血流が巡るのを感じる。

　急な異世界転移で疲れていた頭と心が、休らいでいく。

　空を見上げれば、闇夜の中に、星々が煌きらめいて。

　ここがファンタジー異世界であることを教えるように、二つの月が輝いていた。

「……あっくぅ～ん、そこにいるぅ？」

　訊きいてくるのは、シャンプー中の姉。

「あっ、動かないでください。眼めに入ってしまいます」

　その頭を洗い、流しているのは、メイド長の加か藤とうシロだ。

「ここにいるよー」と返事する。

「わたくしもここにいますわぁ～」

　訊かれてないけど、脱衣所の方から、王女が応える。

　ピンクのメイド服を脱ぐのに時間がかかっているようだ。

（現実感が湧かないけど──）

　異世界にきた夜に、女子三人と露天風呂に入ることになりました。

　姉が、「あっくんと一緒がいい」とごねた結果です。

　せめて、そちらの方を見ないように努めているところです。

「おかゆいところ、ございませんか？」とは、メイド長の声。

「大丈夫……というか、メイド長さん、すごく上う手まいわ。テクニシャンね」

　湯船に浸りながら、女子二人のトークを背中で聞く。

「ありがとうございます。お客様をおもてなしするスキルくらい、当然です」

「んっ……そこ、気持ちいい……」艶なまめかしい声。

「ニホン人様のお体に初めて触れます。お肌が柔らかく、滑らかで、興味深いです。長く美しい黒髪に、細い身体に、大きなお胸……たいへん、お綺き麗れいです」

「んぅ……そう？　メイド長さんこそ……その尻尾、ポメラニアンみたい。とても素敵」

　その女の子に殺されかけてたんだけどな、と内心ツッコむ。

　実は可愛かわいいものが好きな姉。獣人の存在を受け入れ始めた。

「そんな、ニホンの愛玩犬さんに喩たとえられるなんて、恐縮です」

「日本に来たら大人気アイドルよ。……そういえば、なんで氏うじが加か藤とうなの？」

　──ツッコミ漏らしていた、気になるところだ。

「この国に来た時に、授かりました。それまではただのシロでした」

「じゃあこの国、みんな日本みたいな氏なの？」

「いえ。ニホンの氏は、先王様がご自分の氏を伊い藤とうに変えて、一部で流行したものです。王宮府の者の多くは王家の伊藤に近い氏にしていますが、国民の中ではいまだ少数です」

　なるほど。みんな日本人もどきな名前じゃなくて、ちょっと安心した。

「だからあの検察官の氏が斎さい藤とうなわけね」

「イレアナさんの元々の氏名は、もっとエルフらしく長かったそうです。ですがエルフとしての生を捨て、この国に尽くすために改名したのだと」

「はぁ、エルフ、ねぇ……」あまり興味なさそうな姉。

「首の凝り、ほぐしますね」

「んっ……あっ、そこっ。いいわ。重くて、凝っちゃって。ありがと」

「おもてなしスキルのうちです」

「ねえ、メイドさんの歴、十年になるって本当？」

「はい。幼少の頃より、エクスタシア様に仕えていますから」

「それって、自分の意思じゃないわ」

「シロの故郷は、代々、国に仕えるメイドを輩出しています。メイドは国を支えてきました。そういう一族なんです」

「……じゃあ、不満はないのね」

「不満なんてとんでもないです。エクスタシア様はこの世界を豊かにされています。エクスタシア様のお側そばで、護まもり、お手伝いする以上の生きがいなどありません。シロは、エクスタシア様が大好きです。……頭、流しますね」

　ザバアァァァ──……と、いう音がする。

　ツカ姉ねえが聴き出した、王女と、従者の信頼関係……

（なかなか、イィ話だなぁ）

　なんて思っていたところ、「あっくんお待たせっ」ドプンっ、と姉が入ってきた。

「うわっ、ちょっとツカ姉ねえっ」

「ねえねえ聴いた？　お姉ちゃん、カルチャーショックよ。あんな可愛かわいい子がねぇ……身売りなのかなって思ったんだけど──」姉は当然のように身体を寄せてきて、

　むにゅ。

　柔らかい、巨大なマシュマロのようなお胸が、俺の左半身に吸い付いてくる。

　水面下に、メロン大の柔らかな乳肉が、ふにゃりと変形しているのが見える。

「はひっ、くっついてこないでっ」身をよじる。

「えっ？　なんでよぅ。お姉ちゃんと、よく一緒に入っていたじゃない」

　不満げに、唇を尖とがらせて、見つめてくるその顔──

　濡ぬれた黒髪。長い睫まつ毛げに、整った顔立ちは、どう見てもアイドル級。

「それは俺が子どもだった時でしょっ」

　ドキドキしてきたのを隠すため、反論する、俺と姉の動きに、波が立ち。

　ヌルっと、湯船の中で足を滑らして、押し倒すように、密着してしまい、

「うわっ」

　ずりゅっずりゅっ──っと。

　自分の胸板に、二つの大きなお胸が這はいずり回る感触に、

「きゃっ、あ、あっくん……」

　目の前、美少女の、濡れた唇──

（こ、これはツカ姉っこれはツカ姉っ）

　身体からだ中じゆうの血流が熱くなる感覚に耐え、

「──のぼせたから、もう上がるね」

　と、できるだけ冷静に言って、湯船から上がった。そこを、

「じぃーっ」と、視みているのは犬耳のメイド長。

　その姿は、『シロ』と名札のついた、スクール水着を着ている。

「な、なんですかっ」

　危ない。手ぬぐいで局部を隠しながら言う。

「いえ、本物のニホン人様の、『ハダカノツキアイ』というのを観察しておりました」

　今のを、冷静に観察されると、けっこうキツいものがある。

「シロ～！　わたくしもハダカノツキアイに参りますわぁ～」

　と、入口から無邪気な王女の声が聞こえる。

「はいっ」返事をした後、「念のためですが。その火照った姿でエクスタシア様に近づいたなら、お命、ここで──」と、無表情のメイド長。

「もう帰るからっ」

「見るのもダメです。眼めを閉じてください」

「そんな」つらくなってきた。

　俺、なにも悪いことしてないよね。

「閉じました」

「ではこちらへ」

　ペタッ、ペタッ、と、メイド長の裸足はだしの足音がする。

　足音を消せる女の子だ。誘導のつもりだろう。

　しばらく、ついていく。そして──

「もういいですよ」

　言われ、眼めを開ければ、バスタオルを持ったメイド長が目前にいた。

　俺より少し小さい、その身体つきは、ムダなく引き締まり。

　伸びる水着の生地の下は、ほどよいサイズの微乳が収まっているように見えた。

「あの、なんでスク水なんですか」

「エクスタシア様が、オフロサイドでの正式衣装とされたからです」

　向き合う、メイド長の視線が、俺のむき出しの胸を見る。

「あなた様の身体つきは、平凡ですね」

「平均的な日本人だよ」

「クンクン……」

　無表情ながら、顔を寄せ、可愛かわいらしい鼻先で、嗅いでくる、メイド長……

「危険な力を隠し持っていないか、確認したいと思っていまして」と、その視線が、下の方へと向かい──「手ぬぐい、取っていただけますか？」

「ないっ、ないですっ」

　泣きそうになりながら、脱衣所へと駆け、扉を閉めた。

「おジャッジ様、お待たせしましたわぁ。一緒に浮き輪でプカプカいたしましょ～」

「お風呂は浮き輪でプカプカするものじゃないわ」

「エクスタシア様、シロがシャンプーいたしますね──」

　……女三人の会話を聞きながら、一人、用意されたバスローブを着る。

　切ない気持ちを覚えながら、他のメイドさんに、寝室に案内され。

　ファンタジー異世界初日の夜を終えた──
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　翌朝──朝あさ陽ひが差す、王宮の一角の客室で、眼を覚ます。

　部屋の中には、中世ヨーロッパ風ふうの高そうな家具と。

　ユニコーンのような獣の剥はく製せいなどが置いてあり。

　再認識する。本当に、ファンタジー異世界にきたこと、そして、

「……くん……が……いる……おかげでぇ……ムニャムニャ」

　俺の腹の上でよだれを垂らして寝ている姉が、若返っていることも。

「あっくんの……すべてが、癒やしぃ……」

　と、俺の胸（ぜんぜんないけど）を揉もみしだいている。

　その姿は、洋風バスローブ姿。

（別の部屋で寝たはずなのに。ここまで甘えにやって来たのか……）

　やれやれ──と思うも、無理に起こしたくない。

　馴な染じみのないファンタジー異世界に疲れた姉に、多めに休んで欲しい。

　そう思い、動かずにいるところ、

「アクト様ぁ～！　おはようご罪刑法定主義ぃ～」

　ピンクのパジャマ姿の王女がやってきた。

「おジャッジ様も！　さて本日のご予定は、いかがいたしましょう～」

「そうだなぁ……もうちょっとしたら、この国をざっくり案内してもらえるかな？」

「りょーかいですわぁ！　では、一緒に『王宮ラン』しましょ！」




　──というわけで。

　俺と姉は、用意されたランニングウェアに着替え。

　王宮前、北側の門の前で、軽く準備体操をして。

「じゃ、レッツ合ごう意い管かん轄かつっ！」

　ピンクのランニングパンツ姿の王女と、走りだした。

「お二人とも、皇居ランはご存ぞん知じかしらぁ？」
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「うん……皇居の外周を走ることでしょ」

「そのとおりですわぁ！　王宮の外周でやるのが、流は行やってるんですの！」

　ゆるやかなペースで、走る。爽やかな風、健康的なことをしてる意識が、気持ち良い。

　すれ違う、「王女様ぁ～」「エクスタシア様だ」「今日も可愛かわいい！」「いつも応援してますぅーっ！」色とりどりのウェアを着たランナーたちが挨拶をしていく。

「ありがと～！　わたくしもみなさん大好き！　コンプライアンスぅ～！」

「国民に、慕われているみたいね」

「挨拶がヘンよ」と、すっかり目が覚めた姉。

「日々、国民の皆様に、ニホンの法律用語を広めるようなご挨拶をしているのですわ」

「その独特なワードチョイスに、そんな意味あったんだね」

「……王女自ら、国民に法規範を根付かせる……良いわね」

　姉が、好感を持ったようだ。

　なお、メイド長の加か藤とうシロは、白いランニングウェアを着て、数人の黒いランニングウェアを着たメイドを連れて併走し、護衛に目を光らせている。

「今のウェア、それに車も……日本製と違う、兜かぶとみたいなマークがあるわね」

「あれはドワーフ印ですわぁ！　コピペ品だけでは数に限りがありますので、ドワーフ混じりさんたちが研究して、全力で模倣品を造ってくださってますの！」

　走りながら、姉が俺に「ドワーフってなによ」と訊きく。

「ファンタジーものには定番の、地底で暮らす職人肌の異種族、だと思うんだけど……」

　俺の知識と、この世界の実態が同じなのか、確かめなければわからない。

「ちょうど出てくるところですわぁ！　ドワーフさんおはようコンプライアンスぅ～！」

「……ん、おぉ……エクスタシア様かい。今日もマブいねぇ」

　道の脇で、サングラスをした小柄な、兜みたいなヘルメットをかぶった髭ひげの濃いおじさんが、マンホールの蓋を開けて出てくるところだった。

「配達の途中ですの？」

「おぅ、模倣品の新作だよん。配達時間指定なんでな、失礼するぞい」

「おジャマしましたわぁ、がんばりガヴァナンスぅ～！」

　おじさんは、兜ドワーフマークの段ボール箱を手に去って行った。

「チヨダク王国の技術は、ドワーフの王国からいらした、ドワーフ混じりのおじ様たちが、地下から支えてくれてますのよ！」

「すごいな。そういえば昨日の露天風呂も、ちゃんとしてた」

「お褒めいただき嬉うれしいですわぁ～。図書館の豊富な資料もコピペ済みですし……環境に合う限りで、魔法とニホンの科学を融合させて、魔科学に励んでますの！」

「コピペだけに頼らず、自国の技術力も持てているのね」

　と、感心する姉。

　混じり、とか、環境、とか、気になるところは後でどこかで確認しよう。

「さて、あっちのほうには、勇者神社がありますわぁ！」

　と王女が指さす方には、立派そうな神社──

「はいっ、次！」

「ちょっと待って！　もうちょっと詳しく教えてよ。勇者を祀まつっているの？」

「勇者の魔王討伐にまつわる品が、納められているらしいですわ」

「魔王っているの？　どういう系？」

「もういませんわ。魔獣を産んだり、凶暴化させる能力を持っていたようですけれど、五十年以上も昔のことですし……わたくし情熱リビドー湧かなくて、憶おぼえていませんわ。この神社もどんどん廃れていっているんですの」

　王女の口ぶりは、そっけない。通行人の中には老年の方もいるが、どうもこのピンクな女の子を見る表情が険しい。相性が悪いのかもしれない。

（勇者……大法廷で見た、あの酔っ払いの爺じいさんだよな）

　思い出す。時代に取り残された、なれの果てといった感じだった。

「あっくぅぅぅん、お姉ちゃん走るの疲れてきたぁ。胸が重いの」

「ごキョーミおありでしたら、そのうち行かれてみてくださいな」

「そうするよ」ここは後回しにしておこう。

　後方、メイド長の加か藤とうシロが、姉をおんぶした。そのまま、南西へとランする。

「ニホンの叡えい智ちが詰まった、国立国会図書館～。『アニ●ージュ』も読めますわぁ」

　通り過ぎていく風景の中、俺と姉が召喚された、最高裁判所もあった。

　が、その看板は、『チヨダク王国裁判所』に書き換えられていた。

　そのまま……南方を、ぐるっと回り、東へ。

「カスミガセキ、ヒビヤ、マルノウチですわぁ。いつ見てもトーキョー駅ってステキ！」

　この辺は、王女の部屋から見渡したとおりのビル群……モノ的には千ち代よ田だ区くに近い。

「さて、アキハバラまでご案内いたしますわっ！」

「そっか、この国、秋あき葉は原ばらがあるのか！」

　異世界にある、もう一つの秋葉原──テンションが上がる。

「お父様も、わたくしもアキハバラが大好きですの！　コピペ魔法のエネルギーは情熱リビドーなんですけれど、ここならいつも漲みなぎりますわぁ。アニ●イト、ソフ●ップ、ＣＬＵＢ●ガ、とら●あな、フィギュアショップ、メイドカフェ……とにかくいっぱい、コピペ魔法を成功させましたの！」

「めっちゃピー音が聞こえた気がするよ」

　王宮を背後に進んでいく。さきほどのビル群は張りぼてだったかのように、中世ヨーロッパ風ふうの煉れん瓦が造りの建物が散見される。が、その向こう、秋葉原のメインストリートは、王宮外周と同等に、千代田区の秋葉原だった。

「だからここは、最新の日本文化、高度文明の最大の発信地となっておりますの！　人種を超えて仲良くできるスポットでもありますわ！」

　嬉うれしそうに喋しやべる王女……近づいていくうち、その説得力は増してくる。

　人間、異種族が、好きなコスプレに興じた姿で、路上で踊っている。

　店先には、アイドルやエロゲの看板に混じって、先王と王女の写真が飾られている。

　そんな通りを前に、走りを緩めた時だった。

　前方に光る棒を振る男たちの集団が待ち構えており、「王女様ぁ！」「尊い！」「お出かけの目撃情報をチヨッタ～で拝見し！」「我らここに集まった次第でござる！」「愛してる！」と口々に叫んだ。

「みなさんお久しぶ立憲君主制せぇ～！　しばらくコピペできてませんでしたけど、今いたしますわぁ！」

　と、王女はメインストリートにあるコンクリートの建物の中に入っていく。一階、内部はがらんどうのようで、『コピペ待ち』という札が貼ってあった。

　王女の両手両指がワキワキと動き、十指すべてから出たピンクの光が、すさまじいスピードで魔法陣となる。あっという間に床一面が魔法陣で埋まり、

「いきますわァ──～ッ！」

　嬌きよう声せいと共に、ピカァ──ッ！　と、ピンクの光が輝いた。そして──

「【コピペ魔法】成功いたしましたわぁっ！」

　空間が一瞬、二重に見えたあと、最新の日本のゲーム、雑貨類が出現していた。

「あっくん、ほんとに魔法ってあるのね」

「ツカ姉ねえが酔いつぶれてた時も、こんな感じに光ってたよ」

　王女のコピペの成功に、通行人たちから歓声が上がる。

　その光景を見守っていた、大臣らしき人物と、職人のドワーフらしき者たちが、「いきますよ」「腕がなるぜ」と建物内に入っていった。

「調査研究の後、くじ引きにより、一般販売を行っています」とは、メイド長。

　おんぶされていた姉は降りて、「ちゃんと管理してるのね」とその様を見る。

　感嘆している俺たちを置いて、王女はみんなに握手をし、「みんな仲良く！　楽しくて、より良い王国にしましょうね！」と一人一人声をかけている。

「ツカ姉……おジャッジ様、引き受ける気になった？」

　この国と、国民の実態を見て、裁判をしていけない理由はないように思えた。

「……モノのコピーから、ここまで発展して、生活も日本に近くなって……ううむ……」

　巨乳の下で腕を組み、うなる裁判官のところにも、王女はやってきて、握手した。

　ついで、俺も王女の手を握る。が、

　ザラリ──っとした、感触。

「王女……どうしたの、その指」

　ズタボロだった。皮膚がずる剥むけ、爪が割れ、傷だらけで、あかぎれまみれの、血が滲にじんだ、拷問されたような指をしていた。運動のため手袋をとっていたので気づかされた。

「召喚魔法を編み出すのに、魔法陣を一万個くらい描いてたらこうなりましたの。でもこんなの、アクト様と、おジャッジ様にお会いできたと思えばへっちゃらですわ！」

　あまりに純じゆん真しん無む垢くな、笑顔に、ダブルピース。

　そのでかい声に、周囲の人々が気づいたのだろう、「おジャッジ様ですと？」「あの少年と少女が？」「召喚が成功とは」「王女様、天才」「ホンモノのニホン人様っ」「この国にまともな裁判的統制が」「裁判官になってくれるの？」俺たちを見て口々に呟つぶやく。

「ツカ姉ねえ」

「やるわ」

　我わが妻つまツカサは、仁王立ちで、宣言した。

「ここで断ったら裁判官失格。いえ、人間失格よ。おジャッジ様、やるわ」

「お、おジャッジ様……うれぴいですわァ──ッ！」

　王女は喜びの声をあげながら、ポケットから小さな欠片かけらを差し出た。

「ではこちら、【裁きの欠片】を差し上げますわっ！」

「そのちっこいのが？」

「これぞ神器ですわ。所持者になると、【裁きの魔法】が使えるんですの！」

　裁きの魔法──大法廷の光景を思い出す。

　巨大な天てん秤びんに、不思議なＶＲウィンドウ、浮いた文字……

「裁きの魔法は、『裁きの信念』を持つ者が、『正しい裁き』をして、『信頼』されて、特別な『力』を発揮するんですの。とても多機能で便利なしろものなのですわぁ。ジャジャジャジャッジメント～♪　【所持者ウィンドウ　表示】！」

　王女の手元に、ヴゥン、と魔法のウィンドウが出現した。

【所持者兼委託者　　　王女　　伊い藤とうエクスタシア

　　　　　受託者　　　検察官　斎さい藤とうイレアナ　　】

「おぉ……すごい、ゲームみたい。これが裁きの魔法か……」

　目の前、字面は厳いかめしいが、ゲーム世界的なウィンドウに、胸が高鳴る。

「わたくし、伊藤エクスタシアは、裁きの欠片を、えっと──」

　王女は俺と姉を見た。姉は俺を見て、そして言った。

「それ、私と、弟の、共有ってできる？」

「ツカ姉、俺も？」

「お姉ちゃん、裁判中にこんなヘンなウィンドウの操作とかできないから」

「ヘンかなぁ」このウィンドウ、けっこう格かつ好こいいと思うんだけどな。

「やってみますわぁ！　えい！」念じる王女。

【共有所持者　　　裁判官　　　　我妻ツカサ

　共有所持者　　　裁判所補佐官　佐さ藤とうアクト】

「おお、できた！　って、なにこの、補佐官って？」

「新設の役職ですわぁ！　昨夜、イレアナと検討してましたの。お二人が『ファンタジー異世界を正しく裁いてくれるニホン人』で、お姉様が裁判官なら、弟様は、裁判について裁判官以外のすべてを担う役職になるはずですわ。それっぽい名前にしてみましたの」

「ヨーロッパには司法補助官って役職もあるし。良いネーミングだと思うわ」

「そうか。ジョブ名考えてくれて、ありがと」

「あ、裁きの欠片かけらが、移りますわ」

　フワリ、と、その小さな欠片は俺と姉の間に浮かび、

【必要的クエスト　速やかに完全新件の訴えを裁くこと】

　と、表示された。

「これは……クエストをしなきゃいけないのか」

「裁きの欠片は、まだまだ未解明なところが多いんですの。うぅん……早速勇者さんの裁判をお任せできると思っていたのですけれど、ここで出るなんて……シロ、わかる？」

「このタイミングで必要的クエストなら、所持者たる資格の問題ではないでしょうか」

　メイド長の加か藤とうシロは、涼しげな口調で答える。

「大法廷でイレアナさんと、あの勇者さんに裁きの欠片の所持者を交代する見込みを伝えたのですが、『この世界に来たばかりの小僧と小娘なんじゃろ』『戦争も知らん、平和ボケのニホン人に、儂わしを裁く勇気なんぞなかろう』『勇気を証明してみせい、お膳立てじゃなくてな』と、この欠片にも聞こえるように言っていた、そのためかもしれません」

「なるほど……この欠片、空気を読む機能までついているってことか」

「本職の裁判官をナメやがって……そういやいたなぁ酒臭いジジイが……」

　姉の闘志に火が点ついたようだ。

　不穏ではあるけれど、姉がやる気になってくれるのがなんだか嬉うれしい。

「まずはクエストのクリアを目指してみてよろですわ！」

「了解」ゲームのチュートリアルみたいなもんだろ。

　王女はクルッと回り、犬耳のメイドに言った。

「シロ。今後、おジャッジ様と、アクト様のお付きのメイドになってくださいまし」

「──エクスタシア、様」薄い碧あおの瞳を、見開くメイド長。

「シロはずっと、エクスタシア様のために……他の者に、仕えるなど、」

「シロが一番だから、ですの」王女はメイド長の両肩に手を置いて、「シロなら、お二人を危険から護まもり、必要な情報を良い感じにお教えしたり、できますわ。それが、今、この国のためなんですの」と、諭すように言った。

「──エクスタシア様の命とあらば。承知、いたしました」

　数瞬して、加藤シロは、平然とした表情になり、

「只ただ今いまから、お仕えさせていただきます」

　と、俺と姉の側そばに立ち、恭しく礼をした。

「じゃ、わたくし、放送のためにここで失礼いたしますわ。シロ、お二人と楽しくね～」
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「あっくん。【裁きの欠片かけら】って言うけど、どう見てもこれ、裁判所バッジの欠片よ」

　元の世界の私服に着替えた俺と姉に、メイドの加か藤とうシロを加えた三人。チヨダクの通りを歩きつつ、王女から譲り受けた小さな欠片をいじっている。

　裁判所バッジとは、裁判官、裁判所書記官、裁判所事務官等がつけるバッジのことだ。

　何年か前、裁判官に任官した姉から自慢げに見せてもらったことがある。デザインは、日本国三種の神器の一つである八や咫たの鏡を象かたどっていて、中心には『裁』という文字が描かれている。弁護士バッジ、検察官バッジには文字がないので、けっこう異色だ。

（八咫の鏡って、日本神話で登場する、真実を正しく映す鏡……だったはずだ）

　なぜそんなものがあり、それもその欠片で、裁きの魔法が使えるのだろう。

「メイド長さん。【神器】って言ってたけどさ、もうちょっと教えてもらえる？」

「はい。【神器】は、はるか昔から時折出現する神通力を持った道具のことで、神様が主に既存の物体を用いて錬成し、この世界を良くする存在だと伝え聞いています」

「なるほど……道具を授ける系の神かぁ」

　なんとなく、地上に力を授ける系の神を想像する。聖剣とか……。

「どんな神様なの？」と、姉。

「古代。出現する魔王を幾度となくご討伐され、この世界を豊かにされた──らしいのですが、もう数百年もお姿を消しています。神器はそれ自体が自律して力を発揮するため、神器の設計の中にその意思を宿しているとも考えられています。裁きの欠片かけらは半世紀以上を経て現れた最新の神器で、なぜか裁判所バッジ、それも最初から欠片の状態でした。そのわけは、残念ながらわかりません。ただ、欠片は他の地にもあると聞いています」

「神の意思が、『裁き』って、かなり変わってるね。普通は剣とかじゃない？」

「今までに出現した神器は、基本的に魔獣を、そして魔王を倒す力を授けるものでした。裁きの欠片の力は従来と異なり、その地において信頼される者に、リスクと力を与え、終審として正しい裁きを実現させる、というものです。これを持つ者が、その地の最高裁判所、とイメージしていただければよろしいかと。いまだ研究途中ですが、多機能なウィンドウに、高度な測定能力、そしてすべての魔法に優越する力……異例の神器ながら、魔王が失うせ、凶暴な魔獣が減り、比較的平和な世にあっては、極めて重要な役割を持ちます」

「ふぅん……ま、この扱いはあっくんに任せるわ。お姉ちゃんは裁判に集中したいから。魔法とか、多機能ウィンドウとか、あっくんならどうにかできるでしょ」

　姉から手渡され、小さな【裁きの欠片】は俺の所持品となった。

「謎が多いな」気になるところは多いけれど、歩きながらだし、「じゃあ、その時になったらメイド長さんに教えてもらえるかな」と、訊きく。

「当然です。シロは、エクスタシア様から拝命しましたとおり、お二方の護衛、情報提供、そしてメイドとしての雑務一般を担当させていただきます。あと──」

　加か藤とうシロは、無表情に俺を見据え、言った。

「今後、シロのことは、シロと呼び捨てにしてください。シロからは、ツカサ様を、おジャッジ様。アクト様を、ご主人様と、呼ばせていただければと思います」

　──ご主人様。

　可か憐れんな唇が、その言葉をこちらに向けて紡いだ瞬間、脳髄に甘い痺しびれが走ったのを感じた。白銀髪犬耳美少女の、専属メイド。男の夢がそこにはあった。が、

「うん、わかった。よろしく──」自分の良心が、単純には喜べず、「急な話で悪いね」

　と、申し訳なさを付け加えた。

「……？　わかりません。悪いとは、なんでしょうか、ご主人様」

「えっと。昨日この世界にやってきた、普通の男子高校生をいきなり『ご主人様』なんてさ。王女と離れさせちゃったし、無表情だし、シロの気持ちに、悪いかなって、」

「ご主人様は、お優しいのですね。お心遣い、たいへん恐縮です」

　乏しい表情のまま、シロはペコリ、と頭を下げ、

「今後、そのようなお心遣いはご無用です。この無表情は、シロには表情が必要ないだけです。そもそも従者に自分の気持ちなどいりません。構わずお使いください」

　キッパリ、言われてしまう。

「……それ、誰かに教わったの？」たじろぎつつも、問う。

「シロが受けた、一族の従者の教え。『感情があるほど、弱いメイド』──ですから」

「そっか。異世界の人たちにも、いろいろあるよね──」

　俺は出会ったばかりの、この子のことをなにも知らない。それでも、

「でも、自分の気持ちがいらないなんて、ヘンだと思うよ」

　と、伝えておきたいと思った。

「……ご主人様のお考えは、拝聴いたしました」ジト眼め。

　どうも、調子が狂う。かといって、これ以上、自分の価値観を言ってもしょうがない。

「ねえねえ、あっくん、シロちゃん、もっと人が多い方に行ってみない？」

　街行く人を観察していた姉が、東の方を指さして言う。

「賑にぎやかな方が法的紛争がありそう。『速やかに』『裁』かないといけないんでしょ」

「ツカ姉ねえ、その『速やかに』ってなに？　焦ることなの？」

「法律用語的に、『速やかに』が要求する時間的切迫性は、訓示的で、中ぐらい。『直ちに』よりも弱いから、なにがなんでも今すぐ裁かなければならないわけではないと思う。でも、現状、遅滞を正当化する理由なんてないから、今日にでも裁かないと……所持者の資格っていうのを、逃すかもしれないわ」

　なるほど……あの少ない文言から、そこまで読み取るのか。さすが、『本職』だ。

「さすが、おジャッジ様……急ぎ、シロがご案内いたします」

　シロを前に、俺と姉がついていくように歩き始める。

　千ち代よ田だ区く的に言えば、今、歩いている場所は、南東のあたり、東京駅の南側だ。

「このあたりは、チヨダク内でも最もおハイソなエリア、マルノウチです」

　整然としたビルが建ち並び、小こ綺ぎ麗れいな国民たちが買い物をしている。

「異種族の種類、多いね」

　人外の耳、尻尾……だけにとどまらない。下半身が蛇、一つ目、小人、脚が八本……。

「ここチヨダクは、混じりの方が何万人もいるので、世界異種族のサラダボウルと言われています。人口比はハーフと混じりを合わせて過半数、純血の人間が半分未満」

「混じりっていうのは？」

「混血が進んだ結果、なにがどれだけ遺伝しているのかのカテゴライズを諦めまして、ちょっとでも遺伝していれば、それ系の混じりと呼称しています。といっても、人間的な都市生活の適応上、人間の血が半分以上入っている方がほとんどです。そのため、チヨダク内では、ハーフ……イレアナさんのような方は、もはやエルフとお呼びしています」

「なるほど……」複雑すぎて、単純化したのか。「シロは犬系の混じりとか？」

「……似たようなところです」

「ふぅん。だからアパレルショップに、あんなに服の種類が多いのね。たいへんね、異世界って。……ところで、あのプヨプヨしたのも、異種族なの？」

　姉が指さす方向、路上には、確かにプヨプヨしたものがある。

　青いゼリーみたいな固まりに、眼めのようなくぼみがついて、中型犬くらいの大きさだ。

「あれは……もしかして、スライム？」

　ゲームでも有名なモンスターらしき生命体が、人に寄り添いゆっくり跳ねている。

「さすが、ホンモノの千ち代よ田だ区く民みんのご主人様……一目でスライムとおわかりとは」

「千代田区民関係なしに、定番のゲームモンスターだよ。街中にいていいのか……」

「この世界には、様々な魔獣がおります。昔は、魔王の力により多くの魔獣が凶暴化させられていましたが、魔王が失うせた今、その力から解き放たれた魔獣の中には、友好的なものもおります。青スライムは、その代表格です。世界の大気中に満ちた魔素から、草原地帯に朝露のように生まれ、人に懐きやすく、賢く成長します。国民からも、ペットとして愛されています。あのスライムは、動きから見るに盲導スライムかもしれません」

「魔獣スライムと一緒に暮らしている人たち、か」

　平和な感じが、イィ。

「スライムって、洗濯のりとホウ砂を混ぜるとできるおもちゃでしょ？」

「ツカ姉ねえ、今のシロの話聴いてた？」

「でも、透明なゲルよ？　冷え●タみたいな。脳みそ入ってないのに、知性なんてあるわけないじゃない──」

　姉がせせら笑っていると、後ろからボヨンボヨンと音がして、でっかい青スライムが、

「スラァーッ！」

　のしかかった。

「──んぐぐブクブクブクブク！」

　青いゲル状のボディの中に、すっぽりと入り、苦しそうな姉。

「まさか、ツカ姉が、攻撃されたっ!?」

「いえ、ここはお任せください！」

　シロは自分の身長ほどもあるスライムを抱き、その表面にまるで熱を測るように額をつけ匂いを嗅いだ後、内部の姉に向けて念じるように眼をつむった。スライム内の姉は、

「──ブググググ！　ゴベブババビ！　ゴベブババビ！」

　と叫ぶように言う。数瞬ののち、大きな青スライムはブヨンと大きく波うって、「ペッ」とおジャッジ様を吐き出した。

「──ハア、ハア、ごめんなさい……もうスライムさんのこと、悪く言いません……」

　泣いている。

「すごいな。シロ、なにしてくれたの」

「スライムさんのお怒りを感じたので、おジャッジ様に、謝罪されるように【念話魔法】でお伝えしました。申し訳ありませんが、お護まもりするため、他に選択肢がなく──」

　遅れてやってきた、飼い主らしき男性が、「すまんです！　うちのスラぽん、バカにされると人を呑のむ癖があって」と、俺たちに謝り始めた。

「ご主人様、どうしますか。この者の責任を裁きますか」

「いや、無理でしょ。ツカ姉ねえが悪いのに裁くとかさ。こちらこそ、すみませんでした」

　と、俺は飼い主に頭を下げた。

　男性は、シロを見ると「ひっ、お、『王家の番犬』……も、申し訳ありませんでしたっ」と、スライムを連れて去って行った。

「シロって……王家の番犬って呼ばれてるんだ」

「エクスタシア様に抱きつこうとする者たちを捕まえては埋め捕まえては埋め──等していたら、いつの間にかそのように呼ばれるようになりました」

「そう……」頼りになるボディガードのような、やりすぎのような。「いや、今のは助かった。ありがとう。シロは、魔獣の気持ちがわかるんだね」

「はい。一部の魔獣ですが」シロは嬉うれしいのか、尻尾を左右に振っている。

「ツカ姉、ほら立って。もうスライムさんをバカにしちゃだめだからね」

「はい……」

　粘液まみれのベチョベチョな手で、しおらしく、俺の手を握る。反省してるようだ。

　にしても……【念話魔法】とは、便利なものだな、と思う。

（習得したい──）

　そう強く思った時。脳裏の奥の方に、【習得　念話魔法】という文字が見えた──

「ご主人様。どうなされましたか？」

「──えっと」探ってみよう。「スキルとか、魔法があるって、どんな感覚なの？」

「スキルは様々ですが、魔法は、己の力として行使できるようになった際には、本人の内部で明瞭なかたちをとります」

「なるほど。自分の中で習得済みの魔法リストが表示される感じか」

　ゲーム的に、今の感覚を納得する。そんな俺を、

「じぃー……」ジト眼めで見る、シロ。「それがなにか？」

　彼女の視線からは、微かすかではあるが警戒があった。

　思い出す。昨夜の露天風呂で『危険な力を隠し持っていないか』と気にしていた。

（魔法に目覚めたらしいことは、まだ言わない方がいいのでは……）

「ねえ、もっと賑にぎやかなところに行きましょう」

　そこに、姉が話しかけてくる。

「──確かに、マルノウチは人の密度が低くて静かだ」

　移動する流れに乗ることにして、問う。

「シロ。どこか近いオススメ、教えてもらえる？」

「では。ここから東、首都チヨダク外の王国直轄地、リトルギンザはいかがでしょうか」

「シロちゃん……銀座あるの？　コピペしたってこと？」

「いえ、リトルギンザはコピペではありません。主にドワーフさんとオークさんたちがニホンの建築技術を模倣して生まれた街になります。あちこちで工事中なので……多少迂う回かいして、歩き回ることになってしまうかもしれませんが、賑にぎやかではあると思います」
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「右手に見えますのは、通称、『始まりの草原』です」

　先頭のシロに案内され、歩きながら、だだっ広い草原を見渡す。

　今いる場所は、首都チヨダクから出て……日本の東京都二十三区的に言えば、千ち代よ田だ区くの東隣、中ちゆう央おう区くの南をぐるっと歩き、さらに東隣の江こう東とう区くとの境目まできたところだ。




　──俺たちは、リトルギンザに向かうためにチヨダクの区界ボーダーを出た。

　一歩チヨダクを出ると、そこは土の地面が露出する荒れ地だった。リトルギンザらしき街が見えたものの、最短経路は工事現場にふさがれていた。迂う回かいしているうちに、さらに東に垣かい間ま見みえる草原が気になって、俺の希望で見ることにしたのだ──




「やっと、ファンタジー異世界らしい眺めだ」

　王女の部屋から外界を一覧した時に、チラリと見えた、草原地帯。

　時刻は、昼前。

　ファンタジー世界にありがちの丈の低い草が、太陽の光に照らされて、風の凪なぎに揺れている。何匹か野生の青スライムが跳ねている。遠くには遊牧民らしい家が見えた。

　日本化した街並みとは違う。この世界の元々の自然環境と、魔獣スライムの姿を見せてくれる。その光景には、ゲーム的なフィールドの中に入ってみたいと思っていた自分の心を充みたす魅力があった。ワクワク感を覚える。

「ご主人様のお気に召したようでなによりです」無表情で言われる。

「この草原って、どんなところなの？」

「かつてチヨダク王国の直轄地でしたが、今は自治区です。チヨダク民の中には、ここをコートーク地方と呼ぶ者もいます。街はなく、遊牧民のような移動式の村が点在するかたちです。昔、魔王討伐を志した者は、ここでスライムと戦うところから始めたそうですが、この数十年は、ペットとなるスライム、食肉となる魔獣の産地となっています」

「なるほど……ここから冒険を始めたから、『始まりの草原』ってわけか」

　イィじゃん……。

　遠くを見る。ここから、どんな冒険が始まり、どんな仲間が増えたのだろう──

「ねえあっくん。早く賑やかな方行こう。なんかこのへんゴミ多いし。不法投棄よね」

　と、姉が横から俺のムードを一気に冷ます。

　言うとおり、草原と、市街地との合間には、うずたかくゴミが積んであった。

「ツカ姉ねえ、ゴミよりもさ、草原フィールド。イィと思わない？」浸ろうよ。

「そう？　でも、裁判を求められるとしたら広い草原じゃなくて街中でしょ。不法投棄した人を見つけて刑事処罰ってのもありかもだけど……『訴え』ってあったし」

「あぁ……速やかに、裁判をしなきゃいけないんだった」

　忘れてた。というか忘れたかった。

　この世界に来てから、ベターな対応に努めている。でも本当は、せっかく来たんだし、時たま、ファンタジー異世界な感じに浸ったり、楽しんだりしたいのだ。

「ま、優先順位は守るか」気持ちを切り替える。「ツカ姉ねえの新しい服、似合ってるね」

　隣、姉の姿は、新しい衣服。

　途中のお店で、購入して着替えたのだ。

　シロは、チヨダクの終審裁判所の役職を請けた俺たちには給与があると教えてくれた。喜んだ姉は、早速、ウニクロという模倣パクりブランドのお店に飛び込んだ。シロとの買い物の様子を見るに、この国の貨幣は完全に日本円で、物価もほぼ同じだった。

「シロちゃんがお姉ちゃんの趣味を察して選んでくれたおかげね」

「コンセプトは、異世界ＯＬです」

　日本のＯＬ風ふうファッションの中にも、絶妙に異世界さがあって良い。

　なお周囲の人々のファッションについてだけれど、ファンタジー異世界らしい衣装の中にも、日本的な衣服やバッグなどを持つ人が多い。和洋折衷、ならぬ、和とファンタジーの和ファン折衷、という様相だ。振り切って日本的なモノのみを着る者もいる。

　元の中世ヨーロッパ風文化の衣服から、輸入された日本的衣服へと変わりつつあるその様は、日本のここ数十年の欧米化の逆バージョンのようにも見えて興味深い。

（俺もそのうち、この場所に馴な染じむ衣服にしたいな）

　ずっと高校のシャツとスラックスなのが、気になってきた。まあ後回しにしよう。

「髪の毛のべちょべちょは乾いたし、お姉ちゃん、裁く気力は充分。もう行きましょ」

　すでに街中に入れる位置ではあった。三人で、西へと歩き。

　──『ここから　リトルギンザ』という道路標識を仰ぎながら、目抜き通りを渡る。

「あっくん……ここ、それとなく銀座中央通りに似てる。けどさ……」

「うん……いろいろと違うよね……」

　多種多様な異種族に対応できる都市計画、といった体をしている。

　銀座らしい時計塔のあるデパートは、一階が異様に大きい。巨人混じりらしき大男と大女のカップルが、頭を下げて入店していく。一方で、脇にある小さな扉から、小人族の団体旅行らしき集団が、ちまちまと入っていく。誤って踏まれないための工夫だろう。

　他、地表以外も目に付く。ツリー状に連なったベンチに腰掛ける鳥人がいたり、翼を持った人がバルコニーからカフェに入店したり。『ゴミポイ捨て・糞ふん尿によう　罰金』という標識が斜め上を向けて設けられている、と思えば、そのポールの下には『爪研ぎは自宅でやりましょう』とステッカーが貼ってある。いたるところに創意工夫があるようだ。

「ホンモノのニホン人様から見て、この街はいかがでしょうか」と、シロ。

「活気があって……ファンタジー異種族の街って、カオスな感じが、イィね」

　今まで見てきた光景を思い出す。王宮周辺は王宮以外の風景が日本だった。アキハバラはアキハバラとして賑にぎやかであるものの聖地化し観光地的だった。始まりの草原は、ある種の原始的な雰囲気があった。ここ、リトルギンザは、新興の街として、異種族的多様性の混こん沌とんが渦巻いて、独特のエネルギーを感じさせる。

　あらゆる種族との共存を目指したデザインは、コピペではないからこそだろう。

「同じ場所に、似た、違う人々……確かに、『ヘンな事件』がいくらでも起きそうね」

「そういえば、事件があったとして、俺たちはどうすればいいんだろ」

「【裁きの欠片かけら】には、どこでも裁判を行う機能があります」

「訴えがあったら裁判所に持って帰るんだと思っていたわ」

　なんて、会話している時に、

『あーあー　マイクテストー　マイクテストですわぁー』

　街頭のスピーカーから、王女の声が聞こえた。

『良きですわ。はい、みなさまおまた生存権～！　国営放送おはようコンプライアンスの時間ですわぁ！　本日は、重大な発表があって生放送いたしますの！』

　ガガッ！と鳴って、ビルの壁に取り付けられていた大型モニターに、王女の姿がでかでかと映る。いつものピンクのメイド服に、白い手袋、頭にティアラを乗っけた格好だ。

『実は！　昨日！　おジャッジ様たちの召喚が成功したのですわぁ！』

　ざわざわ……辺りの異人たちが、みな、脚を止め、モニターの中の王女を注視する。

『ホンモノのニホン人で、し・か・も☆　千ち代よ田だ区く民みんっ！　ようやくうちの王国に、みなさまご待望の、まともな裁判的統制がもたらされますわ。今後、いろんな法やルールが正しく働いて、人権とかがもっとちゃんとすると思いますの！』

　この国がまともじゃなかったと認めるようなスピーチだけれど、路上の反応は、「このカオスに秩序が」「淫らな僕の同人誌、売れるようになるのかな」「カレの親、結婚認めてくれないんだよね」「おジャッジ様がなんとかしてくれるのか」などと、好意的だ。

『今、【裁きの欠片】を所持するのは、ホンモノの裁判官のおジャッジ様と、この世界での補佐全般をするアクト様ですわぁ！　うちのシロと一緒にそのへんにいらっしゃると思いますので、裁判したい人は見つけてお願いしてみてね！』

　両手の指でハートマークを作って突き出す王女。

「王宮府主導で進めてきた王国のニホン化は、これにて本格的な段階に入りますわ！　今日を記念して、年号をチヨダと改め！　みんな仲良し楽しい王国に励みましょう！」

　王女は、カメラに向かって、身体をＹの字にしてダブルピースをした。

『ではみなさぁん、チヨダクゥゥゥル！』

　路上の異人たちが、同じように「「「チヨダクゥゥゥル！」」」と応じ。

　ブツッ──放送は終わった。

「相変わらず、勢いがヤバいな」

　不意に自分たちのことが放送され、気恥ずかしさを覚える。が、

「負けてらんないわね」と、頼もしい姉。

「どちらに行かれますか」と、シロに訊きかれ。

「まあ歩くか」と、中央通りを行く。

　俺たちの姿から、召喚された日本人であることに気づく人たちもいるにはいたけれど、どうも先陣を切って『訴え』を起こす者は現れない。さてどうしよう、というところ、

「あのお店、すごく賑わっているわ」

　姉が見る先には、多くの人たちがいた。

「あれは『スライムストア』……今、一番人気のペットショップです」

　お店から出る人たちが、スライムを連れていた。赤いスライムを手のひらに乗せていたり、緑のスライムを肩に乗っけたりしている。たいへん可愛かわいらしいサイズばかりだ。

「へぇ……入ってみようか」

「お二人でどうぞ」シロは犬耳を伏せ、俯うつむいて言う。「シロは入れません」

　なぜ……と問うまでもなく、その意味はわかった。店先には大きく、

『犬系種族　入店お断り』

　と、張り紙があったのだ。

「──これは？」

「スライムストアのオーナーは、犬系種族を嫌います。入店できないルールです」

「そんな人種差別的なルール、勝手に定めていいわけないでしょ」と、姉。

「そうなのですか？」

「営利を目的とする商業店舗であれば、営業の自由として、誰を顧客とするかを選ぶ自由権、それに店舗の施設管理権に基づく入店者の管理行為は、私的自治として認められるでしょう。だとしても、無制約に個人の基本的な自由、平等を侵害してもいいわけではない。……シロちゃんの可愛い耳と尻尾が差別され、このお店に入店する権利を奪われる、だなんて不当な話よ。この張り紙は、憲法14条、それに人種差別撤廃条約に反するわ」

　突然に路上で始まった裁判官の法律論──

　お店を外から眺めていた、他の犬系混じりの異種族たちも、立ち聞きをし始めた。

「シロちゃん、スライム好きでしょ。ストアに入りたいのよね」

「あ……」シロは迷った後、「……っ」コクリと、頷うなずいた。

「なら、行きましょ」

「え、あっ──」

　おジャッジ様は、メイドの手を引いて『スライムストア』の中に入って行った。

　店先。見ていた犬系混じりの子どもたちが数名「あたしもっ」と、続いていく。

（これは──なにか、イベントが起きそうな気がする）

　ここで起きそうなことを予期しつつ、俺は、頭上で輝くカラフルなスライムの看板を仰ぎ見ながら、スライムストアに入店した。
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　──スライムストア、店内。

　入ってみると、そこはホテルのロビーのように広く、洗練された空間だった。

　天井からは、スライムのロゴマークがぶら下がり、ＬＥＤで七色に輝いている。

　通りに面した壁が全面ガラスでできていて、明るく、ポップな雰囲気だ。

　スライムは、大小様々な机の上に、ずらりと並んでいて──




「きゃあ可愛かわいい！」「お母さん、ピンクがいい！」「申し訳ございません、そのカラーは入荷待ちで──」「紫は10万円とはなぁ」「飼育方法のレクチャーお願いします」「新入荷！　新種のシャンパンゴールドスライム、本日お披ひ露ろ目めでございます！」




　なかなか、賑にぎやかだ。

　机の上に並ぶ、赤、緑、黄色、オレンジ、ピンク、紫……色とりどりの小さなスライムに、盛り上がるお客たち。それを相手するのは、左胸にスライムマークがついた青いＴシャツ姿の店員たち。椅子はなく、腰掛けるのはバランスボールで、なんだか意識が高そうだ。フロアの一階奥には、ステージのような場所があり、ビデオを上映したり、無料のパンフレットを配って、スライムを飼育する基礎知識を教えている。

「へぇ……スライムさんたち、すごい人気なのね」

「確かに可愛いし、賢そうだしな」

　話している俺たちの後ろ、スライムを購入したばかりのオークらしき父と娘が、「ちゃんと面倒見るんだぞ」「うん！　水でっぽうを習得させるんだぁ！」と楽しげだ。

「シロちゃんも嬉うれしそうだし」

　と姉が言うように、シロは小さな赤いスライムを手に乗せて、華きや奢しやな指で撫なでては、うっとりとした眼めつきで微笑ほほえんでいた。

「くぅん……はっ！　い、いえ、そんな、お仕事を忘れてなんていませんっ」

　慌てた様子で、でもスライムを可愛がる指を止めようとはしない。

（こんな可愛い表情もするんだな）

　小さな赤いスライムを愛めでる白銀髪のメイド少女の姿は、あまりに可か憐れんだった。

「ツカ姉ねえ、俺たちの仕事って、こういうの含まれる？」

「ふふ、そうね……的確に裁くには、その場のありのままを調査する必要がある。販売されているスライムを手に乗せて愛でるかんさつするのも、お仕事のうちね」

　さすがツカ姉。イエスの方向に問いかけたのを察してくれた。

「……ご主人様、おジャッジ様、ありがとうございます……」

　シロのマジメな性格が、俺たちに向かって犬耳の生えた頭部を下げさせた。

　そんな慇いん懃ぎんにならなくていいのに。
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「ほんとにスライムが好きなんだなぁ」

「そ、そんな、エクスタシア様以外を、好きだなんて、感情、ないです」

「そこんとこ頑固だね」

　あくまで自分の気持ちをなくそうとするのは、従者として生きてきたからだろうか。

　今後、どう付き合っていこうか、悩みどころだ。

「……あれ？　この臭い……クンクン……」

　シロがなにか気づいたようで、赤い小さなスライムに鼻を近づけ、嗅ぎ始めた。

　鼻先で……ピンポン玉程度のスライムは、「スラ、スラァっ」となにかを訴えかけるようにプルプルしている。

「どうかした？」

　シロは「これは……」と、感覚を集中させる。が、その言葉の前に、出来事は起きた。

　俺たちにつられて入店した、犬耳の女の子が、「スライムちゃんからヘンな臭いがする！」と騒ぎ始めたのだ。

　その様を、店員たちが、「お客様、困りますっ」と、収めようとしている。

　店内が、にわかに騒がしくなった、その時──

「なぜイヌが！　僕のストアにいるのかねッ!?」

　叫ぶような、戒める声が、店内に響く。

（上からだ）

　見上げると、ウィィィン──と、ガラス張りのエレベーターが降りてくるところだった。そして中から出てきたのは、壮年の男性だ。

　店員や、他のお客たちが「お、オーナーっ」「スライヴン＝アァティストさんだ」「スライムストアの創業者の……」「アートの奇才っ」と、どよめき始める。

（それなりに有名人みたいだな）

『スライムストア』オーナーのスライヴン……その姿は、カラフルなパッチワークで作られた七色のタートルネックに、染みのついた青いジーンズを履いている。

「また来たのか……入店禁止にしておいたはずだがっ!?　ストアの商品に難癖をつけ、僕の名誉に傷をつけようとするイヌ混じりがっ！」

　俺よりやや高い背丈に、ムダのない体型。だが、大きな眼鏡をかけ、神経質そうにひくついた表情からは、強い苛いら立だちや、焦燥感をうかがわせた。

「でもっ！　この緑の子、ほんとに臭うし、それに──」とは、犬耳の女の子。

「フン、キミの鼻がおかしいんじゃないのかね？　イヌどもの根拠のないクレームには毎日ウンザリだ！　おかげで悪評が立ったらその損害をどう賠償できる？　早く商品スライムを置いて出て行きたまえ。さもなければ、子どもであろうが『訴え』るッ！」

　オーナーは、まるで相手にせずに、そう宣言した。

「聞こえましたぞ」

　入口から、聞いたことのある声──

「虚偽の風説を流布し、人の業務を妨害した者は、三年以下の懲役または五十万円以下の罰金に処する、刑法２３３条、業務妨害罪……」

　長い耳をばたつかせ、歩きながら六法全書をめくり、朗読しながら店内に入ってきたのは、検察官斎さい藤とうイレアナだった。

「ようやく……捜査の果てに、犯罪を見つけましたっ！」

　一日ぶりに見るハーフエルフの姿は、あちこち駆け回ったかのように乱れていた。

「そこのキミ、検察官だろう。なら、犯罪者を取り締まり、僕の店を守りたまえ！」

「刑法の犯罪の構成要件に記載されたことをしているように見えるのですが……しかし、子どもを起訴するというのは、ワタシのおジャッジ様デビューとして、どうも……」

　決めあぐねる、イレアナ。

「──その子は、嘘うそをついていません」

　割って入ったのは、シロだった。「異臭は、確かにあります」

「……王家の番犬っ」

　オーナーは、一瞬、怯ひるんだ。が、姉と俺の存在に気づいて、

「これはこれは……お初にお目にかかります。放送は拝見しました。ホンモノの裁判官の、おジャッジ様。サポートされる、補佐官様。僕は、スライムブームをもたらした、スライムストアの創業者、スライヴン＝アァティストと申します。お一人様ご一匹、スライムはいかがでしょう。あなたの癒やしになりますよ、そう、カラースライムならね！」

　と、お辞儀をしながら、机の上を示された。

「い、いえ、やめておきます……」

　なんだかうさんくさいしな。

「おっと、失礼。さて、王家の番犬と行動しているようですが、ここで裁判の相手としてはならないルールは、ないだろうね？」

　と、おジャッジ様に対して問いかける。

「あっくん。オーナーに、問題ないと答えて」と、姉は俺の後ろに回って囁ささやいた。

「え、ああ、問題ないです！」姉とオーナーの間で、俺は言う。

「フン……なら、僕は、自分の店を守るため、王家の番犬を訴える！　この申立を、【裁きの魔法】で受けてもらおう！」

「あっくん。了解と伝えて」と、後ろから耳に囁かれる。

「ちょっと待って。なんで自分で言わないの？」

「民事訴訟法１３３条で『訴えの提起』は、『裁判所に』となってるけど、実務上、この時点で裁判官が申立人に会ったり、話すことはないの。裁判官の判断は中立公正でなければならない。訴状の提出にせよ、クレームにせよ、直接受けるのは、他の裁判所職員よ」

　言われて、俺は日本の裁判所に訪れた時のことを思い出す。

　お弁当を忘れた姉に届けに行ったのだけれど、裁判所の建物の中に裁判官の居場所がどこにあるのか、まったく表示されていなかった。代わりにあるのは、民事第何部、といった部屋で、まず裁判官以外の職員と話すことになっていた。

「──ああ、賄賂とか、脅迫とか受けないように、ってこと？」思いつきを言う。

「それもあるけど、そんな前時代的な要請のみじゃないわ。民事裁判はどうしても、起こす側の人が先に裁判所にやってくる。その対応を裁判官がすれば、起こす側の人と先に、場合によっては何度も話をすることになってしまう。何度も出会って、話をした果てに、法廷で公開の裁判をしたとして、どう？　被告としては、すでに原告と裁判官が仲良くなっているように見えるでしょ？　そしたら裁判の正しさに対する信頼は失墜するわ」

　──裁きの魔法は『裁きの信念』を持つ者が『正しい裁き』をして、『信頼』されて、特別な『力』を発揮する……と、王女は言っていた。

　姉は、裁判官としての信念から、信頼される姿を目指しているようだ。この方向性は、俺たちに求められる役割からしても、妥当のように感じる。

「なるほど……じゃあ、シロは？」と、俺が問うのにかぶせるように、

「まさか、自分のメイドだからと、手心を加えるような不正はしないだろうね？」

　と、オーナーのスライヴンから釘くぎを刺されてしまう。

「ありえない。チヨダク王国初裁判として、本件裁判は公開の法廷で、曇り無く行う」

　姉は、後方へと歩きながら、

「開廷前の立件、審査、送達等には、裁判官は関与せず、補佐官が担当する！　このことは王女からも全国に告知していただく」

　と言い放った。

　一人、矢面に立たされる。

（おいおい、こんなもん、どうしろと──）

　いくら姉が裁判官だからって、裁判の始め方なんて教わってない。

　裁きの魔法とやらの詳細は、始める前にシロに訊きくはずだったのに、もはや不可能だ。

「立件、審査、送達──」口の中で、ひっかかった単語を繰り返す。

　すると、ヴゥン──【申立受付ウィンドウ】というのが、目の前に現れた。

　出現させたのは、【裁きの欠片かけら】だろう。俺のポケットの中で、熱く脈打っている。

「わかりました。受け付けますよ」言い切るしかない。

　俺は、対人ゲームで鍛えたポーカーフェイスで、内心の動揺を隠す。

　衆人環境で、人々が俺の動作を注視しているのがわかる。

　ここでたじろいだり、情けない姿をさらしてしまえば、きっと『信頼』は失われる。

　今一度、宙に浮かぶＶＲみたいなウィンドウを見る。

　その中にはいくつかの分類や、項目があった。

　ファンタジーなゲームの最初の選択肢のように……見ようと思えば、見えなくもない。

（ゲームの説明書を読まずにプレイするのは、今や当たり前だしな）

「俺が、裁判所として──訴えをお聞きします」

　ここは、うまくクリアしてみせる──
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【本件にふさわしい事件簿を選択してください

　『刑事』『民事』『家事』『少年』『執行』……】




　宙に浮かぶウィンドウは、まるで択一式のクイズだった。

　一口に『裁判』と言っても、その種類は様々だ。

（刑事事件は、検察官とかが起訴して始まるものだ。今回は、民間人が訴えると言っているんだから、民事のはずだ）

「民事を選択」と、言ってみる。正解のように光り輝いた。

「ご主人様、ご無事ですか……」シロが安心したように、「しょぼいところで失ミ敗スすると、人間としての力すら喪失しますから」と言う。

（こ、怖こえぇ……）

　力の喪失……間違えると、けっこうなリスクがあるようだ……。

「おい番犬、今は僕が訴えるところだ。下手に補佐官に対して喋しやべらないでいただきたい。媚こびを売って有利にされかねないからね」

「……わかりました」項垂うなだれるシロ。

　スライムストアオーナーの言葉にはトゲがあるものの、正しい。進めるしかない。

「では、民事事件として……」次のウィンドウには、

【　『通常訴訟』　『少額訴訟』　『調停』　『支払督促』　】

　と表示されている。

（通常でいいのか？）

　迷う……そんな時、透過するウィンドウの向こう、姉の妙な動きに気づいた。

　いつの間にか、ぐるっとフロアの向こうに回り込んで、口をパクパクさせているのだ。

　──昔、俺と姉は、どれだけの距離で口パクを読み取れるかを試したことがある。俺は姉の口パクなら、数十メートル離れていても読み取れるようになっていた。

　裁判官の口の動きは《なにを》《もとめるか》《きいて》と、助言しているようだ。

「オーナーさんは、なにを求めるんですか」

「そうだね……僕としては、二度とイヌ混じりに店内に入って欲しくないんだが、求められるのかい？」

　と、逆に質問を受けてしまう。

（くそ……なんて答えればいいんだ）

　オーナーの声は小さめで、姉には聞こえていない。今、目の前で俺に問いかける彼を越えて、姉に口パクは難しい。それに、昔やった時には、俺がなに口パクしても『お姉ちゃん大好き』にしてきた姉だ。あまりやりたくない。

　そうだ──俺は、自分の中にあった【習得　念話魔法】という文字を思い起こした。

（集中して……シロがやったように……）

　意識を、額のあたりから、姉の方に向けて、強く──

《──ツカ姉ねえっ》気を発した。

《えっ、あっくん？　これ、脳内に直接きてる？》

《良かった、念話が通じた》チャンネルが合ったような手応えがある。

《スライムの中に響いたシロちゃんの声に似てる……いつの間にこんな魔法を？》

　おそらくこれが俺の【転移ボーナス　習得】なんだろうと思う。が、説明は後だ。

《今、オーナーから、イヌ混じりを二度と入店できないようにできるか、訊きかれてる》

《──なるほどね。あっくん。今から言うことは守って》

　一瞬の間。姉の思考が整理されたのを感じる。

《①裁判所は法律相談所ではない。中立公正な立場であることを明確に。

　②何を求めるのかは、まず本人に、自分の意思で決めさせて。

　③その人の言うことを肯定しないで。真実とは限らない。共感も、同情も、禁止。

　……今回は、形式的に整ったらお姉ちゃんにバトンタッチして。いい？》

　なるほど……自分がどこまでやればいいのか、わかった気がする。

「補佐官、僕の質問はイエスかノーで答えられるはずだが？」

　しびれを切らしたようだ。

「……いえ、法律相談所ではありませんし、中立公正な立場上、できるかできないかは答えられません」こんなところか。

「フン。まあいいさ。こんなトラブルもあるだろうと、法律の勉強くらいすでにしてあるのさ。いいかい、キミは裁判官じゃないから知らないかもしれないけどね、民法７０９条で、不法行為に対しては損害賠償ができると決まっているんだよ。人の店で、商品にヘンな難癖をつけるのはね、営業妨害……立派な不法行為、民事事件となるんだよ」

「そうですか」

　③だ。肯定せず、塩対応をする。

「弁護士じゃなくてもわかる！　これは勝ち筋だ！　負けるようなことは求めず、スマートに賠償だけ求めよう。１００万円の金銭請求。これだ。この場で支払えない金額で、【裁きの文字】を刻み込めればなお良いね！　王家の番犬たるメイド長が、みんなの前で負けたというジジツ！　今後、負け犬たちが入店することはなくなるだろうからね！」

　周囲に聞こえるように言う、オーナーのスライヴン。

　自分の正しさを印象づけ、マウントをとろうとしているのかもしれない。

　姉から教わったことがあるけれど、民事裁判は必ずしも弁護士が必要なわけではない。

　専門家に委任せず、自分でやることを本人訴訟と言うらしい。大きなお店を創業し、経営する彼の自信ありげな言葉は、そのまま裁きの魔法に反映されていき──




【訴状　　原告　　　　スライヴン＝アァティスト

　　　　　被告　　　　加か藤とうシロ

　　　　　請求　　　　被告は、原告に対し、１００万円を支払え

　　　　　紛争の要点　被告は、原告の店内で、商品スライムに難癖をつけた】




　と、ウィンドウ内で、訴状として整理された。音声入力ができるようだ。

「補佐官、これで僕の裁判は、大丈夫かい」

「大丈夫って、どういう意味ですか。そんなお墨付きできませんよ」

《あっくん、その調子！　逆に意思確認して、手数料１万円、簡裁通常訴訟で、『ハ』で立件発番。できたら訴状を見せて。それまでこっちで、調査してるから》

　姉は、グランドフロアの隅に積んであったオーナーの自伝を読み始めた。

　確かに、裁判が始まる前の限られた時間で、この場や人物のことを把握した方がいい。

（俺は俺、姉は姉、役割を分担して立ち回っていこう）

「──この訴状で良いのなら、提出を受けます。あと、手数料が１万円になります」

「そうか、裁判は金がかかるのか。まあいいさ、僕にとってははした金だね」

　オーナーのスライヴンは、ポケットから取り出したマネークリップから１万円を抜いて差し出した。福沢諭吉が描かれたソレは、ウィンドウの向こうに消失していった。

　俺は、ウィンドウの中の、『通常訴訟』をタップし、ついで出てきた記号の中から、『ハ』を選ぶ。すると、

【チヨダ元年（ハ）第１号　　　　　　　　　　　　　　　　　事件】

　と、ウィンドウが変化した。

（整理は、頃合いだろう）

　俺は、ウィンドウに手をかざし、姉の方へ動くように仕向けた。

　スゥゥゥ──

　静かにそれは、周囲の資料を読解している姉の手元へと移動して。

《……事件名は、そうね。カラースライム事件。あとは被告に『謄とう本ほん』を作成し、『送達』をして、『開廷』をお願い》

　念話とほとんど同時に、事件名が【カラースライム事件】と変わった訴状ウィンドウが手元に届く。『謄本』とはコピーと同じような意味のはずだ。そう思って、念じてみる。

　手元で、『訴状』は二つにコピーされた。一方を、被告となったシロに手渡した。

「……受け取りました」

　受付から、ここまで……申立の手続きが、進んだ時。

　空中に、大きな表示が現れた。




【開廷しますか？　ＹＥＳ　ＮＯ】




（裁きの魔法は……ここからが、本番ゲームスタートなんだろうな）

　予感しながら、呼吸を整える。

　裁判、それも魔法を使った裁判に対する、迷い、恐れ、未知。

　被告とされたシロは、裁かれることになるのか。

　スライムストアで出会ったモノや、発言に、残る違和感。

　ファンタジー異世界についてほとんどなにもわかっていない姉。

　幾重にも、疑問が、そして不安も、積み重なっている。

　だがそれでも。

　俺たちが召喚されたその期待に応えるため、今、ここで逃げるわけにはいかない。

（法律は、姉。他のことは、俺が──）

　なんとか、するしかない──




　俺は、開廷に、ＹＥＳをタップした。
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　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ──




　スライムストアの店内に、地響きのような音が響き、揺れ始め。

　グランドフロアの床面が、湖面のように、液状化し始めた。

「あっくん、これはいったい──きゃあっ!?」

「ツカ姉ねえっ」

　急いで、姉の元へと走り寄る。

　脚を滑らせ倒れた十五歳の身体に、覆いかぶさる。地震国家で暮らしてきた習慣的判断で、落下物から頭部を守るためだ。自分の頭部よりも、姉の頭部を優先した。

　が。揺れは地震とは異なって、落下物はない。かがんだ姿勢の自分のポケットの中で熱を持っていた【裁きの欠片かけら】が、勢い良く跳ね、空中に浮かび上がっていく。

　欠片は──黄金の輝きを発して、大きな天てん秤びんを出現させた。

（これが……【裁きの欠片】による、開かい廷てい機能まほうなのか）

　周囲、事の推移を見ていた野や次じ馬うまたちが、「裁きの魔法だ」「始まるぞ、裁判が」「エクスタシア様をお呼びせねば」と呟つぶやいている。みんな、恐れがない。危険はなさそうだ。

　足元の液状化は、よく見ると細かいブロックのように蠢うごめいており、物体が壊れたわけではなかった。同じように、天井から下がっていた七色のスライム看板、フロアに置かれていた机が、蠢いて、自動的に脇にはけていく。

　目の前で、モーゼが海を割ったかのように、広い空間が形成され始めた。

（現状を、把握するウィンドウは──）

　と手を巡らせると、先ほどタップした開廷ウィンドウの中に、【法廷自動生成モード】という文字があり、さらにミニマップのような席図が表示されている。

　──ボテン、ボテッ、ボテッ。

「あっくん。目の前に、バランスボールがやってきた……」

　黒いボールと、グレーのボール。店員が腰掛けるのに使っていたものだ。

「オーナーと、シロにも、ボールが……」

　気づけば、姉と俺は、グランドフロアの奥におり。

　奥側おれたちから見て、右手に、カラフルなバランスボールに腰掛けたオーナー。左手に、白いバランスボールに腰掛けたシロがいた。

　ミニマップ上の表示を確かめる。

　黒い裁判官席、グレーの書記官席、七色の原告席、白色の被告席──と。

　それぞれ着色され、配置されているのを見るに──

「ツカ姉、この場に、法廷が生成されたんだ」




【新規所持者　裁きの天[image: ]に向かい　誓約をしてください──】




　天てん秤びんの下に、一文が出現する。それは、姉と俺……裁判をする側に向けられていた。

「へぇ……いいわね。こういう魔法なら歓迎だわ」裁判官は立ち上がり、「お姉ちゃん、青空裁判ってやってみたかったの！」と不敵に笑った。

「さすがツカ姉ねえ」裁判に対して熱いその姿に、「じゃ、誓うか」俺も伴う。

　俺と姉は、その一文を黙読してから、天秤を見上げて。

　法廷と化したストアの中で、一字一句違たがわず読み上げた。





「「世界のため　真実と良心に基づき

　　嘘うそ偽りを見破り　正しい裁きを行うことを誓います」」






　──宙に浮く、大きな天秤が、黄金色に煌きらめいて。

　砂金のような粒子が、二人の日本人の身体に降りかかる。

　それは、姉弟きようだいを包むように形を持って。

　裁きの象徴、八や咫たの鏡の意匠を背負う、ローブとなった。




　ファンタジー異世界で、今──ホンモノの裁判が、始まる。
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「裁判とは、広く言えば、司法機関たる裁判所、裁判官が、現実の争訟を解決する目的で行う、法的な判断行為である」




　裁きの魔法により、法廷として再構成されたスライムストアで。

「私と補佐官は、王女様よりチヨダク王国に召喚され、一日足らずではあるが、国民生活の実態を調査し、日本国に比肩する文明的成熟を認めた。全力で裁判を行わせて頂く」

　姉の姿は、大きなガウン型の裁判官のローブを身にまとっている。

　黒いバランスボールには座らず、その前で、巨乳の下で腕を組み、仁王立ちの姿勢だ。

「おジャッジ様ぁ！　お初の裁判、楽しみですわぁ！」

　黄色い声援は、この国の王女伊い藤とうエクスタシア。

　開廷を聞きつけてやってきて、傍聴席の最前列の真ん中に座っている。

　傍聴席は、グランドフロアの入口ゲートの周辺が段差状に変化して生成されていた。椅子こそないものの、観戦場みたいな造形だ。王女の脇に、「学ばせていただきますっ」と斎さい藤とうイレアナが座り、他の国民たちも好き勝手に座っている。

「私の言葉は、裁判所の言葉となり、当裁判所の判断は、裁きの天てん秤びんの下、この地の終審としての力を持つこととなる」

　法廷の頭上には大きな天秤が浮かび、その周りを、

【民事裁判　カラースライム事件　開廷中】

　という文字がＶＲ的に回っている。通りからも読めそうなでかさだ。

（始まった……しばらくは、姉と、全体の動きを見守ろう）

　この裁判中、俺のいる場所は、姉の脇にした。裁判官の視点で、全体を見渡せる。なお、俺も裁きの天[image: ]から出現した補佐官のローブを身にまとっている。

　ローブのデザインは、大まかには姉と同じで、背面には裁判所バッジの八や咫たの鏡の意匠が象かたどられ、真ん中には『裁』の字が記されていた。

　開廷の寸前、

　──『なにかあったら、お姉ちゃんにこっそり念話で教えて』

　そう頼まれたため、目立たないよう、グレーのバランスボールにひっそりと腰掛ける。

「さて。本件は訴えに基づく民事裁判であり、趣旨は私し人じん間かんの紛争の解決となる。細かな法律論を超えて、この世界のために法適用を行う。基本的には日本の私法上のルールを用いて、請求を認容するか等を審理する。さらに、裁判所としては──」

　威厳の漂う台詞せりふが続く。

　十五歳の美少女ながらも、戦う女神のような強い信念を感じさせる姿勢だ。

「判断に加え、権利義務を強制的に実現させる、民事執行まで手続行いたい」

「僕が勝てば！　この場で王家の番犬に裁きの【文字の力】を使ってもらえるわけか──ハハ！　実にスマートだね！」

　とは、スライムストアオーナーのスライヴン。

　俺と姉から見て、右手の原告席──七色のバランスボール──に座っている。

　彼の口ぶりは、裁きの魔法の特別な『力』を見たことがあり、それを頼りにしていることをうかがわせる。その詳細を俺と姉は知らない。手探りで力を使うことになる。

「原告、まずはあなたの主張からだ。訴状に記載された通りの主張でよろしいか」

「ああ！　その通りですよ、おジャッジ様。あなただって見ていたでしょう？」

【　　　　請求　　　　被告は、原告に対し、１００万円を支払え

　　　　　紛争の要点　被告は、原告の店内で、商品スライムに難癖をつけた】

　──訴状に記載された、この裁判での争点が、天てん秤びんの下に表示される。

「民事裁判において、請求を通すためには、請求の類型ごとに、それが法律等に定められた要件を充みたすことを主張・立証しなければならない。これを請求原因事実という」

　……少し、難しい話だ。傍聴人の中には、首をかしげる者も出始めた。

「ただ、法律論をこの国の方々に強いるのは厳しい話だ。紛争の度に、信頼できる弁護士を探すのは迂う遠えんである。裁判官の訴訟指揮の下、職権でわかりやすく整理し、不明な点は釈明権を行使し明らかにしていく。原告の請求の根拠は、民法７０９条でよろしいか」

「……あ、ああ！　そうだ！　その条文で損害賠償ができると本に書いてあったんだ！」

「同法は、『故意又は過失によって他人の権利又は法律上保護される利益を侵害した者は、これによって生じた損害を賠償する責任を負う』とある。これを、請求原因事実として整理すると、このようになる。


　①　原告の権利または法律上保護される利益の存在

　②　①に対する被告の加害行為

　③　②の行為についての被告の故意又は過失

　④　損害の発生及び金額

　⑤　②の行為と、④の損害についての因果関係──」



　裁判官が言う五つの項目は、天秤の下にも、黒色の文字列として、同時に表示された。

「そして、これを本件の事実関係に沿って整理すれば──」

　裁判官の発言と同時に、天秤の下で、項目が書き換わった。


【①　原告は、スライムストアで、カラフルなスライムの販売を営んでいる

　②　被告は、カラフルなスライムの中から、異臭がすると発言した

　③　被告は前項の発言を故意にした

　④　スライムストアの営業が中断し、相当額の損害が発生した

　⑤　被告の発言行為によって、スライムストアの営業が中断された　　　】



「──と、このようになる。損害額の算定については後回しとするが……この五つが、正しいとクリアされれば、原告の請求が認容されることとなる」

「ほ、ほほう──」見入る原告と、「……」沈黙する被告。

　傍聴人たちには、「たぶんわかりましたわぁ！」「おお、ゲームのようです」「条件を５つクリアすればオーナーの勝ちってか」おおむね理解されたみたいだ。

「次はこの整理された五つについて、被告の『答弁』を聞きたい」

「とう、べん？」キョトンとする、被告、シロ。

「答弁とは、まず『認否』。その通り、違う、知らない、の三種類。さらに、その通りでも、別の主張すべき事実があれば『抗弁』となる。その内容を言うように。いかがか」

　弁論のターンが、被告に移ったようだ。ややあって、シロが口を開く。

「……①から、⑤まで、すべて、その通りとしか……言いようがありません……」

　俯うつむいた表情で紡がれた言葉を受け、天てん秤びんの下、①から⑤までの全てが黄金色に輝き。

　五つの金色のボールになって、原告側の天秤の皿の上に乗った。

「は、ははは！　オールクリア！　なんだ裁判って簡単だね！　おジャッジ様は、正しい者の味方！　これでストアも安泰だ！　ありがとうジャッジメント！　ははははは！」

　ガチャリ、ガチャリと──天秤の皿が、大きく、原告の方へと傾いていく。

（このまま、シロが負けていいのだろうか）

　突如、身に降りかかった被告という立場……それも身代わりになったようなものだ。

　傍聴席で、最初に騒動を起こした犬耳の女の子は、しょんぼりと項垂うなだれている。

　優秀なメイド長のシロが、嘘うそをついて女の子をかばったとは思えなかった。

《──シロ。自分が、気になったことを、言って欲しい》

　思わず、発してしまった、【念話魔法】、だが──

「──」手応えは、ない。

　しかし。獣の耳と白銀の髪を持つメイドの少女は、顔を上げ、そして、

「異臭は、本当なのっ……この子から、苦しみの声が聞こえるのっ！」

　無表情が崩れた、痛切な表情で、裁判官に訴えかけた。

「抗弁を認める」

　ピタリ。天秤の動きが止まった。

「は、──なんだって？」

「被告の発言は、被告の行為には違法性がなかった、という抗弁である。裁判所は、争点②の加害行為──スライムから異臭がするとの発言が真実であるか、証拠調べを行う」

　原告側の皿に乗っていた、②のボールが、再び黒色となり、天秤の下に戻った。

「赤スライムを、乙一号証とする。補佐官、証拠の提出を受け付けて」

　俺は「はい」と返事をし、被告のシロの下へと歩いた。

　手元には、裁きの魔法が空気を読んだのか、【被告側　証拠】というウィンドウが出現している。その中に、シロがずっと手のひらに乗せていた、赤スライムを入れた。

「スラァっ、スララァ」

　ウィンドウと一体化して浮かぶ、不思議な状態となるが、問題はないようだ。

「おい！　なんだこの流れはっ！　あのイヌの味方をし始めやがって！」

「一方の主張に、反論があるのは当然。裁判所は、公正な裁判のため、疑いのある点について釈明をしているにすぎない。最初に言っただろう。それとも、原告は、自分の訴えを取り下げるか？」

「僕は負けを認めない！　じゃあ、僕の商品を勝手に触るなっ！」

　スライヴンは原告席バランスボールから身を乗り出して、止めようとする。

「裁判は、真実に基づかなければならない。今、争点はこの赤スライムさんである」

「それは、根拠のない難癖だと言っているだろう！　そのイヌの鼻がおかしいんだ！」

「あなたの言い分が正しいのなら、調べれば明らかになるだけだ。原告、なにを焦っている？　あなた自身が、疑わしく見えてきたが？」

「う、ぐっ……うわっ──」

　裁きの天てん秤びんの下、法廷の空気がザワリ、と凪ないだ。そして──

「疑ぎ義ぎの赤あか錆さびが、僕の周りにッ！　く、くるな──ッ」

　叫ぶ原告の周囲に、赤黒く禍まが々まがしい粒子が何十と出現していた。

　それらは蛍のように、ゆるやかに、傍聴席の方から飛来したように見えた。

「フン、いいだろう！　好きに調べろ！　どうせムダだろうからね！」

　言い放ち、憮ぶ然ぜんとした態度で、オーナーは七色のバランスボールの上に座り直す。

（あの、疑義の赤錆びというのは、傍聴人から見て疑わしい対象に生じているようだ）

　傍聴席の人々は、原告に懐疑的な視線を送っていた。

　裁きの欠片かけらには高度な計測能力があると聞いていたけれど、その機能の一つだろう。

　疑義の赤錆びにとりつかれると、どうなるのか……危険なことは間違いなさそうだ。

「補佐官、証拠調べを」動じない、姉が言う。「赤スライムさんをここに」

「了解」

　その通りに、証拠ウィンドウの中の赤スライムを裁判官の隣で示し──

「……」「……」「スラァっ」

　なにもわからなかった。

　臭いは感じない。触ってみたが、プニプニとしているだけだ。

「被告。赤スライムさんからする、異臭、というのはいったいなにか」裁判官が問う。

「それが……なんと言えばいいのか……」被告は、困惑して言う。

「かまわない。ありのまま、ジジツを答えていただきたい」

「では、ありのまま──」

　シロが、口を開く。法廷の、全員が注目している。

「七色ベリーの皮、トレントの樹脂、ウンディネ溶剤です」

「……？？　なないろ？　トイレット？　ウン……ディ……？」

　まずい。恐れていた事態が起こった。

（完全にファンタジー異世界のアイテム名じゃん）

　姉にとっては耳慣れがなさすぎて、うまく聞こえていない始末だ。

「……ごめんなさい。わからないですよね」と、シロ。

　わかるわけないだろ。なぞなぞかよ。

　耳を澄ますと、「おジャッジ様、固まってらっしゃる？」「わかんないのか」「美術で使ったなぁ」「やっぱこの世界で裁きとかムリじゃね」といった傍聴人の声が聞こえる。

（ここはなんとか、当たりをつけなければ──）

　考えろ。今までの情報から、結ばれる、それっぽいキーワードを──

《……くん、あっ……くん……》姉の方から、微弱な【念話】がきているのを感じる。

　念話魔法は、しばらく使わないと自動的に弱まるのかもしれない。

《ツカ姉ねえっ》俺の方から、念話のチャンネルを再びつないだ。

《あ、良かった！　ねえ、意味わかんなすぎて……でもヘタな返し方だと、この世界で無能だとナメられかねないわ──》

《大丈夫。当たりはつけた！　『魔道具』『絵の具』のことかって言ってみて》

《──なるほど。わかったわ！》

　おほん。と裁判官は咳せき払ばらいをして

「それは、魔道具の、絵の具かなにかかな？」と応じた。

「そ、そうです……っ！　確かに、絵の具のようなものです！」

「ふっ。やはりな。裁判官の眼めは、別世界のものに惑わされはしない」

　大きく胸を張る、裁判官。

　その姿に傍聴人たちは、「名推理ですわぁ！」「固まって考えていたのか」「これがホンモノの裁きのスキルか」と、頷うなずいている。

　なんとかなったようで、ほっとする。

「クソ……別世界の人間に、絵の具を入れたことを、識別されるなんてッ」

「原告は、この店のスライムに、絵の具を入れたと認めるか」

「……は、は、はははっ！　バカバカしい──っ！」

　と、スライムストアオーナーのスライヴンは大きく笑い、

「スライムに絵の具を注入して、なにが悪いっ!?　僕はね、すでに法律を調べてあるんだよ。スライムに絵の具を注入してはならない、なんて法はどこにもなかった！」

　自分の正当性を主張するように、法廷に響くように叫ぶ。

「僕はね！　エクスタシア様が目指す、みんな仲良し楽しい王国に、貢献してるんだよ！　みんなが可愛かわいがる！　みんなが楽しい！　青だけじゃない、カラースライム！　偉大なアーティスティックプロダクトだ！　絵の具なんて、アートなんだから当然だろう!?」

　なるほど……と、俺は思う。

　草原で見かけた野生のスライムは、すべて青だった。青以外は、すべて着色なのだ。

「でも、そのために傷つけていいのでしょうか」

　毅き然ぜんと、反論したのは被告の加か藤とうシロだ。

「アートだからといって、スライムちゃんに色をつけて、苦しませるなんて──」

「苦しみの声ぇっ？　幻聴だろう！　スライムはスラァスラァしか言っていない！」

　ヒートアップする法廷に、

「……あ、あたしも、スライムちゃんは、苦しんでると思う！」

　一石を投じたのは、最初に騒ぎを起こした犬耳の女の子だった。

「……」裁判官は、無言でその女の子を見た。小さく頷うなずき、発言を許したように見える。

「えっと、友だちが、青いのはおっきくなるけど、他のはおっきくならないって！　いくら餌をあげても、元気ないって！　言ってたの！」

「外野のガキは黙ってろォ！　おまえも訴えるぞォッ！」

　荒れる法廷。だが、いくつかの真実が浮き彫りになったように思う。

　女の子の発言に矛盾はない。今まで、大きな青スライムにしか出会わなかった。

「スライムさんに、着色し、その成長を阻害した、行為、か──」

　事実は十分に満ちた。裁判官が、法的判断に踏み切った、気配を感じる。

「昭和の時代、日本国では、縁日などで、『カラーひよこ』が販売されていた」

　唐突にも思えるその話。だが。

　傍聴人やじうまたちは、「し、ＳＨＯＷＡ！」「ニホン伝説の時代っ」「千ち代よ田だ区くすら焼け野原だったという」「キセキの復興っ」と口々にざわめき、震え始めた。

　王女がどういう教育をしているのか知らんけど、昭和の話は、有効のようだ。

「カラーひよことは、その名のとおり、着色されたひよこのこと。ひよことは、家畜の鳥の幼体であると思っていただければ良い。メスのひよこはやがて卵を産むが、オスは産まないため、早くに不要と判別される。それに子どもが好むようにカラフルな色をつけて販売する、というアイディア商品だったわけだ」

「は、はははっ、ニホンでやってたなら、僕のカラースライムだってなんの問題も、」

「しかぁし！　小さな身体に無む理り矢や理りカラーリングされたひよこは、心身に負担が大きく、みな短命であったという。はたして、人間の私利私欲、身勝手により、生き物にいらぬ危害を加えるのが、みんな仲良し楽しい王国、といえるのだろうか」

「わたくしは、思いませんわっ！」と、傍聴席の王女が答える。

「だ、だが、着色を禁止する法律なんてないのだから、」

「昭和四十八年、『動物の愛護及び管理に関する法律』が施行される。その趣旨は、動物の虐待の防止、動物の適正な取り扱い、そして動物の健康と安全の保持などの動物の愛護を定め、国民の間に動物を保護する気風を招来し、生命尊重、友愛、そして平和の情操を育み、人と動物の共生する社会の実現を図ること。私たちは、動物が命あるものであることにかんがみ、動物をみだりに殺し、傷つけ、苦しめることのないようにするのみではなく、人と動物の共生に配慮し、その習性から適正に取り扱うようにしなければならない。これに反し、犬、猫などの愛護動物を傷つけたものには罰則が定められ、」

「でもォ！　僕のスライムは、その愛護動物ってのじゃァない、」

「原告が配布する『飼育パンフレット』には、自身は動物取扱責任者として適法に登録してあり、ペットスライムの生態、習性のエキスパートだと謳うたっている。法を利用し、利益を上げ、一方で責任を負わないとするのはいかなる弁論かッ!?」

「ス、スライムは、元々、草原に出現する、モンスターにすぎない、」

「日本の犬や猫も、人間も、元々は野生の動物！　今、この国には、盲導スライムさんさえいる。スライムさんは人々と共生している、これが現実！　誰の目にも明らか！」

「ぐ、ぐぅぅッ……」

　裁判官の言葉を、傍聴人たちが、頷うなずきながら聞いている。

　反感を持つ者、疑問を抱く者は、誰一人としていないように見えた。

「裁判所はぁ！　法の趣旨と、社会的実体に基づいて！　スライムさんは、すでに、愛護動物として、認められていたと断ずるッ！」

　──ビリビリ、とスライムストアほうていが軋きしむような、気迫の、宣言。

「そこの検察官。すると、どうなると思う？」

「は、はっ！　ええとっ──」

　傍聴席のイレアナは、慌てて持参の六法全書をめくって、

「動物愛護法44条……二年以下の懲役、または２００万円以下の罰金を、オーナーのスライヴンに、適用可能だと思いますっ！」

「この期においても、本件業務妨害罪は成立するか」

「いえ！　被告の行為は、犯罪の告発という正当な行為になりますし……ジジツ①のスライムストアの営業行為自体が、違法性があり、法律上保護されるものでなくなります！」

「よく学んでいる。正解だ」

「は、はいっ！　ありがとうございます！　おジャッジ様っ！」

　……このやりとりの、意味が。

　波紋のように、全体に伝わっていく。

「な、なんだ、これは……僕が訴えたのに、バカげている、なんて、バカな──ッ」

　傍聴人たちからの冷たい視線が、スライヴン＝アァティストに集中する。

「おまえら、僕が犯罪者だとでもいうのかッ!?」

　ざわめく傍聴席、「スライムちゃんを傷つけた悪行、暴かれたのですわぁ！」と王女。

　──原告の周囲で浮遊していた赤黒い粒子が、いっせいに裁きの天てん秤びんへと向かう。

　原告側の方に集まって、原告の皿は赤黒く染まり。

　五つあった請求原因事実のボールは、風化したように消失した。

「お、おジャッジ様っ！　僕は五つのうち、四つは勝っていたはずです！　五分の四でいい！　僕の勝訴判決を求めるッ！」

「請求が通るのは、五つすべてクリアした時のみ。五分の四の勝ちなどない」

　すげなく応じる裁判官の言葉に、今まで見ていた人々の中から、「おい着色なんて聞いてねえぞ！」「青以外、珍しいからヘンだと思ってたっ」「スライムちゃん苦しそう」「治せよ！」「返金しろ！」と、口々にクレームが出始めた。

「どうやら、ただの虐待だけではないな。着色のジジツを隠し、販売していたのなら、詐欺罪をも構成するだろう」

「確かに！　これは、立派な事件ですっ！」と、イレアナが乗り気になる。

「──は、ははは！　バカバカしいっ！　じゃあ僕は着色なんて認めないッ！」

　スライムストアのオーナーは、

「着色の証拠はあるのかねッ!?　証拠もなく人を犯罪者にできるかねッ!?」

　と、ギラついた顔で、抵抗しはじめた。

「確かに！　証拠もなしに犯罪とは、法的にいかがなものかっ」と、イレアナ。

「そうれ見たことかッ!?　さぁ終わりだ、去れッ！　店じまいのジャマだッ！」

　……証拠、か。決め手に欠けた状態だ。

《──ツカ姉ねえ、あれは逃げる気だ。どうする？》

《さっきぐるっと回った時に、裏手に工房らしき場所はあったわ》

《俺がそこ、調査してこようか》

《でも、店員が厳重警備していたの。今行っても通れないと思う》

　……警備員を、突破する方法は、ないだろうか。

　今や、原告の信頼は地に落ちている。説得すれば、調査に応じる者もいるはずだ。

　考えあぐねる俺の視界の端に、

（ちっちゃい、女の子？）

　視界の端。狐きつね色のパーカーを着た幼児が、ピョコピョコ跳ね、人混みに消えた。

（あの子、裏手から出てきた。不自然なほど、楽しそうにしている……）

　その次の瞬間、

「オーナーっ！　急ぎ、持って参りましたっ」

　と、声が、そしてガラガラと台車が引かれる音がして──

「シャンパンゴールド、ラメ入りの、新作スライムですっ！」

　店員が引いてきた台車の上には、着色に用いたと思われる注射器じみた魔道具に、機材、絵の具、そしてグッタリとしたシャンパンゴールド色のスライムが置かれていた。

「な、なァに持ってきてんだバカッ！　今日のお披ひ露ろ目めは中止にしただろうがァッ！」

「ついさっき、オーナーご自身が、全部持ってこいと、ご指示されたのでっ」

「僕はずっと法廷にいたッ！　そんな指示はしていないッ！」

　台車を引いてきた店員は混乱し、動きを止める。そこに歩み寄ったのは、シロだった。

「ひどい……自然素材だけでなく、人工物まで埋め込まれています……こんな、ギラギラしたラメを入れられて、痛いって……伝わってきますっ」

　その通りとしか言いようがない。痛々しさは、誰の眼めから見ても明らかだった。

「く、くそ、バカな、バカなバカなバカなバカなバカなバカなアァァァァァァッ！！！」

　スライムストアのオーナー、スライヴン＝アァティストは、全身をかきむしる。

　メガネが落ち、カラフルなタートルネックがほつれていく。

「これで僕の名声はパァ！　ずっと悪趣味だと言われてきたカラーアートをォ！　スライムに入れてッ！　それっぽい服と喋しやべりで！　みんなに認められてたのにィ──ッ！」

「今、あなたが考えることはインチキな名声ではないだろう。着色したことを隠し、人々を騙だまし、愛護動物を傷つけていた。その罪滅ぼしを考えたらどうだ」

「おまえ、オマエェェェ……この、裁判官さえ、いなければ──ッ！」

　スライヴン＝アァティスト……その表情は、恨み、怒り、憎しみで大きく歪ゆがむ。彼は、ユラリ、と幽鬼のように自分の右手につけた時計ウオツチに話しかけた。

「ＨＥＹＢＡＬＬＳヘイ、ボールズ！　あの裁判官を──」

　その音声に、反応したのは、この空間にあるすべてのバランスボール──

「ブッ潰せェッ！！！」

　十を超える、七色、黒、白、グレー、赤、青、緑等のバランスボールたち……、内部に機械でも仕掛けられているのか、オーナーの指示に従い、ボヨンと、跳ね、加速し──

　一つ、七色のボールが、裁判官に向かって、突っ込んでくる！

「たかがボール風情が、裁判所の法廷わたしのばしよを荒らしやがって──」

　姉は、握る右拳を大きく掲げ、

「退廷しなさぁぁぁいッ！」

　『ハンマー』でぶん殴った。ボールが吹き飛び、巨乳が揺れる。

（さすがツカ姉ねえだ……でもっ）

「ふははっ！　たかが女の拳で僕のカラーボールが破壊できると思ったかねッ!?」

　飛んだボールは壁でバウンドし、さらに加速する。そして、他のボールと連携し、裁判官の全方位から、再び、突っ込んでくる！

「ツカ姉、伏せて！」

「あっくん──っ」

　俺は、オーナーの動きがおかしくなってきたあたりから、裁きの魔法のウィンドウを探っていた。残念なことに、いくら探しても防御機能は発見できなかった。が──

（代わりに、気づいたことがある）

　ウィンドウに表示される文字自体が、絶対的な力で固定されているのだ。

「頼む、守ってくれ、【謄写コピー】っ、【訴状】っ！」

　ビッチィィィィィン──ッ！！！

　バランスボールは、俺が手元でコピーして増やした【訴状謄とう本ほん】の文字に、めり込んで、止まり。そして──

　バボンッ！　バボンッ！　バボボンッ！　バボンバボンバボン──

　文字の尖とがった部分に穴を穿うがたれて、次々に破裂していく。

　粉々になった何色ものバランスボールの欠片かけらが、ストア内に舞い落ちる。

「は、はひィッ」

　情けない声をあげて、倒れ込んだのは、犯罪を隠そうと暴走したオーナーだ。

「……被告は、この裁判に、なにを求める」

　色とりどりの破片が、紙吹雪のように舞う法廷で、裁判官はシロに問うた。

「……お金とかは、どうでもいいの。ただ、スライムちゃんたちを、治して欲しい……」

「被告の反訴を認める」

　天てん秤びんの下に、

【反訴請求　反訴被告は、カラースライムすべてを治療せよ】

　と、黒色の文字列が、表示される。

　反訴とは、訴えられた方が、その事件の関連で、訴え返すことだ。

　原告は、本訴原告兼反訴被告となり、被告は、本訴被告兼反訴原告となった。

「ぼ、僕が、被告に、なった、だと……」

「反訴被告、スライヴン＝アァティスト。あなたの自伝は読んだ。顧客満足度を重視するあなたなら、今までにどこの誰にカラースライムを販売したのか、記録しているはずだ」

　悠然と、裁判官は歩み、オーナーの前に立つ。

「それが、なんだ。もう、なにもかも、終わりだ。僕を、犯罪者とした、君のせいでッ」

「犯罪が露見し、自分が築いたものを失う恐怖に駆られたようだが、裁判所は、あなたからすべてを奪おうとはしていない。赦ゆるしを与える余地はある。カラースライムを辿たどり、治療を施すのは、あなたにしかできないことだ。自暴自棄になるのではなく、この反訴請求を呑のんで和解に応じるのならば……検察官は、起訴しないだろうな」

　呆ぼう然ぜんと、事の展開を見ていた斎さい藤とうイレアナが、

「──え、ええっ！　しませんともっ！　治療するのであれば、ですがねっ！」

　と、立ち上がり、応じた。

「……はは……僕に、罪を購あがなえ、というわけか……」

　オーナーは、自分のせいで苦しむ、シャンパンゴールドのスライムを手に取り。

「僕は、アーティスト失格だね」語る。「心のキャンバスが……すっかり曇ってしまった……人に認められたら、もっと多くに認められたい……スライムはみんなに大事な存在だって、わかってた……注入される苦しみだって感じてた……でも僕は……罪の意識に蓋をして……嗅覚の鋭い、イヌ混じりさえ閉め出せば……隠し通せると思ってしまった……」

　そして顔を上げ、七色の看板を仰ぎ。裁判官を見返して言った。

「それでも、おジャッジ様が……和解というチャンスをくれるなら……僕は、償うよ」

「その言葉の重みを、忘れないように」

　ゴゥン──と、頭上の天秤が、新たな動きを見せる。

　そこにあったはずの、赤黒い粒子は、すべて青白い粒子へと変化していた。

　蛍のような青白い光が照らす、黄金の天秤は、吊つるす二つの皿を分離する。

　皿は物理法則を無視し、映像のように、中央で二つに重なり合い。

　和やかな美しい黄金の煌きらめきだけ残して、解消した。

　宙に残っていた、黒色の、反訴請求の一文は、いつの間にか、

【私は、カラースライムすべてを治療する】

　という、自発的な一文に変わっており。

　スウゥゥゥ──と、オーナーの身体に表皮に、入れ墨のように刻み込まれ。

　それから、色が変化し、肌に馴な染じむように消えていく。

「これが、裁きの魔法の、文字の力か──」

　感嘆した俺の手元に、新たな【既済事件一覧】というウィンドウが出現した。

　その中には、カラースライム事件の記録も保存されている。オーナーに吸い込まれた一文もあって、その詳細はカスタマイズできるようだ……

《あっくん、それは？》

《オーナーの身体に入った文字には、特別な効果を持たせられるみたいだ》

《ふぅん……文字の力の、魔法ってことかな》

《今回は……治療を放棄すると、重くなる。治療を終えたら、消滅、に設定できる》

　姉は、跪ひざまずいたオーナーに向き合った。

「その文字は、治療を放棄すれば重くなり、治療を終えたら、消滅する。裁判所は、あなたが、すべてのカラースライムの治療をしてくれるものと──信じたい」

「ああ、誓うよ。罪に向き合い、自分にとってのアートを……再定義してみせる」

　裁判は終わり。

　ウィンドウから出てきた、赤スライムが、「スラァっ」と、嬉うれしそうに跳ね回る。

　天てん秤びんがあった中空には、大きく──




【　◎　よく裁けました　◎　】




　と、祝福するような、キラキラした文字が表示され。

　傍聴人たちが、思わず立ち上がり。

「──おジャッジメント、チヨダクゥゥゥルでしたわぁ！」

　スライムストアは……人々の拍手で埋め尽くされた──
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『──本日、ここ、リトルギンザにて、ホンモノのニホンの裁判官による、裁判が行われた模様です！　あ！　いらっしゃいました！　おジャッジ様です！』

『ご覧ください、美少女です！　十五歳に見えますが！　中身は二十八歳だそうです！』

『犬耳の女の子と、握手していらっしゃいます！』

『あのぅ！　本日の裁判について、取材してもよろしいでしょうか──』




　──カラースライム事件を、裁き終えた後のこと。

　姉は、事件の発端となった犬耳の女の子の勇気を讃たたえて、握手をしていた。

　ちょうどその時に、報道陣がやってきて、映像をとられたのだ。

　そんな報道番組を、今、俺は、新しい住居で見ている──




「ご主人様、このお部屋はお気に召しましたでしょうか」

　と尋ねてくるのは、俺と姉のメイドとなった、加か藤とうシロだ。

「うん……すごくでかいし……ソファもふかふかだし……言うことなしだよ……」

　家電量販店で見かける一番でかいランクのテレビモニターに、王族のようなソファ、ダイニングテーブル、家電……広い部屋に、良い感じにくつろげる家具の配置だ。

　なお、この世界では、テレビやネットなどの通信機器は、ほとんど有線で接続して使うらしい。大気中に魔素というのが含まれていて、電波等は通じにくいのだという。

　さっきの報道も、ケーブルテレビでの放映だ。

「それはなによりです。改装した、エクスタシア様の別荘がヘンではないようで」

　そう、ここは、旧・王女の別荘。

　場所は、最高裁──というか、とっくに、『チヨダク王国裁判所』と改名された、建物の中の一角。王女向けだった部屋を、俺と姉が暮らすため、改装してくれたのだ。

「こんな立派なお部屋、もらっちゃっていいの？」

「当然です。ご召喚に応じ、チヨダク王国の裁きを受任し、実際に人々に信頼される裁きをしていただけたのですから。仕事場に近い、ご住居くらい用意させてください」

「でもなぁ、こんな面倒見てもらっちゃうのって、賄賂とかじゃないのかなぁ」

　良くしてもらうと、逆に気になってしまう。

「……ご主人様。おジャッジ様は、お付きのメイドであるシロの裁判にまったく手心を加えませんでした。あの公正なお姿が知らしめられれば、誰も疑いなど持たないでしょう」

「うん……それもそうだね」

　下手したらシロは被告として負けていたと思う。

　俺はその裁判を補佐する立場にいたわけで、ちょっと気まずいながらも、

「でも、シロがちゃんと自分の気持ちを言ってくれたおかげで、良かったよ」

　と、フォローしておく。

「……シロが、自分の気持ちを、言って、良かったのですか？」

　メイドは、キョトンとした顔でこちらを見る。

「そうだよ。スライムを好きなのも、犬の女の子をかばうのも、反訴するのもさ」

　感情のないアンドロイドみたいなキャラじゃなくて、良かったと思う。

「カラースライムちゃんたちが治療されることになって、良かったと思いますが──」

　シロは姿勢を正し、また無表情になった。

「……スライムちゃんで、気を緩めてしまいました。強いメイドに戻ります」

「なんでそうなるんだ……」

　この子は、けっこう頑固みたいだ。などと思っている時、

「ふぅ～っ、いいお湯だったぁ。あっ、さっきのもう放送されてるのね」

　ちょうど奥から、お風呂上がりの姉がやってきた。

　オンモードで凝った身体をほぐしたいと言って、中庭の露天風呂に浸つかっていたのだ。

　くつろいだ様子で、長いソファの、俺の隣に腰掛ける。

　花のようなシャンプーかリンスの香りが、鼻び腔こうに入ってくる。濡ぬれたロングの黒髪が、間近で揺れ、その下、はだけたバスローブの合間からは、生肌が露出して──

「シロちゃ～ん、こっちおいで。モフモフさせてっ」

「はいっ。ではシロが、タオルで御お髪ぐしを拭かせていただきます」

　白銀色の毛並みを持つ犬耳メイドは、俺の前で屈かがんで、姉の身体の手当をし始めた。

　黒いメイド服に、雪のような白い肌……そして二つの丘のような膨らみが眼めに入る。

「うー～ん、ほんと可愛かわいいわ。尻尾、フワフワね～」と、撫なでる。

「くぅぅん……はっ。お風呂上がりに、ミルクティーをご用意してあります」

「ありがと～。そうそう『ハンマー』やって筋肉痛で……プロテインが欲しかったの」

「そうであろうと、ミノタウロスの搾り立ての生なま乳ちちでご用意しました。プロテインが豊富に含まれています」

「シロちゃんほんと優秀ね……尻尾の揉もみ心地も、最っ高っ」

「あっ……くぅぅぅん……もうちょっと……優しく、くぅんっ……」

　……。

　これは？　この光景は？　乳とか、揉むとか？　ここ裁判所の中なのに？

　巨乳美少女と、犬耳尻尾の美少女メイドが、きわどい姿で、互いを愛あい撫ぶしている。

（この二人と、今後ここで、暮らしていくのか……ヤバいな……）

　頬ほおとか、鼻先とか、……熱くなってきた。

　姉の男性経験の無さを心配したりしていても、しょせん自分こそ童貞である。

　そういう機会がないわけではなかったけれど、なぜかみんな姉を見ると、「負けた」とか言って去っていくのだった。

（いや、そんなことはどうでもいいっ。えっと、整理しておきたいのは……）

　数時間前に終えた、裁判のことた。

　裁きの天てん秤びんが消失した後、裁きの欠片かけらは俺の手元に戻ってきた。

　その後、新たなウィンドウ【信頼値】というのが現れたのだ。

　俺は、ソファの端に移動して、もう一度、それを表示してみる。

「……今回獲得総量、７６４。でも、残っているのは２２８になっているなぁ……」

「最初の【文字の力】を解放したのと、文字に力を込めたためと思います」

　ミルクティーを飲み始めた姉を後ろに、シロがやってきた。

「文字の力……」

「そうです。所持者によって、所持者にふさわしい力が解放されるようで──」

　話す俺とシロの間に、裁きの欠片が気を利かせたのか、

【伊い藤とうエクスタシア　　浮く文字フワフワ～ド】

【我わが妻つまツカサ　　　　　法文重力ローグラヴイテイ】

　とウィンドウが浮かび上がった。

「エクスタシア様は、ピンクの文字をフワフワさせる力を解放しました。この時にも５００消費しています。ただ、もう所持者が変わったため使えないようになっていますね」

　言われるように、伊い藤とうエクスタシアという表示の方は、もう使えないことを示すように、線が引かれていた。

「ツカ姉ねえのは、【法文重力ローグラヴイテイ】、か」

　姉はよく法の重みとか、言葉の重みとか言うから、イメージが力になったのかも。

「文字の重さを操るって、ツカ姉らしいな。……信頼値っていうのは？」

「裁きの魔法により、裁判での言動を見る者たちからの信頼度が自動計測されています。それは一人につき一つの青白い光をまとった、【信頼の粒】というかたちをとって、裁き終えた時、天てん秤びんに吸収され、信頼値に換算されます。現在、一人あたり五段階評価をとっているようで……カラースライム事件では、傍聴した方は約１５０人。おそらくほとんどが非常に満足、三割くらいが満足、といった評価をされたのだと思います」

「なるほど……まさか、見る人たちも裁判制度ゲームシステムとはなぁ」

　日本の常識とはかけ離れている。

　でも、裁判が人々から信頼されているのかがリアルタイムでわかって、面白い。

「そういうの、本当は裁判が始まる前にシロから教えてもらうはずだったよね。今さらだけど、もっと詳しく教えてくれるかな」

　こんなにあれこれあるとは。なにもわからないまま、よく無謀に開廷したと思う。

「【疑ぎ義ぎの赤あか錆さび】には、ご注意を。信頼とは反対に、疑いが強まった時に出現します。見る者がいない場合でも、所持者の信念が曇った際にも出現します。ちょうどご召喚された時、エクスタシア様のお身体を蝕むしばみ、そのお力を失わせようしていました」

「あの赤黒いのか……初めて見た時にも、不穏な気配を感じたよ」

「もう一つのリスクとして、【誓約違反】があります。所持者が、誓約した内容に反することが明らかになると、裁きの天[image: ]による【制裁】を加えられるそうです。他国からの情報ですが……二度と法廷に立てない身体にされた、とか」

「ツカ姉にはつらいペナルティだな」

　あの天秤、完全な味方ではなさそうだ。

「【裁きの天[image: ]】は争点をその都度柔軟に示します。良い感じに終局できれば、その時折の、神の祝福的なエフェクトが出現します」

「創った神様、ゲームファンみたいに芸が細かいな……」

「あと、正式な所持者になられたのなら、クエストの表示が変わっているはずです」

　シロのその言葉に反応したのか、俺のポケットの中で、欠片かけらが疼うずき、空中に──

【神器クエスト　すべての欠片を集めること

　　　　　報酬　世界の全てを裁く力　　　】

　──と、表示された。

「世界の、全てを、裁く、力──」

　身震いをする。

　強大な、力だ。途方もなさ過ぎて、想像が追いつかないほどに。

「現在、欠片かけらの一つを、被告人となった勇者が所持していることはわかっています」

「あの、酔っ払いのおじいさんが……」

「名を、ラマン。御年七十の、英雄です。他の所持者によって犯罪者として裁かれれば、欠片は裁いた側が所持することになる、という見立てです」

「その……使い方とか、攻略情報的なのはないのかな？」

「お言葉ですが、シロは、エクスタシア様とイレアナさんが明らかにした機能しか見ていません。また、すでに判明した基本的機能は、ほとんどご主人様が、初見で使いこなしていらっしゃいました。教えることなど、もうほとんどないと思います……」

　無表情だったシロの表情が、崩れたように、敬意の眼まな差ざしを向けられている。

「おジャッジ様が、ご主人様を信頼するわけがわかりました。先の裁判での洞察力、対応力……感嘆、するしかありません……」

「いや、そんな……ただゲームっぽいと思ってウィンドウいじってただけだよ。すごいのは、ツカ姉ねえ。スライムとか絵の具とかさ、ほんとに裁いちゃったから」

　ストレートに褒められて、気恥ずかしい。別にたいしたことはしていない。

「謙虚、なのですね」なぜかシロは、「じぃー……」とジト眼めで俺を見据えてくる。

「えっと、なんでそんな眼で見るの」

「ホンモノのニホン人の感覚や考え方……興味深いです」

「俺にとっては、シロたちの方が興味深いよ」

　と、返しながら思う。

　この世界の人たちのことを、もっと知りたい。

「そうだ。俺は日本人のこととか教えるから、シロの感じることとか、もっと教えて」

「情報提供なら、メイドとして、ご命令とあらばいたします」

「いや、命令とかじゃなくて……普通の、約束かな」

「フツーの、約束、ですか……難しいですね」

　シロは、無む垢くな瞳で、こちらを見て、言う。

「ホンモノのニホン人とは、アクト様みたいに、ゲーム感覚を持っているのですか？」

「え？　ゲーム感覚？　……俺、そんなにゲームな感じ出してる？」

「あははっ。シロちゃん、あっくんのそういうところ、無自覚だから」と、笑う姉。

　そんな話をしている傍ら、テレビの中では──




『今までに裁いた事件数ですか？　千を超えたあたりから、数えるのをやめたので──』




　姉の身上インタビューが、調子に乗っているところになっていた。

「え～、お姉ちゃん、こんなこと言ったぁ？」

「言ってたよ……ドヤ顔で……」苦笑する。

「もうすぐ終わるね」

『……裁判官は、自分が裁いた事件に後からどうこうと話しません。その時、目の前の事件に、全身全霊を込めて取り組んでいます。本日より、補佐官と共に、どんな事件だろうとバリバリ裁いていきますので、国民の皆様から、見守っていただければと思います』

『おジャッジ様ぁ！　チヨダクゥゥゥルですわぁ！』

『──以上、報道でしたっ！』

　──映像が、切り替わった。ミノタウロスの乳製品のコマーシャル……。

「どう、あっくん。お姉ちゃん格かつ好こ良よかった？」

「ああ、うん。格好良かったよ」

　姉の態度は、たとえ慣れないファンタジー異世界だろうと、ナメられることなく、多くの人から信頼される開かれた裁判を目指しているように感じる。

　そういう勢いは、信頼値という、裁きの天てん秤びんの仕組みに合うと思う。

「あれ、あっくんテレビの中になにか探してた？」

「いやさ、最後、急に証拠品が出てきたの、ヘンだったよね」

「そうね」「タイミングが良すぎました」と、姉とシロ。

　裁判の後、俺はインタビューに応じる姉を尻目に、台車を引いてきた店員に訊きいてみはした。が、「本当にオーナーに言われたんですっ」という情報しか得られなかった。

（あやしかった、狐きつね色パーカーの幼児……映像からは、チェックできなかったな）

「まあ、事件はうまく終わったし、いいんじゃない？」

「被告席からは、なにが起きているのかわかりませんでした」

「そうか……」気にしすぎだろうか。

「さて。二人が裁きの天[image: ]の法則とか、欠片かけら集めの話をしてたの、聴いてたわ」

　ミルクティーを飲み終えた姉が、言う。

「信頼とか疑ぎ義ぎとかヘンな仕組みだけど……要は、青が良くて赤はダメなんでしょ？」

「まあ、そうだね」

　そう言われると、見た目的には、シンプルで、わかりやすい気がする。

「クエストっていうの、うまく飲み込めないんだけど。とにかく、お姉ちゃんは、あっくんと、今後も裁きまくるつもりよ」

「うん……ツカ姉ねえは、魔法とか気にせずに裁判に集中でいいと思う」

「欠片持ちの、勇者っていうの？　あのおじいさんの裁判も、引き継ぎましょうか」

「ではイレアナさんに伝えてきます。今日はもう遅いので、お二方は休まれてください」

「そうね……もう、勤務時間は終わってるわけで……ねえねえあっくん」

　姉の顔つきが、オフモード的にふにゃけ始めた。

「お姉ちゃん、そろそろビール飲みたい。お昼抜いちゃってお腹なかも減ったし、美お味いしいおつまみがあるところがいいっ」

「そうだね、お腹減ったよ。シロ、どこかある？」

「はいっ。ビールに、美味しい料理の出る酒場は、たとえば──」











[image: ]




　──チヨダク王国に来て、二日目の、夕暮れ。

　俺と姉は、アキハバラのあるカンダの裏路地にきていた。

　表通りこそ、日本のコピペ、日本の模倣品で溢あふれかえってはいるものの、何本か道を奥に入ってみれば、そこはよくある中世ヨーロッパ風ふうファンタジー異世界の街並みだ。

　煉れん瓦が造りの建物が並び、防具屋の看板や、魔道具屋の看板も見かける。

　石畳の上では、露天商が不思議な草や木の実、狩られた魔獣を売っている。

　そんな場所の中、一際目立つ煉瓦造りの大きな建物の前に立つ。

　そこは、冒険者ギルドに併設された、冒険者御ご用よう達たしの酒場──




「ついに来たか……っ！　ここが本物の冒険者ギルド──」

　目の前には、大きな石造りの建物に、無骨な木の扉。

　頭上には、巻いた羊皮紙の地図をモチーフにした冒険者ギルドの看板。

　さらに、酒場『グランヴァルニエ』という文字があった。

　ビールが飲めるとシロが紹介してくれたお店の中には、冒険者ギルドに併設された酒場があった。当然、ファンタジー異世界が好きな俺としては、日本のパクりみたいな飲食店よりも、是非ともギルドなところで食事をしてみたいわけです。

「あっくん、ファンタジー好きだもんね」

　憧れですよ。

「ほら、裁判するにはさ、そこの文化とか理解するのが大事でしょ。こういうところには、集まるんだよ、いろんな情報が！」

　という建前で、このお店での食事を希望している。

「ふぅん。で、そんな服装ってこと？」

　俺の服装は、ファンタジー異世界で冒険ができそうな、軽装にチェンジしていた。

　裁判所いえの、クローゼットの中には、すでにシロが選んでくれたいくつかの衣服があって、その中から選んだのだ。

「この服の方が、こういう場所でも溶け込めると思ったんだけど、どう？」

「あっくんが着たらめちゃくちゃ似合うに決まってるじゃない。可愛かわいいわ」

　ダメだ参考にならない。

　しょうもない会話をしてると、フワァ、とハーブの効いた肉料理の芳香が漂ってきた。

「あっくん、とにかく入ろうっ！　冒険者とかよくわかんないけど、この酒場とっても美お味いしそうな匂いがするわ！　じゅるっ！」

　と言うやいなや、扉を開け放ち、

「もう飲まないと死んじゃう！　あっ店員さんとりあえずビィィィルっ！」

　突入していった。

（やれやれ。まあこうなるか）

　続いて、入店する。一歩踏み込めば、そこは──




「パーティーメンバー募集！　治療魔法使いヒーラー希望っ」「新規依頼、掲示だよォ──ッ！」「貴殿に、例のダンジョンの地図を……」「ヒヒヒッ、フレイムドラゴンの牙で造られし稀き少しようなダガー、お安くしますぜェ」「この傷は昔、妖よう狐こにやられてな」




　──一挙に聞こえてくる、情報の波。

　広く、薄暗い建物内、まばらに置かれた無骨なテーブルと、座席には。

　強こわ面もてな男、大小様々な人型の異種族たちが座り、好き勝手に話し、交渉している。

　息を吸い込めば、独特の異臭が、鼻び腔こうを突く。

　獣や、血、燻くん製せい肉の臭いだろう。

（……イィ。とてもイィ。こういうのを、求めていたっ）

　この場に充満する、冒険のニオイに、酩めい酊ていしそうだ。

　憧れていた世界が、目の前に広がっている。

「お兄さん、依頼かニャ？　それとも酒かニャ？」

　と、話しかけてきたのは猫耳の女の子。その衣装は中世ヨーロッパの酒さか場ば娘むすめのようだけれど、お尻には猫の尻尾が生え、手には肉球があった。

「どうしたニャ？　さては猫耳族の可愛かわいさに見み惚とれてしまったのかニャっ」

　確かに可愛い。が、今の俺の気分は冒険者だ。

「──ふっ。ここで一番強い酒を頼む」

　つい、格好つける。一度言ってみたかったんだよね。

「ニンゲン。未成年ってニオイでわかるニャ」

「あ、はい。すみません」

　ミスったー。

「いいニャ。冒険者かぶれはみんなやるニャ。そういう気持ちわかるニャ」

　お優しい。

　この酒場、好きかも。

「じゃ、ノンアルで」

「はいニャ。フードも、お品書きから選んでニャ」

（お品書き？）

　肉球が指し示す方向を見ると、店の壁面。

　ビッシリと、毛筆で書いたような縦書きの紙が貼られていた。




　『ヤミつき！　無限マンドラゴラ　六五○』

　『食べ過ぎ巨大化　紅白キノコ串　六○○』

　『ＢＩＧ！　ミニドラゴンのＴボーンステーキ　一三○○』

　『精がつく　暴れ馬の馬刺し　八○○』

　『定番　コカトリス肉の唐揚げ盛り　五五○』

　『特選　クラーケンの九部位盛り　二二○○』

　『シメに　黄金小麦の千ち代よ田だ区く風ふうリゾット　八○○』

　『国産　発情期ミノタウロス乳の特濃ジェラート　四五○』




　等々……。

　美う味まそうではある。が、せっかくのファンタジー異世界の空気に酔おうとしてたのに、日本の大衆文化で顔をぶん殴られた気持ちだ。

「どうかしたニャ？」

「──や、達筆だなぁって思ってさ」

「ウチが尻尾で書いたニャ。猫書道毛筆検定準一級持ってるニャ」

　尻尾の先っぽが、墨で染まって黒い。

「上手だねぇ」この国、書道まであんのかよ。

「見やすいと評判なんだニャ。ノンアルは、麦酒風飲料『ポッピー』ならすぐ出るニャ」

「とりあえずそれ。あと、うーん、『定番』で」

「千円になりますニャンっ！」

　俺はシロから借りた財布から、千円札を一枚手渡した。

「あっくぅぅぅん！　こっちこっちぃ！　ごっきゅごっきゅ！」

　奥のテーブル席から姉の声がする。

「っぷはぁぁぁっ！　チヨダクエール、コクうまっ！　もぐもぐっ！　ミニドラゴン、ミニなのにでかっ！　味が雑っ！　でも、いけるわっ！　もぐもぐっ」

　豪快に飲んでは喰くらう、姉の向かいに座る。

「ツカ姉ねえさ、ここ怖くないの」

「んぅ？　べつに。みんな飲み食いしてるだけじゃない。ちょっと広い、昔のヨーロッパ風レストランって感じ。あのお品書きもいいわよね」

　見渡すと、酒場のエリアは、好き勝手に飲み食いしている人ばかり。

　その姿も、客の服装がウニクロのシャツだったり、携帯ゲーム機をいじってたりと、怖いどころか、馴な染じみの光景のような──

（ここまで日本化されると……嬉うれしいというより、惜しい気がしてくるなぁ）

　ファンタジー世界らしいものに浸りたい派としてはね。

「ねえ、ツカ姉。その料理、どんな味すんの？」

「肉は、ワニ肉に近い味、かな。こっちのマッシュポテトは、じゃがいもの味」

　見渡したお品書きの中には、日本で見る食肉、魚と一致するものはない。が、料理の皿に乗っている、マッシュされたじゃがいもに、肉にかけられたビーフシチュー的なブラウンソースは、よく見知っているものだ。

（シロが言ってたとおりだな）

　裁判所いえを出る前にこの国の食文化、というか動植物について訊きいてみたところ、『動物さんは、アクト様の世界と完全に同じものはいないと思います。似たものに、似たような名前がついていたりしますが、別物です。野菜については、同じものがあったり、なかったりです』ということだった。

　この世界の環境について、なんとなく感じ入っているところ、

「後ろから失礼しますニャ、お兄さんに、おまちどうさまだニャ！」

　黄金色のポッピーと、コカトリス──どう見ても鶏とり肉にく──の、唐揚げ盛りがきた。

「美お味いしそーうっ！」

「ツカ姉ねえも一個いいよ。一緒に食べよ」

「ありがとっ！　もぐっ、旨うまっ！　お酒が進むっ！」

　一緒に、つまんで、飲む。

　唐揚げはにんにくが効いている。プリプリした肉も、めっちゃ美う味まい。そこに飲む、

「ッッッくぅぅぅぅぅ──ッ！」

　ポッピーは、胃の中に入ってから、炭酸がバチバチと弾はじけ、腹部の毛穴をマッサージして出て行くみたい。ポップな気持ちにさせてくれる爽快感があった。

「あっくん、そんな声出すっけ」

「これ、勝手に声が出る。ツカ姉も飲む？」

　姉が俺のジョッキをとり、「ッッッくぅぅぅぅぅ──ッ！」とやりはじめた。

　──楽しげな、ひととき。

　わいわい食べては飲む俺たちに、

「あの、もしかして、おジャッジ様と、補佐官さんですか」「テレビで見ましたっ」

　と、若い男女のお客がやってきた。

「もぐもぐ……ごくん。ええ、そうよ」

「すご、ホンモノだっ。リアルぅー」「ニホン人初めてっ。わりと普通の男の子だね」

　興奮気味に感想を漏らす二人。その様子に、さらに人が集まってきた。

「嘘うそ発見のオーヴ叩たたき割ったってほんとすか」「腕、細いのに」「傍聴してました！　お、お美しかったですっ」「どこにそんな筋力あるんですか？」

　質問が連続する。動物園の動物になった気分がしてきた。

「日本の法廷には木き槌づちがなくて、代わりに机を殴り慣れたの。筋力はリミッターが外れるようになっただけ。そんなことより、強さの秘ひ訣けつは、正義を実現する意志。ひっく！」

「ツカ姉って酔うとスケールのでかいこと言うよね」

　その姿は目立ち始め、他の客も寄ってきた。

　中でも、酔っ払った中年グループの話が、耳に入ってくる。

「──生き残りの勇者の命運、ついに尽きるかっ」

「エクスタシア様には、荷が重かったよな」

「ホンモノのニホン人なら、過去の英雄なんぞに遠慮はせんだろ」

　その口ぶりに気になって「勇者さんのこと、知ってるんですか？」と訊きいてみる。

「知ってるもなにも、ここの常連だったんだぜ」とビールジョッキを持つ男が答える。

　続く仲間たち、「勇者ラマンの悪酔い、食い散らかしっぷりはなァ」「臭くせぇし」「仲間割れしたんだろ」「恐怖の支配者だもんな」「可哀かわい想そうなコートーク地方」「ゴミ捨て場だろ」「時代に取り残された田舎村」と口々に言っては笑っている。

（勇者……それに、勇者の村は、こんなに悪く思われているのか）

　飲んだくれの言葉とはいえ、そこには実感が込められていた。

「魔王がいなくなった世界に、腐った勇者なんざいらねぇ！」

「おジャッジ様が、処刑しさばいてくれるだろ──」

　その時。

　ザッ、ザッ、ザリッ───

　酒場の入口から、歩み寄ってくる、気配。

　察した、人々が、慌てて口をつぐみ、去る。

　この場の喧けん噪そうを、ただ存在だけで消した、長身痩そう躯くの人物とは──

「己の力で戦えぬ、臆病な愚民どもが、別世界ニホンのガキどもにたかっておる。実に、滑稽じゃのう──」

　薄暗い酒場の、酒と脂で濡ぬれた床の上を、古めかしい革の鎧よろいを着て歩く老人。

　頭部は白髪。その姿は、召喚された大法廷で見かけた姿と等しい。

　が。今は、見開かれた神々しい金色の目玉が二つ。

　浮いたようにこちらを見据えている。

「口先だけの腑ふ抜ぬけであるのなら。裁きの天てん秤びんの下、儂わしの神か炎えんで燃えて死ぬのが道理じゃろうて」




　七十歳の勇者ラマンは、そう言った。
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「──どっこいしょっとォ」

　突然に現れた老いた勇者は、傍若無人な態度で、長椅子の、俺の隣に腰掛けた。

「おい、そこに座るな」

　と、姉が制止するのを完全に無視し、

「フン。コカトリスか。食べ飽きとるがつまみにャァ悪くない。よっと」

　老勇者は、俺たちの唐揚げを勝手に食べ始め、

「んぐ──オイ、酒場娘ェッ。黄金小麦のエールを持ってこいッ！」と叫ぶ。

「んニャっ！」猫耳の酒場娘は、奥へと跳んで行った。

（なぜ、この場に……ずっと、便所にいたのか？）

　疑問を抱きながらも、間近で風貌を見る。

　着る革の鎧よろいは古びてボロボロで、皮膚、頭髪は荒れ。

　プゥンと、アルコールや、溜たまった皮脂の悪臭が漂ってくる。

「なんじゃ。この勇者ラマンから、英雄のオーラでも感じるか──」

　老人は、俺を見てそう言った。両りよう眼めの下には、ドス黒いほどのクマができている。

「なんての。んま、気絶するまで酒呑のんで寝てたんじゃ。臭って当然じゃ。じゃがなぁ、この程度で気勢を削そがれていては、戦場で生き残れんぞ」

　落ちぶれた、一人の浮浪者といった体だ。

「被告人が、一人、外で、酒飲んでていいんですか」

　確認の意を込めて、問うものの、

「──ガァハッハッ！　おまえは補佐官とかいう裁判官ジヤツジのパシリじゃろう？　通りの放送で見たわい。実に！　実に～……小僧、じゃのうっ！」

　聞く耳を持っていないのか、答えない。

　侮るように、挑発するように、頭を子どものようにポンポンと撫なでる。

「っちゅーても、儂わしは十六の時に魔王を討伐したがの。戦いに歳など関係はない」

　十六──俺の今の年齢だ。

（本当に？　真実なのか？　それとも、魔王が雑魚だったのか？）

　その大きく、皺しわだらけな手のひらの下で、複雑な感情を覚える。

　だが、その感情が言葉にできるほど整う前に、姉の敵意が沸き立った。

「おい、弟に気安く触るな」と、強い語気で勇者に詰め寄る。

「で、こっちの小娘がジャッジ、と。どう見ても生娘じゃのう。よっと。ムグっ」

　勇者、今度は姉のミニドラゴンのステーキを食べ始める。

「──なぜ、刑事事件の被告人が、野放しになっている？」

「ゴクンっ。……裁きの手際が悪すぎて、ムダに長引いたからじゃろ。あのエルフは、『ザイタクソ』とか言っておったがの」

「在宅起訴だな。逃亡のおそれがないということか」

「勇者が逃げるわけないじゃろ。今のこの国のへっぴり腰こそが敵前逃亡。平和ボケの体たらく！　イカれたピンクの娘に新たな神器を押しつけおって。代わりのニホン人が現れたと聞いたからのう、新たな所持者になるまで、裏の低級宿で待ってたんじゃ。酒の補充に来てみれば、出くわすとはのう。探す手間が省け──」

　そこに、酒場娘が跳ぶようにやってきて、「チヨダクエール、お待たせしましたニャっ」と、ビールジョッキを勇者に手渡した。

「ハッ、チヨダクぅ？　クソダサいネーミングじゃのう。くだらんニホン化の果てに、軟弱な言葉ばかりが生まれよる。五十余年の合間に、この国がいかにくだらん文化に染まっていったか……グビっグビっ……」

　勝手につまみを喰くらい、横柄な態度で酒を飲む、老いた勇者。

（みな、怯おびえてる）

　姉の周囲にあった人だかりは、とっくに散っていた。今、あるのは、恐れの視線のみ。

　俺は、ペコペコしながら立ち去ろうとする酒場娘の衣服の裾に触れて止め、「ごめん、なんでみんな勇者を怖がってるの」とこっそり訊きいてみた。

「しぃーっ！　そりゃみんな怖いに決まってるニャ。怒らせたらニャんでも燃やして溶かす神か炎えんの勇者様ニャ。その恐ろしさで村々を支配し、何人も殺されてるらしいニャ。死にたくないニャら怒らせないことニャ──」

　と口早に囁ささやいて、去ってしまった。

（なるほど……とりあえず、刺激したくないな）

　と俺が思うも、

「私が最も嫌うことは、弟とのオフを無粋な野郎にジャマされることだ」

　さすが姉、まったく怯ひるまずに挑んでる。

「──プハァっ！　お、殺気だってきおったな、乳のでかい小娘よ。おい、もう一杯！」

「待て。ジジイ、金は払ってるのか？」

「あぁん？　金？　勇者が払うわけないじゃろが。モノを知らんクソガキよのぅ」

「ふざけた口を──いいだろう、ここで法廷を開く。脅迫か、詐欺に疑いはない」

「──待って、ツカ姉ねえ。やめた方がいい」

　俺のゲーム的感覚が、危険信号を出している。なにかがおかしい。

「なんじゃ、そっちの小僧の眼めの方が、まだマシか」

「どういう意味？」

　そこに、ビールをもう一杯持ってきた酒場娘が、「魔王を倒した勇者ご一行には、この国での飲酒とつまみを、永遠に請求できる特例法があるのニャっ」と言う。

　道理で、さも当然のように酒が出てくると思った。

「そんな、バカげたルールは、日本には……」唖あ然ぜんとする、姉。

「ガァハァッ！　なんじゃ小娘ェ。困れば、ニホンにはない、ニホンならこんなはずなかった！　と喚わめくつもりか？　まるで迷子の子どもじゃのう！　グビっ……むぐむぐ」

「ぐっ──」歯ぎしりをする、姉。

「むぐっ。おっと、でかい骨じゃ。焼くか」

　おもむろに、勇者は手のひらを上に向け、数瞬、念じて。

「【神炎】──火球」

　簡素な発音と同時に、目の前に、テニスボールほどの火の玉が出現した。

　神々しい、白色に近い紅あかい輝き。

　見る網膜が乾き、顔の毛穴が汗を分泌させる。周囲の気温が上がっていく。

　いったい何千度だろう、圧倒的な力強さだった。

「ぽいぽいっと」

　その異様な火球に、勇者は口の中から取りだした骨と、テーブルの上にもあった骨、食べかすを入れるように焼却し始めた。生ゴミは、ほとんど煙もなく消えていく。

「すごいな……これが、ホンモノの、勇者の魔法」と、俺は見とれてしまう。

　その神々しさに、俺の中で、この老人がただのチンピラである可能性はなくなった。

「ホォ。怖がらんか。なんでも溶かすぞ、こいつは」

「脅しのつもりか？　火の魔法とやらを、とっととひっこめろ」と姉が叱しつ咤たするも。

「あの、大法廷ってとこの、天窓もな、儂わしが消し飛ばしたんじゃ」聞いてない。

「なんだと」

「裁きの天てん秤びんとかいうのがうざったくてのう。破壊できるか試したんじゃよ。じゃがな、さすが神器、効かなくての」

「貴様……神聖な法廷を、よくも……」

「なぁ、小娘。人を殺したことはあるか？」

「──死刑判決なら、出したことはある」

「ホホォ。そうかそうか、小娘の信念、度胸は、確かに裁きの神器に向いておるわ」

　勇者の目元が、笑う。

（なぜ、この勇者は、嬉うれしそうなんだ？）

　老人の反社会的な言動に苛いら立だつ姉を脇に、俺は違和感を覚えていった。

　勇者の、露悪的な態度。

　でも、直接俺たちを攻撃しようとはしてこない。

　むしろ、俺たちが所持者になるまで待っていたと言う。

　まるで、裁判官を、煽あおって、ある方向に乗せようとしているみたいな……

「エルフのガキに、ピンク。軟弱者どもの裁きのまねごとは、実に腑ふ抜ぬけておったわい。嘘うそ発見のオーヴなんぞに頼り切り、延々と進まずに、はや一月が経たった。人殺しの儂を、放置する。これは国家として正常な状態か──」

　老勇者は、一瞬、望郷するように、眼まな差ざしを遠くへ向けてから、言った。

「のう。小娘。まさか、『ニホンでは裁判に時間がかかるの』とか、言わんよなァ？」

「明日だ」

　裁判官が、立ち上がり、宣言する。




「大法廷で、明日、勇者ラマンの裁判を行う！」
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「被告人ラマン、入廷させてください」

　と、俺は、無線機のインカムマイクで指示をする。




　──冒険者ギルドの酒場での、勇者遭遇の後のこと。

　騒ぎを聞きつけてやってきた検察官イレアナ。

　七十歳の勇者ラマンは、意外にも大人しく、裏の宿に帰り。

　裁判まで、警官たちがその周囲を警備することになった。

　裁判所に戻った俺と姉は、裁判の準備に勤いそしんだ。

　姉は、イレアナから届いた起訴状等を読み、各方面への指示を飛ばす。

　俺は、最低限の刑事裁判の流れを学び、裁判当日の勇者の動線の確保、刑務官との動きの調整、開廷情報のネット掲示等をしつつ、シロと共に大法廷の整備をし。

　眠れない夜を、裁判所の住居で過ごして。

　チヨダク王国三日目の朝……あっという間に、開廷時刻、午前十時を迎えた──




「ザザッ──入廷完了。全員揃そろいました。補佐官、おジャッジ様、ご武運を──ザザッ」

　獣人の刑務官からの、最後の無線連絡が終わる。

（裁判するのに、ご武運って）

　いや、確かに、これは戦いなのかもしれない。

　人々から恐れられる、老勇者、ラマン。

　彼を迎える場所は、最高裁──改め、チヨダク王国裁判所の、大法廷。

　そこは、今、目の前、大きな木の扉──大法廷の裏扉を、一枚隔てた向こうにある。

「あっくん。これから、この世界最初の本物の裁判をする──絶対に負けられないわ」

　裁判官は試合前のアスリートのように、全身に闘志を充たしてオンにしていた。

（いつになく、熱くなっている）

　精神年齢が下がったからだろうか。

「了解。法律以外、全力で助ける」

　代わりに、少しでも冷静に努めようと思う自分がいる。

　ギギィ──

　勇者が定位置につき、刑務官がはけたのだろう。

　大法廷の内側から、シロが扉を開けたのだ。

（熱い）

　再び訪れた大法廷。内部には、異様な熱気が渦巻いていた。

　奥の真ん中から見る、巨大な円形の空間は、今は闘技場のように見える。傍聴人たちは先着順で座り、座席数を超えた人には、空間がある限り、立ち見を許した。ひしめき合うその姿は、コロシアムの観客のよう。その視線が、いっせいに俺と姉に集まる。

　身体がすくむ。浴びる視線の持ち主は、得体の知れない異種族混じりが、半分以上。

　本物の日本人。その矜きよう持じを胸に、前に踏み出す。

　動きについていくように、補佐官のローブがなびく。

　手元に、裁きの魔法で、開廷ウィンドウや、起訴状一式の入った裁判記録ウィンドウを出現させる。大法廷内部には、金属探知機のゲートをくぐらせ、身体検査をした者しかいない。だが、そんなので攻撃スキルの発動を防止できるわけはない。

　後ろ、姉がついてくる気配を感じる。万が一の時には、盾になるつもりだ。

　歩みを進め、大法廷の、裁判官の机の一つ向こう、書記の机へとたどり着く。

　傍聴人たちが、法壇に臨む姉を見て、ざわめく。その声音は、大法廷の奥──俺たちの背後の壁面、太陽を描いた二枚の巨大な西陣織のタペストリーに吸音され、響かずに消えていく。

　顔を上げ前を向けば、上には、溶解した天窓が。向こう、傍聴人入口の脇には、左右に二枚、巨大な月のタペストリーが。傍聴席には、多種多様な人々が。最前列には、王女が。右手には、検察官のイレアナが。それぞれ、確認できて──

　中央には、証言台を挟み、勇者がいた。

（手はず通り、日本式の裁判でやる）

　俺は、小さく息を吸い込み、声帯を震わせた。

「チヨダ元年（わ）第１号　勇者ご一行焼殺事件、開廷！　礼！」

　反響し、響く声は、自分のものか。喉を張った後の弛し緩かんに、血流が加速し、脳が眩くらむ。

　それでも俺は、勇者を見据えたまま、席に着き。

　起訴状と証拠写真が入った裁判記録ウィンドウを、背後の裁判官の手元に託し──

　瞬間、お互いの覚悟を、視線のみで共有した。

　──死刑。

　人殺しの事案次第では、極刑を下す可能性があった。

「裁判官ジヤツジ、我わが妻つまツカサ。待ちくたびれたのう──」

　半日ぶりに見るその顔つきは、好敵手に嬉き々きとする狂戦士のように、嗤わらっている。

　皮膚表面から浮かび上がる汗の玉が、生じるそばから弾はじけるように蒸気と化す。

　その異様な光景は、老いても圧倒的な攻撃魔法を保持しているのがわかる。

「小娘が、王国の英雄を裁けるかッ！」

　勇者の口から飛んだツバの一粒一粒が、小さな炎の球となり、俺と姉に降りかかる。毛髪が、裁きのローブが、焼け焦げた臭いがした。

「無論だ。裁判官はそのためにここに立つ」

　背後、裁判官に動揺はない。むしろ覇気が膨らみ、スゥ──と力を込めた呼吸音、

「汚い炎をわめき散らすな、問うのは裁判所わたしだ、被告人──ッ！」

　ハンマーを法壇に打ち下ろした、轟ごう音おんが響く。

　罵倒に対する罵倒──

　日本の裁判官が、ファンタジー異世界の勇者と相対した時、それは起きた。

「「裁きの欠片かけら──」」

　俺のポケットから、そして被告人の懐から、その小さな欠片は飛び出し。

　空中に舞い上がり──それぞれの欠片が、黄金色の巨大な皿となり。

　それぞれの上に、小さな人形が出現した。

　裁判所の皿には、ローブを羽織った姉と、俺。

　被告人の皿には、革の鎧よろいをまとった勇者。

　デフォルメされたフィギュアのようなそれを乗せた二つの皿は、上昇し。

　すでに出現していた巨大な黄金の天てん秤びんに吊つるされるかたちとなった。

　ゴゥン──

　厳かな軋きしみが、熱く沸き立つ法廷の中、ゴングのように重く響く。

　欠片が二つのためか。その巨大さは、カラースライム事件の比ではない。

　傍聴人たちが、唖あ然ぜんとして宙を見上げる。眼めが合った王女だけ、「アクト様ぁ～、がんばりガヴァナンスぅ～」と手を振ってくる。悪いけど手を振り返せる状況ではない。

「──机を叩たたいて威嚇音か。滑稽じゃ。実力のない者ほどよく吠ほえおる。儂わしにビビっておしっこチビったのを隠そうとしたんじゃろうが、小娘の青いケツごと透けて見えとるぞ」

「へらず口で隠したいのは自分が漏らしたからかな、被告人ラマン。七十歳、住所不定でご不安なのはわかるが、ケツを締め、法廷は汚さぬよう願いたい」

「フン、宿を監視し、ここまで連れてきおった王国の公僕ども……ビクビクと怯おびえた顔ばかりしおってな。王国の平和ボケの体たらくがようわかったわい。儂が対魔獣戦線におった時はのう、」

「今、この場で行うのは半世紀前の昔話ではない。さて、今ので人定質問はクリアとする。補佐官、記録して」

「了解」

　俺は、余裕のある感じで、手元のウィンドウをそれっぽく操作する。

「おい、その、じんていしつもんっちゅうのは、なんじゃ？　呪文か？」

　良い感じに戸惑う勇者。裁判所側が上であるように見せていきたい。

「この場の全員にご理解していただくため、説明する」

　王国民の疑問に応えるというかたちで、解説を始める。

「裁判所は、日本国刑事諸法に則のつとり、本日の公判を粛々と進めていく。裁判所の裁き方について、昨日のカラースライム事件をご存ぞん知じの方もいるだろう。しかし、今回は適式な刑事裁判であり、かってが違う。この場で行われようとしているのは、国家による刑罰権発動の是非である。大きなルールとして、罪刑法定主義があり──」

　説明の間、俺は書記の机の下にある機材をチェックする。

　機材は、裁判所の建物を王女がコピペした際に、同時にコピペされた日本のモノだ。パソコンに、モニターもあり、今は、有線接続された、裁判所内の監視カメラの映像や、撮影機材が収録している報道用の生裁判映像を映し出していて、補佐官おれがチェックすることになっている。

「──というものである。よって、刑事司法によって力を縛られているのは裁く側であり、被告人は無罪が前提である。検察官は犯罪の立証責任を負う。立証されたとして、裁判官は被告人と対立するものではなく、情状酌量の余地を見たいと思っている」

　報道用映像を撮っているのは、メイド長のシロ。開廷と同時に、傍聴人入口の付近から、報道記者みたいな大きな機材で現況を撮影している。周囲には、何名か部下らしきメイドたちがいて、警備や、予備のカメラの操作にあたっている。

　姉と俺は、今回の裁判を広く公開の裁判にするため、生放送することにしたのだ。

「刑事裁判のおおまかな流れはこうだ。人定質問、検察官の起訴状朗読、被告人及び弁護人の意見陳述、冒頭陳述、証拠調べ、検察官の論告求刑、弁護人の弁論、被告人の最終陳述、そして最後に判決……」

　昨日、姉は「ナメられないためにも、迅速な裁判と、刑の執行を行う」と言っていた。

　それは老人にケンカを売られ侮られた無力な裁判官という姿を見せないためでもある。

（俺たちが今、立ち向かっているのは、チヨダク王国自体なのかもしれない）

　はたして、日本人が、異世界の国の重大人物を、正しく裁くことができるのだろうか。

　ここでミスを犯せば、国中の信頼を失い、俺と姉はすべてを失うだろう。

（憧れのファンタジー異世界で、まさかこんな展開になるとはなぁ……さて、と）

　愚痴は今ので終わり。不安や恐れよりも、目の前のことに集中する。

「さきほどの被告人の発言は、人定に足る。訴訟の進行に応じていただき感謝する。今後はなにも言わずとも良い。喋しやべれなくても、被告人に不利益を課しはしない。これを黙秘権という。ご理解いただけたかな？」

　裁判官の朗々たる説明は、法廷での信頼感を稼げているように感じる。

「イイのう。裁きの天てん秤びんに認められる裁きには、相応の手順が必要ということじゃろう。魔王を討伐した儂わしを、処刑できさばける勇気があるところを見せてもらおう」

　最初から、姉と勇者の会話はどこかちぐはぐだった。

　ていうか、この老人の言い方、裁きって処刑のことだと捉えているような……。

「次！　検察官！　起訴状朗読を！」

「はいっ！　おジャッジ様！」

　指名され、緊張した表情で、検察官席から立ち上がる斎さい藤とうイレアナ。

　小声で「おジャッジ様に認めてもらうデビュー戦、頑張るぞ」と呟つぶやいたのがわかる。

（発言記録ウィンドウも、便利だな）

　俺の手元には、この法廷の当事者がどのような発言をしたのかを自動的に文字起こしし、記録するウィンドウがあった。これで、法廷内の呟つぶやきも把握することができる。

　法廷の中、俺だけは目立たぬように座って、広く物事の観察に努めた。

「──被告人は、先月三日、午後八時頃、チヨダク王国内自治区始まりの草原、勇者村の窪くぼ地ちにおいて、勇者ご一行であった、フィオナ当時六十八歳、キース当時六十九歳、ナイトハルト当時七十二歳、それぞれに対し、殺意をもって、次々と神か炎えん魔法を放ち、よって、以上三名を焼失せしめ、次々に殺害した。罪名、殺人！　罰条、刑法１９９条！」

　検察官の口から、朗読されたそれは、焼殺事件。

　姉と俺は、事前にイレアナの起訴状と、証拠写真を見てはいる。

　それでも、天てん秤びんの下、すべては法廷で明らかにされなければならない。

「──被告人、意見を」

　法廷の人々の視線が、検察官から、被告人に集まる。

「ホォ。意見、そうじゃのう……」

　ボリボリ、と頭部をかき。ふざけたように首をかしげ。

「小娘、小僧が腑ふ抜ぬけであれば、次の死体は『ニホン人ご一行』にするつもりじゃよ」

　ニタリ、まるで破滅を愉たのしむように嗤わらった。

「話にならんな。次、弁護人。意見を──」

　苛いら立だつ裁判官の訴訟指揮が、勇者の弁護人に向けられる。が、

「弁護人はどこにいる。全員揃そろったと聞いたはずだが？」

　弁護側の席……俺から見て左手の席には、誰もいないように見える。

「はっ。あやつは、ついさきほどまでいましたので、そこにいると思います」

「どう見てもいないだろう。本件は必要的弁護事件、弁護人がいないのであれば、」

　と、その時だった。




「異議ありっ！　なのじゃぁっ！」




　どろろろぉぉぉぉぉん──と、煙が立ち込め、一枚の葉っぱが舞う。

　無人、と思っていた弁護人席、その椅子の上に、狐きつね色のパーカーを着た幼女が現れた。

　狐耳の生えた頭部、ちっちゃい園児のような身体には、不釣り合いなほどに大きくモフモフとした狐の尻尾が五本も生えている。

「くっくっくっ──大法廷の声の響き、いとをかしっ！　待ち望んでおった、ホンモノの裁判げえむ……わっちの最初の台詞せりふはコレじゃと決めておったのよ」

　愛くるしさと小憎たらしさを満載にした顔面を得意げに輝かせ。

　子狐は、ズバビシィッ──っと人差し指を裁判官に突き出していた。

（スライムストアの裏手から出てきた子だ……まさか、妖よう狐こ？）

　俺がそう思ったと同時、無線に着信が入る。

『──アクト様、その者は、九尾の狐きつねのハーフ、傾けい世せいたまも』

　シロからだ。インカムマイクからくる情報に集中する。

『彼女の【葉隠れの術】は、レベルが高く、察知できず申し訳ありません』

　妖よう狐こに、術──『この世界って、妖怪もいるの』

『数は少ないですが、和妖怪もおります。そして、彼女は、見た目、肉体年齢は五歳児ですが中身は妖狐としての数千年の記憶を引き継いでおり、高い知能スキルを持つ──』

　俺の疑問を含め、シロが教えてくれる。

『老ろう獪かいな、くせ者です。チヨダク王国司法試験で一位をとり、弁護士登録されています』

　なるほど。あいつが、一位。

（いわゆる、ロリババアというやつか……強キャラの雰囲気がする）

　シロからの整理された情報に、警戒心を強める。が、

「なぜ幼児がここに……」

　と、姉は幼児の正体に気づかない。

「たまも。いい加減にしろ。ここはな、遊んでいいところじゃないんだ」

　代わりにたしなめるのは、検察官のイレアナだ。

「わっちは遊べるところで遊ぶ。愉悦が第一じゃ。わっちからすれば生まれて二十だかの歳月しか経ていないもんが大まじめな顔で集い、深刻そうにしたところで児戯にすぎん」

「ふざけた女狐め……王国の秩序を弄びやがって……資格を剥はく奪だつするぞ」

「くっくっ……試験で負けた腹いせにわっちを虐いじめたことになるぞ、イェレーニアナ」

「ワタシを、捨てた名で呼ぶなっ！」

　言い争いを始める、目の前の二人。

　シロから『お二人は、犬猿の仲です。試験の順位を巡る因縁もありますが、西洋風ふう幻想種族と、和妖怪種族とで、もともとなんとなくウマが合わないそうです』と追加情報。

（女狐だとか、わざと古い名前で呼んだり……煽あおり合ってるようだしな）

　検察官と弁護人が、やっかいな組み合わせだ。さて、

《──ツカ姉ねえ。シロから情報が入った、聞いて──》

　と俺は、この隙に弁護人の情報を姉に念話魔法で伝えた。

「わっちを嘘うそ発見のオーヴで嘘つき扱いし、牢ろう屋やにぶち込みおって！」

「それも勝手に脱獄しただろっ！」

　罵り合う二人の裏で、姉から、《五歳児が弁護士なわけないじゃない》と念話がくる。

《ツカ姉だってその見た目で裁判官でしょ。……よく、衣服を見て》

《確かに、弁護士バッジをつけている》

　弁護人の衣服には缶バッジ、ポケットからはゲームのストラップ……とジャラジャラとしており紛まぎらわしいが、襟元、向日葵ひまわりと天てん秤びんをあしらった弁護士の証あかしは確かにあった。

《ファンタジー異世界では、見た目と中身が違うなんてよくあることなんだよ》

《じゃあ、本当に一位……わかったわ。無下にはしない》と、飲み込んだようだ。
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「一ひと月つきぶりじゃのう、妖よう狐こ。裁判の再開で出てきおったか」とは、被告人。

「ん。ラマ坊よ、久々じゃな。あのオーヴがあるとわっちの発言はことごとく通らんからのう」ケラケラと笑う子こ狐ぎつね。「──にしても、さらに痩せこけておる。眠れんか」

「フン、もうじきじゃ。……おまえは仲間じゃぁないが、儂わしの記憶があれば儂の誓いもわかっているはずじゃ。ジャマをしようもんなら、この場で狐のバーベキューじゃ」

　……二人の関係は、仲間というわけではないようだ。

「──弁護人、異議ありとは」と気を取り直した姉が問う。

「ん。ああ、じゃから言いたかっただけじゃ。ま、進めてもらって構わんぞ」

　意外にも、簡単に引いた子狐。が「わっちはな、げえむ『反転裁判』のように、裁判をひっくり返して愉たのしむだけ。イェレーニアナの泣き顔か、ニホンの小娘の狼ろう狽ばいか……くっくっくっ」と、不穏な呟つぶやきをしたのが発言記録ウィンドウに示された。

（この狐……なにか企たくらんでいるようだな）

「次の手続きに入る。検察官、冒頭陳述を」

　法廷の中、俺以外が立ったまま、裁判が進んでいく。

「はっ。おほん……検察は、あらためて、被告人の経歴、能力を整理した。被告人は、七十年前、始まりの草原において、いずれかの村の村人に、新生児として拾われた──」

　法廷の空気感が、変わる。

　半世紀以上も前の、草原に、一人ぼっちの赤ん坊がいる光景を、思い浮かべる。

「父、母は不明。天涯孤独のその子を、草原の村人たちは、共同体の子として、全員で育てることにし、名をラマンとした」

　初めて聞く、本物の勇者の物語の始まりに、俺は立場を忘れて聞き入った。

「かくして村の子どもとなった被告人であるが、十一歳の頃、魔王が産みだした凶悪な魔獣の襲撃が活発化。一夜にして、育て親、友人らを虐殺され、村は半壊状態となる。この際に、遺伝していた炎神族の血筋が覚醒。怒りが満ちるほど強く、意思に応じて形をとり、なんでも燃やして溶かす攻撃魔法【神か炎えん】を習得。周辺の魔獣を単独で討伐した。その後、王国軍に入団。対魔獣戦線に参戦し、幾度も魔獣の侵攻を食い止め、軍団内での戦士ランキングを駆け上がる。齢よわい十三にして、各地の魔獣、魔王を討伐する勇者として登録され、旅に出た──」

　どこかで聞いたことがあるような、定番じみた、英雄の始まりの物語。

（トラウマ系で、特別な力を受け継いだ人間が、強力な魔法を持って、国の組織で成り上がり、やがて復ふく讐しゆうのために旅に出る……）

　似たような話を、漫画を、ゲームを、いくつも知っている気がする。

「勇者ラマンは、その旅路の中で、当時差別されていた者たちを積極的に仲間に引き入れた。魔族混じりの剣士フィオナ。元盗賊の鳥人キース。自身を暗殺しにきたナイトハルト……その他、荒くれ者を次々に引き入れた勇者ご一行は、三年の月日をかけ、大陸の果て魔王城へとたどり着く。勇者ラマンはすべての怒りを炎に変え、魔王城内部で待ち構えた魔王の幹部、魔王、すべてもろとも、魔王城に足を踏み入れることなく、焼き尽くした。この画期的な討伐は、俗に神しん炎えん[image: ]れん獄ごくと呼ばれている」

　すさまじく、豪快で、気持ちの良い活躍だ。

　検察官が語る昔話。中高年の者たちはすでに知っているのだろう、静かに頷うなずいている。

「これまでは、魔王は討伐されたとしても、魔素として世界を循環し、数年から数十年の周期で復活していた。しかし神炎[image: ]獄は、魔王城の特殊な環境に予想外の反応を示し、魔王は復活ができない状態となった。かくして、世界から魔王は消え失うせ、魔獣たちは魔王によって凶暴化されることがなくなり、世界各国は対魔獣戦争から解放された。王国の伝統により、勇者ご一行に対し、永遠に酒とつまみを提供する飲食特例法が適用された」

　今のこの、豊かな国の礎を築いた英雄。そのくらいの特権は当然に思えた。

　俺は初めて英雄譚たんを聴く若者と同じように、驚きと興奮を抱いて聞き入る、ものの……

「しかし。被告人に関わる輝かしい記録はここまでとなる。被告人は、帰国するやいなや、当時大規模コピペ魔法を成功させ始め、首都の名をチヨダクと改めた先王様と対立。反抗するようにチヨダク王国直轄地であった始まりの草原を自治区とし、国交を断絶させ、故郷の村を勇者村という中心地とし、草原に点在する村々を、恐怖で支配した」

　話の雲行きがあやしくなり。

「にもかかわらず、勇者ご一行は首都チヨダクにたびたび出現。昼夜問わず、飲食店に入り浸り、酒とつまみを要求。数々のケンカ、揉もめ事を引き起こす。だが、被告人の持つ強力な魔法に対する畏怖もあり、先王様含め、誰も対処ができず、チヨダク民はただ恐れおののいた。繰り返される悪行はこの約五十年間やむことはなく、先月二日、事件の前日まで続いていた」

　クズの話になってきた。

　傍聴席の人たちが、被告人を見る眼めに、侮蔑が混じり始める。

（酒場であんなに嫌われていたわけはわかった……でも）

　どうも、話の詳細がわからず、モヤモヤとした気持ちを覚える。

「先月三日。事件は午後八時頃。始まりの草原において、三回の炎が確認され──」

「儂わしが、殺した」

　──裁判の、進行が、止まる。

「言われているとおり、儂が村々を恐怖支配し、儂が神か炎えんで、三人を殺して、消した」

　老勇者の被告人は、薄ら笑いを浮かべながら、そう言った。

「──自白、するのか」裁判官が問う。

「じゃから、最初から言っとるじゃろ。小娘に王国の英雄が裁けるか──と、のう。とっとと、死刑判決っちゅうのを出しとくれ」

　被告人は、死刑を望んでいる。

　俺は、表情には出さないが、目の前の事態に面食らう。

「おジャッジ様──そう、これは自白事件なのです。被告人はこのように己の罪を認め、死をもって贖しよく罪ざいをする気なのです。凶悪殺人の併合罪による、死刑を、求めます！」

　と威勢良くイレアナが言い切る。

　が。

「おジャッジよ。これまでの話の中にはな──嘘うそが含まれておる」

　弁護人の椅子の上に立つ、傾けい世せいたまもが滔とう々とうと語る。

「この事件は、第一回公判でもこの段階まで進んだ。しかし、嘘発見のオーヴが赤く光っての。なにかが違うんじゃよ。誰かが嘘をついているんじゃよ。どうじゃ、おジャッジ。嘘はなんだか見抜けておるかぁ？」

　ケタケタと、悪戯いたずら小僧のように嗤わらう子こ狐ぎつね。

「嘘発見のオーヴなどというものは、すでに破壊した。本件に関係はないっ」

「関係ない？　いんや、わっちが言っているのは真実じゃぁ！」

　騒ぐ狐に、対抗したのは被告人、

「妖よう狐こォ──ジャマするなと言ったじゃろうがァ──」

　怒りの形相、手のひらの上に火の球を作り始めた。

「おぉ！　怖いっ！　わっち、燃やされちゃう！　かよわい五歳児がっ！　法廷でバーベキューにされそうじゃぁっ──なのにおジャッジは、なんもできんのか？」

　あくまで弁護人が揺さぶろうとしているのは、裁判官席の姉だった。

　弁護人の言葉ゆえか、この場の騒乱のせいか。

「「「疑ぎ義ぎの赤あか錆さび──」」」と、人々が口々に言った。

　大法廷に、一つ、二つ……十、百、と、小さな赤黒い粒子が飛び始め。

　頭上、大天てん秤びんの俺と姉の人形が乗る皿が、腐食したように染まり始める。

（まずいっ……裁判所側に、疑念が持たれ始めた）

　このままでは、裁きに失敗してしまう。

　そして、裁きの欠片かけらの所持者としての資格は、失われるのだろう。

《あっくん──ごめん、なにが嘘うそなのか、どうすればいいのか、わからない》

　無理もない。俺たちの情報は少なすぎる。あのハーフ妖よう狐この方が上手だったんだ。

《ツカ姉ねえ──情報が足りない。裁判を、いったん中止にしようっ》

《そんな……こんなはずじゃ……》

　振り返る。裁判官は中空を睨にらみ、歯ぎしりをしている。

《ここで逃げれば、あのジジイにナメられるわ》

　諦められない姉。その心配は、その通りだと思う。が、

　ゴ、ゴ、ゴ、ゴ、ゴ──

　上空にあった裁きの天[image: ]が、下降し、俺と姉の前にまでやってきた。




【我わが妻つまツカサの、誓約違反を検知】




　無慈悲な文言が表示される。

　──誓約。

　その内容は、『世界のため　真実と良心に基づき　嘘偽りを見破り　正しい裁きを行うことを誓います』だった。嘘偽りを見破れていないと測定されたのだろう。




【制裁──　二度ト　法廷ニ　立テナイ身体ヘト　肉体ヲ改造ス】




　天秤の皿の上、俺と姉、そして勇者の人形が消え。

　皿の形が変形し、金属の鋭い触手が、いくつも生え始めた。

（まずい、なんとかしないと──）

　先に動いたのは、被告人席、勇者ラマンだった。

「【神か炎えん魔法】、業ごう炎えん弾だん──ッ！」

　傾けい世せいたまもに向けながら、大きく育てた炎の球を、天秤に向けて勢い良く射出する。

　白色に近い紅あかい球は、天秤にかち当たり、爆竹のような炸さく裂れつ音おんを立てて飛び散った。

　眩くらんだ視界、大法廷が一瞬で灼しやく熱ねつのサウナ状態になったことを肌で知る。

　散り散りに飛んだ炎の威力をまざまざと体感する。

（神炎魔法──すごいな）

　欲しい──この場の状況を一瞬忘れ、俺は内心思ってしまう。

　その時心の奥底で、【習得　神か炎えん魔法】と文字が表示された感触があった。

（まさか、習得したのか……いや、しかし……今は状況の把握が先だっ）

　──眩くらむ視界が、再び色を取り戻す。

　天てん秤びんの皿に生えていた触手が止まったように見える。

　勇者の神炎で止まるなら、それでいい。もしとどめが必要なら、俺が、この天秤を──




　ギ、ギ、ギ、ギチギチギチギチギチギチッ




　天秤の触手は、止まりはしなかった。

　周囲、さらに増えた疑ぎ義ぎの赤あか錆さびを数百と取り込み、赤黒い尖とがった針となっていく。

「フン、やはり効かぬようじゃのう」

　嘆息する勇者。彼の暴力で止まらないのなら、誰の攻撃でも無理だろう。

《ツカ姉ねえ──真実のために、どうにか、中断を！》

　迫る神器の触手針に、いっさい引かずに腕を組んでいた裁判官。

　その口が開いた。

「──真実性につき、疑義があるッ！」

　喝破に、触手の動きが止まる。

「裁判所はぁ、一時休廷しッ！　刑事訴訟法１２８条ぉ、検証を、行うッ！」

　──法廷の視線が、裁判官に集まる。振り返った俺もその姿を仰ぎ見る。

　裁判官席の背後、左右二つの太陽のタペストリーは、飛び散った勇者の炎によって燃焼していた。燃え盛る様は、二本の炎の柱のよう。その合間に挟まれた美少女の、長い黒髪が上昇気流に乗って舞っている。されど裁判官は、一歩も動かず、なおも法的判断をくだしていた。

「くっくっくっ！　ここで刑訴法とはのぅ！　いったいなんのへりくつじゃぁっ!?」

　食ってかかるのは、弁護人の傾けい世せいたまもだ。

「検証するのは、検察側提出済みの証拠に関連するいっさいすべてッ！」

「ワ、ワタシの証拠の──どこにっ」

　さらに、抵抗するのは検察官イレアナ。

「殺害された遺体の写真が、ただの更地の写真ではないかッ」

　──俺は、手元の裁判記録ウィンドウにある、『検察側　証拠写真』をすべて拡大し、大法廷中に広げた。

　ズラリ、と並ぶ、数十枚。大きく分けて、リトルギンザから観測された三回の大きな炎の写真。色味は三種類。赤黒い炎。黄色がかった赤い炎。白色の柱のような炎。そして犯行直後の現場写真。が、現場には遺体がなく、夜の草原にできた大きな窪くぼ地ちと、黒く煤すすけた土しか写していない。

「そ、それは……被告人の能力的に、燃やされた者は残っていないのです！」

「──だとして、炎の魔法の実際の力についてはギモンが残る。死体を消失させるほどの能力であれば、証言を出せるはずなのに、証人がいないッ」

「しかしっ！　すでに冒ぼう陳ちんで述べたとおり、被告人の凶悪さは明らかでっ」

「被告人の前科前歴もォ──ふじゅぅぅぅぶんッ！」

　細い腹から出された言葉は大法廷に響き、天てん秤びんと、巨乳が揺れる。

「被告人の悪人性は、噂うわさ話ばなしレベルにすぎないッ！　客観的な証拠力を欠いているッ！」

「そそそそれは……そう、ですが、なにぶん当時の記録は整理されておらずっ」

「かまわなぁいッ！　この国の英雄を裁くため、この国にある限りの、五十四年分の犯罪記録、全てを提出せよッ！」

「そ、そこまでのお覚悟とは──はっ！　おジャッジ様の、御意にっ」

　イレアナは引き下がり、深々と頭を下げた。

「おい待て待てェッ！　なんじゃ、結局ゴタクを並べ、逃げるつもりじゃろうッ!?」

　最後に食い下がるのは、被告人、勇者ラマン──

「──法廷等の秩序維持に関する法律第２条、及び第３条ぅぅぅ」と裁判官が言う。

「はァ？　なんじゃその呪文は？」

「太陽のタペストリーに放火を行った被告人に対しては、法廷の秩序を乱した者に対する制裁として、二十四時間の拘束をほどこぉすッ！」

　裁判官の言葉に応じるように、空中、

【監置　被告人を、二十四時間拘束する】

という文字が出現し、そして──

「クソ、【神か炎えんま、」

　勇者が言うよりも速い。文字列は被告人の身体に吸い込まれていき、

「ぐ、がぁッ！」

　ドゴォッ──

　老人の身体は、証言台を叩たたき割り、床に張りつけ状態となった。

（ツカ姉ねえの文字の力……【法文重力ローグラヴイテイ】か）

　黒々とした文字が、勇者の皮膚表面で蠢うごめいている。

（さすが、ツカ姉だ。ここまで裁きの魔法の力を引き出し、持ち直すとは）

　事の次第を見ていた傍聴人たちの表情が変わっていく。姉に正義があると感じたのか、裁判官の周囲、天秤を覆っていた赤黒い粒がすべて晴れていく。

（この世界に来たのが、ツカ姉で良かった）

　この場の展開に飲まれず、的確な法をいくつも引用できる能力は、この世界はもちろん、どの世界にも、姉、我わが妻つまツカサを除いていないだろう。

　が、安心するのは早かった。




【信頼値の不足】




　天てん秤びんの下、文字が現れる。

　手元のウィンドウで確認してみると、その数値は【０】となっていた。

　さらに、息つく暇もなく、新たな文字が黄金の天秤の下に現れる。




【二十四時間以内の裁判再開の担保として、いずれかの質入れを要す

　　　　　　　　①我わが妻つまツカサ　　　　②佐さ藤とうアクト　　　　　　　】




　──担保。俺が、その文言の意味を、理解しようとする間に。

「質にふさわしいのはぁ──この、裁判官わたしだッ！」

　姉の決断がなされてしまった。

　ゴ、ゴ、ゴ、ゴ、ゴォ──

　二つの皿が融合し、天秤は新たな形態──一つの、金の鳥籠にも似たかたちをとって。

　バグンッ！　と裁判官を捕食するように捕らえてしまう。

「──くぅーくっくぅっ！　失職せんで良かったのう！　げに面白きっ！」

　弁護人がピョコピョコ跳ね、手を叩たたいて嗤わらう。

　床に顔面をめり込ませた被告人が、何事かを呟つぶやいた。その内容は、俺の手元の発言記録ウィンドウに、「二十四時間……エルマは、なびかんじゃろう」と、表示された。

（エルマとは、いったい、誰だろう）

　この事件のカギを握る者なのか。

　今、どこで、何をしているのか。

　俺の疑問をよそに、混迷する大法廷を、閉じる声──




「命に賭けて誓おう──チヨダク王国裁判所は、二十四時間後、絶対に判決を下すッ！」




　──神器の檻おりの中、裁判官は宣言した。











[image: ]




　裁判を二十四時間中断することになった後。

　俺とシロは、姉を閉じ込める天てん秤びんの檻おりを外そうとしたけれど、不可能だった。

　鳥籠の中の鳥のような状態の姉と、対策を話し合った結果。

　俺が外で勇者の情報を集め、姉がここで調べを尽くすこととなった。

　勇者の話のどこかに、嘘うそはある。真実をもって、見抜かなければならない。

「──できれば証人も欲しいわ。遠くからも観測できる炎……目撃者がいたはずよ」

　そう言う姉を残し、俺は一人、裁判所を出た。




「王宮ランの時ぶりだな。勇者神社──」

　走ってきた、荒い呼吸を整えながら、チヨダク内、大きな神社の鳥居をくぐる。

　寂れたような神社の、境内に入り、本殿にまでくれば、まるで俺がやってくるのを待っていたかのように扉は開いていた。

（あやしいけど、時間がない。入るしかない）

　現在の時刻は、ちょうど正午頃。

　それでも、これから証人を探す苦労を考えれば時間の猶予はなかった。

　内部へと、踏み込んでいく。

　建物こそ、日本のコピペのようでも、違う。

　そこにあるものは、圧倒的な、ファンタジー異世界の産物だった。

　足元に転がるのは、巨大なドラゴンの剥はく製せい。

　討伐した勇者ご一行の名前が、その牙に刻まれている。

　ドラゴン以外にも、トラックほどに大きな胴体を持つワイバーンらしき剥製。頭部が三つある異形の魔獣ケルベロスらしき剥製……。

「すごいな……壮観だ……」

　思わず、感嘆する。本当に、凶暴な魔獣とやらは、この世界にいたのだ。

　だがそれらは、放棄されたように、雑然と置かれ、埃ほこりをかぶってしまっていた。

　荒れ気味の置き場を避けて進むと、広いスペースに出る。

　そこには、大量の横断幕、立て看板があった。

『勇者　魔王討伐おめでとう』『世界を救った救世主』『ありがとう』『若き英雄の帰還』『村の誇り　熱き漢おとこラマン』……

　古い毛筆の文字で、手書き。どれも黄ばみ、風化している。

　内容から、今から五十四年前、魔王討伐直後に作られたものだろう。

　途中で製作が放棄されたものもあり、気になって、見ていると、

「──到着いたしました。ご主人様」

　背後から、声をかけられる。来ることはわかっていたので、驚きはしない。

「無事だった？」

「ラマンさんは、裁判所地下の監置所へ。抵抗はされず、穏便でした。神社からの資料の運搬には、王家の馬車を用意いたしました」

「おぉ……さすがシロ。本当に助かるよ」

「エクスタシア様の代わりの裁判に、この程度の支援、メイドとして当然です──」かぶりを振るシロは、俺の身体が向いている方を察したようで、「それらの品々が、気になりますか」と訊きいてくる。

「ああ、なんでここに放棄されてるのかなって」

「この神社に、カギをかけた先王様のメイドから聞いたことがあります。五十四年前、十六歳の勇者ラマンさんは、魔王を討伐した後、故郷の始まりの草原を通って、チヨダクに帰還されようとしました。その後、お祝いの凱がい旋せん式が行われるはずだったのですが──」

　シロの涼しげな声音が、木造の神社の床や障子に、響き。

　この場に、意味を与える。

「先王様は、その時十五歳。大規模なコピペ魔法を次々に成功させ始めたご年齢で、大勢の人気を獲得し始めた時期です。始まりの草原でも広範囲のコピペを成功させたのですが、その件をめぐってラマンさんと争いになったそうです。そのため、お祝いも、凱旋式も、すべて中止となりました」

「じゃあ、勇者は、魔王を倒したのに、国民から祝ってもらえなかったってこと？」

　コクリ、とシロは頷うなずいた。

（なんて、可哀かわい想そうに……）

　老人の過去。俺は、もっと知りたいと思うようになった。

「ご主人様、おジャッジ様に、その、剥はく製せいは運搬されませんよね」

「──ああ。奥に進もう」

　さらに、神社の内部に入っていくと、資料室のような部屋があった。

　中には……木簡や、羊皮紙、それに紙なども合わせて、勇者と魔王の戦いや、当時の勇者ご一行の冒険の記録などが雑然と──何百冊と──置いてあった。




『場所を先王様が提供してくれたので、勇者の遺物は暫定的にここに納める　一同』




　古びた紙が掲示されており、勇者関連の資料はこの場に集約されたことがわかる。

「この部屋の書類、全てツカ姉ねえに運んでもらえるかな」

「承知いたしました」シロはどこからともなく広げた段ボール箱に資料を詰め、「ご主人様は、他の探索、調査をお続けください」と台詞せりふを残し立ち去った。

（さて、俺は……あっちを見ようかな）

　通路の脇、展示室という部屋を、視界の端で見つけていたのだ。

　中に入れば、まず出迎えたのは、勇者の始まりを示す大きなタペストリー。

「『勇者ラマンに、初期装備の革の鎧よろいを授けた』シーンか……」

　先々代の国王の肖像らしき絵面だ。注意書きには、『※　神か炎えんの勇者は、この初期装備のまま、魔王を討伐した』とある。かなりロックだと感じる。

「『魔王城のミニチュア』か……」

　続く説明には、『大陸の果てに城を構え、長きにわたり凶暴な魔獣を生み出し続けた魔王。入城して帰還できた者は不明で、内部構造も、魔王の姿も不明』とある。

（尖とがってる……この魔王を、倒したのか……すごく……）

　格かつ好こいいじゃんか。

　ロックで、誰も成し遂げられなかった活躍を、している。

　歩きながら、自分の口角が上がっていくのを感じた。

「おっと」知らず、俺の足先が、転がっていた水晶球に当たった。




　──『ラマン様っ』『アニキっ』『兄者っ』




　映し出されたのは、映像だった。映像を記録し、映すオーヴのようだ。

　映像の場所は、荒野の丘の上。三人の人型の異種族たちが、ある一人の青年に駆け寄っていくシーンだ。

『ハァッハッハッ！　魔王なんてよ、このオレにかかりゃ──ゴホッ！』

　血ち反へ吐どを吐いた十代の人物──紛まぎれもない。勇者ラマンだ。

　見入る。

『みんな、よく、ついてきてくれた。この仲間たちだから、ここまでこれた。やり遂げられた。見返してやったな。オレらを、差別してきた連中を──』

　みな、傷ついていた。乾いていない生傷を持ったまま、抱き合い、喜んでいる。

　さらに勇者に駆け寄る人々が増えていく。

『おいエルマ。なに撮ってんだよ、来い──』

　映像が揺れ、消えた。

　俺はそのオーヴを手に取り、それらしき台座に戻した。脇には、『勇者ご一行の活躍により、当時の異種族混じりに対する差別的扱いは、激減した』と書いてあった。

「本物の英雄じゃんか」

　つい、独ひとり言ごちてしまう。

　俺の声は、興奮で震えていた。

　憧れていた『世界を救った英雄』というのを感じることができて、嬉うれしい。けれど、一方で、どうしようもない寂しさをも覚え始める。

　この場所は、あまりにも、廃れていた。

　……一人。カビ臭い、展示室の空気を吸う。

　いくつかのタペストリーは、黒ずみ、カビが生え、もう人物の表情がわからない。

　ここは、英雄の、果て。

　忘れないように作られたモノすらも、忘れ去られようとしている。

　ここにある過去の勇者と、今の老いた勇者とが、目まぐるしく脳裏を巡る。

　この国に来てから見たモノを思い返す。

　大法廷、日本車、王女の部屋のアニメグッズ、ウニクロ、ドワーフ印の模倣品、聖地アキハバラ、リトルギンザ、スライムストア、お品書き……。

　日本のモノが増え、それに惹ひかれた人々が増え、目新しい文化やモノが生まれていく、楽しく豊かな発展。その一方で。

　救国の記憶は、ガラクタのように、誰もいない片隅で、埃ほこりをかぶっている。

　俺には、どうしても、これが、ふさわしい扱いだとは思えなかった。

　もし、日本からコピペされ、大量に出回ったモノが、人々の興味を根こそぎ奪い、こうした貴重な品々の扱いをおろそかにさせたのなら、それは、日本文化による、ファンタジー異世界文化に対する、侵略なんじゃないだろうか。

　この国にとって、これは、本当に豊かな状態なのか。これで、この国は良いのか。

（この国の豊かさ？　本当に良いのか？　そんなの、俺なんかが考える問題じゃ──）

　違う。

　ゾッとする。

　姉を助け、ゲームをするような感覚で、ここまでやってきた。

　でも、今、この国で発生するおかしな問題を、本当の意味で考えられるのは、俺しかいないんじゃないか？

　姉は、ファンタジー異世界というものをどうしてもわかっていないところがある。

　チヨダク王国の人たちは、個性が強すぎるし、日本のモノを妄信する傾向がある。

　この世界にきた、ゲーム、ファンタジーが好きな、普通の高校生。

　そんな自分だけに。この王国のために。できること……。

「剣士『フィオナ』、盗賊『キース』、暗殺者『ナイトハルト』……」

　顔を上げた時。勇者ご一行の主要メンバーとして、飾ってある写真に気づいた。その顔は、さきほどの映像で真っ先に勇者に駆け寄った三人であり。

　今回の焼殺事件の被害者、と、されている。

「真実を知りたい」

　本当に、この三人を、勇者が殺したというのか？

　そこに嘘うそがあるのなら、俺は──

「絶対に解き明かして、どうにかしてあげたい」

　生まれて初めて、心の底から、熱い気持ちを覚えた。

　……いや、どうだろう。驕おごりだろうか。ここの展示の、熱に、浮かされただけかもしれない。なら、なぜ自分は、勇者の展示に、こんな気持ちにさせられているのだろう。

　古びた、勇者や、魔獣の剥はく製せいの臭いに充みちた場所で、頭がどうにかしてしまったのか。

　そんな時、

「坊やに良いこと。わっちが教えてあげりんす」

　やけに妖艶な、色気を孕はらんだ声が聞こえた。
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　勇者神社の中庭、その造りを観賞する回廊の一角に進めば、

「──くふふ。坊やぁ、わっちと気持ち良いことしゃぁせぇん？」

　やたら妖艶な女が、和装をはだけさせて、誘うように寝転んでいた。

「なんだ、こいつ」

　俺のセンチメンタルな気分を無視して、なにかとんでもないやつが出てきてしまった。

　しょうがないので、間近に見る。

　艶あでやかというべき色気、ロケット型のお胸のサイズは、姉に近いほどでかい。

「ほれ、ほれっ。チラッ、チラリ～ん☆　おっぱいボインボインっ☆」

「……まあ、エロいんじゃん」

　無下にもできず、いちおう答えてあげる。でも、寒さむ気けがしてきた。

「あっはぁ～ん☆　きてぇ～ん☆　スリスリっ☆　お触りしてぇんっ☆　そんでわっちの下僕になっちゃえ☆」

　すり寄ってきた美女のお尻からは、狐きつねの尻尾が九本生えている。

「なぁ君。傾けい世せいたまもだよな」

「えっ──なして、わっちが、変化の術を使っとるとわかった」

「この場の流れ的に……狐だし……」それ以外、不自然すぎるだろ。

「ちっ……母の姿をとったのは失敗じゃったのぅ。補佐官、佐さ藤とうアクトなる坊よ」

　ぽよよよぉぉぉん──と、術を解けば、大法廷から帰らせた弁護士がそこにいた。

　初めて近くで接する。背丈は俺の腰ほどの、小さな身体。妖しい光沢の狐眼めに、牙の覗のぞく口。獣の恐ろしさがあるものの、幼児特有の丸くプニプニとしたほっぺと、丸みのある輪郭のため、やわらいでいる。モフモフとした五本の尻尾は大変に可愛かわいらしい。

（この狐色のパーカーに、楽しそうな動き……間違いない）

「スライムストアにもいただろ。裏手から出てきたよな」

「いかにも。くっくっくっ……傑作じゃったのう。店員め、オーナーに変化したわっちにまんまと騙だまされおって。最初から裁判をかき回して遊べれば良かったんじゃが、遅れてな。駆けつけて、あの場をひっくり返して遊ぶには、証拠しかないと思ったんじゃ」

「遊ぶ遊ぶって……裁判をなんだと思ってる」

「げえむじゃよ。アク坊もそう感じとるじゃろ？　裁きの魔法、愉たのしそうじゃなぁ？」

　……裁判は、ゲーム。その言葉は、否定はできない。

「しっかしおかしいのぅ。よく平然としておる。わっちの誘惑の術は、並大抵の男なら這はいつくばって白目むいて床に精を吐くんじゃがな」

　とんでもないことを言う。こいつには警戒すべきだ。

「のぅ、アク坊。わっちの誘惑のなにがダメじゃった？」

　即反省会かよ。

「誘い方が古いし、露骨すぎる。はずかしくないの。見てる方が恥ずかしいよ」

　直前のムードや、姉がちらついたせいもあると思うが、除いてフィードバックする。

「くぅ……変化の術だけでは、洗練されしホンモノのニホン人には通じんのか……こりゃ、サキュバスどもから誘惑のお作法を学ぶ必要があるのぅ」

　と、本物のコピペ品らしきスマートフォンでメモを取っている。

「あのさ、年齢いくつ？　五歳の姿は変化なのか？」

「さっきダメだしくれたお礼に教えちゃろう。わっちは、九尾の狐きつねのハーフ。この世に生を受けてから、五年。今の肉体が正体じゃ。【記憶継承】体質で、母の人格もあるがの」

　尻尾が、五本あるうちの一本はやや小さいことに気づく。九本の半分ってことか。

「たまも。目的はなんだ。勇者のためじゃないだろ」

「そうじゃな。わっちは──正確には母じゃが──勇者ご一行になったわけではない。遊びはしたがの。絆きずなも情もない。ラマ坊は魔王城を溶かした後、次々に選択を間違え、腐って行く一方じゃったからな」

「じゃあなんで勇者の弁護人になったんだよ」

「勝てるからじゃよ。イェレーニアナのアホ起訴をひっくり返し、あのアホ面が極みのアホ面になる好機じゃ。ま、他に引き受ける弁護士もおらんかったがの。くっくっ！」

　たまもは自信に満ちている。床の上、あぐらをかいて座る。

「おぬし。その眼め、わっちの下僕にせんでも、わっちのために動いてくれそうじゃな」

「どういう意味だ？」

「わっちはな、この国に来て、ニホンのげえむというものを知った。お気に入りは、『反転裁判』っ！　げえむのプレイだけでなく、六法全書、法律の問題集も読み込んでな。暗記の術を持っとるわっちは、『チヨダク王国司法試験』で一位となった──」

　狐きつね眼めが、三日月のように歪ゆがんで、嗤わらう。

「わっちが望むのは、ホンモノの、大反転じゃ！　お裁きの局面で、法知識や証拠を使って、思い切りひっくり返したい。慌てふためく連中を見て、自分の技のキマリ具合に悦に浸りたいんじゃよ。今回、それには真実がふさわしい」

「おまえのプレイスタイル、歪んでんなぁ」

　と言いつつも、気持ちはわからないでもない。ゲーム好きとして、そういう悦はある。ゲーム『反転裁判』は俺もやったことがある。弁護士が裁判をひっくり返す話だ。

「歪ゆがみ、狂い……そうした極まりこそが人の心のおもしろき。おぬしの姉も、身体につられて精神が若返ったようじゃの。おかしみがあってお気に入りじゃ。カラースライム事件では、おぬしらのために証拠をつきつけてやったんじゃ。これは貸しじゃな」

「すでに裁判官は証拠の目星をつけていた。時間の問題だっただけだ、貸しにはならない。それに俺たちのためじゃなくておまえが遊びたかっただけっ言ってたろ？」

　言い返す。敵か味方かわからないこいつと、適切な距離を取りたい。

「くっくっ！　よき。賢い坊やじゃのう。……さて、本題じゃ。今回の焼殺事件じゃがな、裁判所は証拠を問題視しとるんじゃろ。条件つきで教えてやっても良いぞ」

「条件とは」

「わっちと、ニホンのげえむで勝負じゃぁっ！」

　──面倒だな、と思った。

　陽ひが、傾き始めている。まだ情報は集まりきっていない。

　早くしなければ、逃してしまうものがあると思った。

「くっくっくっ！　ニホン人の偉大な発明、てれびげえむで、ホンモノのニホン人と対戦したかったのじゃ！　ストリートフ●イターがいいかのう？　いんや、スーパーマ●オをどっちが速くクリアできるかのスピードランが、」

「裁判が終わってからだな」

　スーパーフ●ミコンのゲームカセットを取り出していた、子こ狐ぎつねの双そう眸ぼうが俺を見る。

「いやじゃ。約束なんぞ信用できん。前払いじゃ」

　小憎たらしいくせ者……なんとか、言い返さなければならない。

「──王女の部屋でさ。本物のちゃぶ台の上で、本物の味み噌そ汁しる飲みながら、ゲームしたんだよねぇ」

　ピクッ。狐の耳が、屹きつ立りつし、「ほ、ほぉ──」と俺の嘘うその話に聞き入る。

「やっぱり、スーパーフ●ミコンを満喫するには、ちゃぶ台と味噌汁が欠かせないよ」

　自分でも言いながらわけのわからないでまかせだと思ったが、

「それじゃっ！　よき！　よき！　わっちもそれしたいっ！」

「オッケー約束な」「約束じゃっ！」

　乗ってきたので、勢いで指切りげんまんしました。

「んじゃ、アク坊にこいつを授けよう」

　狐色のパーカーの中から取り出されたのは、墨で書かれた、地図が一枚、絵が一枚。

　地図は大きな穴の南側に、赤い遊牧民的な家があり、『ゆうしゃむら』と。

　絵は悪魔の尻尾が生えたコーラの瓶みたいなのに、『えるま』と、記されていた。

「……様っ。ご主人様っ、そちらにいらっしゃいますか？」

「おっと、番犬か。わっちはおいとまするぞ。がんばって、わっちの勝ちを確実にしてくりゃれ！」

　化け狐は、翻り、音もなく去って行った。
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「では、お乗りくださいませ、ご主人様」

　シロに言われ、俺はその馬車に乗る。

「始まりの草原まで、天馬の馬車ならひとっ飛びですっ」




　──傾けい世せいたまもが去り、シロと合流すると。

　勇者神社の資料の運搬はすでに終わっていて、本殿の前には、天馬がいた。

　空を飛行できる、馬車を引いている。

　俺はシロに、たまもとのやりとりをかいつまんで話し。

　勇者の故郷にして事件現場、始まりの草原まで飛んでもらうよう頼んだのだ──




「シロ、発車お願い」

　腰掛けて、言うやいなや、すぐに馬車は天馬と共に宙に浮いた。

　御者の席についたシロが、「はっ！」とかけ声を発して手綱を振るえば、天馬はわずかな動きで俺たちを天高くへ連れて行く。

　魔法のように、馬車は離陸し、加速し、あっという間に、神社の敷地を出た。

「すごいな……めちゃくちゃ便利じゃないか……なんでもっと見かけないんだ？」

　空を飛べる乗り物なんて、もっと流は行やってそこら中にあってもいいはずだ。

「天馬は、その性質上、乗り物としてトラブルが起きやすいんです」

「へぇ」その理由を当てずっぽうで言ってみる。「気性が荒いとか？」

「いえ、シロにはよくわからないのですが、『穢けがれなき者しか乗せない』という客差別をするのだと。この馬車に乗れる、乗れない、で男女問わずトラブルになるそうです」

「廃れて当然だなぁ」

　自分は童貞だから乗れたのか。複雑な気持ちにさせられる。

　座りながら、馬車を引く天馬を見れば、「ペヒヒーンっ」と得意げに啼ないた。

　その外見は、顔つきがおっさんなところを除けば、立派な白馬だ。

「……うぅ～ん、やっぱ、馬はいいなぁ」と思わず呟つぶやく。

　馬と一緒に旅をするゲームはもちろん好きだし、夢がある。

　軽装で冒険者、重装なら騎士、荷馬車を引いて行商人。世界観によっては竜騎士……。

「【乗馬スキル】はさほど難しくはありません。ご希望であれば、いずれ、メイドとして、習得のお手伝いをいたします」

　習得──その言葉を自分の中で反はん芻すうした時、

（まただ）

　心の奥底の方で、【習得　乗馬スキル】という文字が浮かんだ。

（習得したっぽいな）

　間近で見て体感したことが、関連するのかもしれない。

　ただ、俺は習得したらしい魔法もスキルも使ったことがない。

　本当に習得できているのか、使ってみたいと思い始めた。

「チヨダクの区界を越えます」

　シロに言われて見る眼下は、すでにリトルギンザの上空。

　歩けば何十分とかかる距離を、ほんの数分。相当、稼げた感じがある。

「よしっ、これならタイムリミットまで余裕っ」

「──ご主人様は、今、嬉うれしいのですか？」

「え？」御者の席で後ろを向く、シロと眼めが合う。

「……申し訳ありません。シロの質問など、忘れてください」

　薄氷のような薄い色素の瞳は、物憂げに、閉じて前を向こうとする。

「いや、いいよ。お互いのことを教え合おうとか約束したし──」

　裁判所いえで、そんな話をしたことを思い出した。

「えっと、俺、そんな嬉しそう？」

「はい。お顔も、お声も」

　言われて、気づかされる。

　自分の心の中に、勇者神社で感じた熱い気持ちがあり。

　天馬で目的地に向かう冒険感も手伝い、表情も声も、勢いを持っていたようだ。

「シロには、そのわけがわかりません」

　対するシロからは、冷徹なまでに、飾らない、シンプルな言葉。

「イレアナさんは、王国を護まもるため、危険人物に厳罰を求めました。現に、ラマンさんは、ずっとお二人を挑発する言動をしています。なのにアクト様は、怒るでもなく、むしろ喜んで、ラマンさんの情報を求めているように見えます。ヘンではないですか？」

　突きつけるような、その言葉は、素朴な疑問。

　犬耳のメイド長の表情には、真まっ直すぐな、興味があった。

（この世界の、シロ視点で見れば、ヘンに見えてもしょうがない。にしても……）

　無表情な女の子に、吹けば消えるような、新たな感情が芽生えたようにも感じる。

　俺は、できるだけ、答えたいと思って、数秒、悩んで、

「──良心、かもなぁ」

　自分でもあまり意識したことのない言葉が出てきた。

「『良心が痛む』などと言う……初裁きの誓約でも出てきた、良心ですか」

「うん。それ」そういや誓ってたな。

「なら、なおさらヘンです。ホンモノのニホン人のご主人様が、この世界で、ニホンのモノを嫌って、バカにするラマンさんに、良心が痛むはずがありません」

「そんなにヘンかな？」

「ヘンですっ」

　逆立てた尻尾を振りながら、こちらをジト眼めで見据える女の子。

（ヘン、ヘン、って、珍しくムキになって……あ──）

　出会った日の会話を思い出す。

（シロに『自分の気持ちがいらないなんて、ヘンだ』なんて、言ったからかなぁ）

　その意趣返し、なのかもしれない。

　とはいえ、その問いは、自分がどうして突き動かされているのかを内省させてくれる。

　俺は、目の前のメイド長に、思うままを、返す。

「うまく言えないけどさ。自分の中で、イィって感じることはあると思う。逆に、ヘンだなぁとか、こんなのオカシイっていうのも。そういうの、ちゃんと扱った方がいいと思うんだ。日本が嫌われてるとか、バカにされてるとか、どうでもいいよ」

　好きとか嫌いとかを超えた、大きなものがある気がする。

「ただ、この事件と、勇者の、本当のことを、わかりたいんだ」

「裁判所補佐官としてですか？」

「別にそんな、ロールプレイじゃないよ」

「では、なんのために？」

　姉なら、裁判官としての信念を言うのだろう。

　でも、俺は違う。

「もっと、この世界は、良くなると思うから」

　漠然とした、予感のような、信じたいことを、口にした。

　こちらを向き続ける、美少女の薄く碧あおい瞳。

　彼女の疑問に、俺の答えは、どれだけ応えられただろう。

　しばらく、澄んだ青空が結晶化したような、綺き麗れいな両眼と、見つめ合い。

「──ニホン人の、良心というのは、よくわかりません」

　犬耳メイドの女の子は、憮ぶ然ぜんとした後、

「でも、教えていただいて、ありがとうございます」

　微かすかに和らいだ笑顔で、言う。

「ご主人様の素晴らしく愚直な行動規範は、エクスタシア様が目指されている方向と、ムジュンしないように感じられましたから」

「それ、褒めてる？」

　シロは無表情になり、「仕事に戻らせていただきます」と再び前を向いた。

（結局、王女に危険を及ぼそうとしてないかのチェックだったのか、いや──）

　でも、ムキになって尻尾を振りながら、自分の疑問をぶつけてきたシロに。

　俺は、従者としての面だけではない、等身大の女の子を見た気がした。

「ご主人様、そろそろ──」

　眼下を見る。

「始まりの草原です」

　広大な草原地帯には──

「巨大な、クレーター……」

　唖あ然ぜんと、呟つぶやく。隕いん石せきでも落ちたようなすり鉢状の地形があった。

　その大きさは、大規模な野球ドームを上回りそうなほど。

　大地の凹くぼみだからか、地上から草原を見渡した時には視認できなかった。

「あそこが、今回の犯行現場です」

　なるほど。するとたまもにもらった地図は──

「クレーターの南側、赤い家のあるところが勇者村だな」

「向かいますっ」

　天馬の馬車が、方向を変える。

　地上に近づいていくうち……鼻をついたのは、異臭だった。

　焚たき火びなどで生じる焦げた葉っぱや枝の臭い──だけならまだ、わかる。

　焦げた発泡スチロールのような臭い。腐った生ゴミのような臭い……。

　様々な悪臭が、攻撃をするかのように鼻の粘膜に突き刺さる。

「なんなの、このひどい悪臭」

「先王様は、約五十六年前、この地で大規模コピペを成功させました。断片的なニホンの情報に記されていた、『ユメノシマ』というワードに惹ひかれたそうです。しかし、コピペ魔法によって出てきたのは大小様々なゴミの山だったと」

　──夢の島。

「現代史の教科書で見たことがある。昔の江こう東とう区くには、高度成長によって急増した東京のゴミの大半が持ち込まれた。その最終処理場の名前が、夢の島」

「当時十三歳だった先王様は、大変なショックを受けたそうで、ゴミに対処することもなく、この地に二度と近づかなくなりました。その後、ラマンさんが帰還されたわけです」

「勇者と先王のケンカの原因って、それかよ」

　そりゃ、ケンカするだろ。

「でもちょっと待って。近づいてきてわかったけど、そんな古いゴミばかりじゃない」

「ゴミがゴミを呼んだそうです。先王様が放置したゴミの中には価値のあるものもあり、ここの民はそれをどかそうとしませんでした。すると、この地はゴミを捨てていい場所、ということになり、他の地の民からゴミを捨てられるようになったそうです」

「ひどい話だ……うわっ、あれは？」

　近づいてきた地表の先で、

　──コケェッ！　コケェーッ！

　乗用車ほどにも大きな、鶏の体と蛇の尻尾を持ったモンスターが、群れをなしていた。

「魔獣、コカトリス──淀よどんだ水地などに出現し、辺りを荒らす害獣です。この数十年は始まりの草原の淀んだ空気や、ヘドロを好み、大量に繁殖しているようです」

　コカトリスたちは、けたたましく鳴きながら、家屋の残骸を蹴飛ばしている。

「人はいないみたいだけど……誰かの家が壊されてる」

「縄張りと知らず、家を建ててしまって、襲われて逃げたのでしょう。コカトリスの攻撃性は高いので、気をつけてください」

　家の残骸を通り過ぎ、あらためて地表を観察する。

　一帯には、草原の中、移動式の遊牧民のテントみたいな家々が点々としてる。

　巨大なクレーターの周辺は、異様な量の、増えすぎたゴミ。

　崩れ、固まり、溶け、ヘドロも発生していた。悪臭が、風に乗って運ばれてくる。

「うげっ……でもさ、この草原とリトルギンザの間には道がなかった。こんなに大量のゴミ、どうやって集まってくるんだ？」

「それは……申し訳ありません。存じ上げまぜん……」

　仕方ない。それだけ、この地はまともな交流を閉ざしているんだ。

「にしても、よく平気にしていられるね」

「シロの鼻は、とっくに麻ま痺ひしていまじゅ」鼻水でグジュグジュになった鼻を拭えないまま、シロは手綱を手繰って、「着地いだじまじゅ」と、天馬の馬車を地上に止めた。
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　勇者村。

　俺たちを迎えたのは、無言だった。

「あの、すみません」

　と、俺は一番近くにいたご老人に声をかける。

「……」

　無視。

　自己紹介が足りなかったかな。

「こんにちはっ。えっと、日本から来まして、今チヨダク王国の、」

「カァッ、ペッ！」

　べちょっ。痰たんを吐かれてしまった。

「ご主人様、ご無事ですか？」

　近くの井戸で鼻うがいをしてきたシロ。

「うん。避けたけど。……でも、状況は良くないな」

　周囲を見渡しても、俺たちに味方をしてくれそうな雰囲気ではない。

　数人の村人たちが、遠巻きに、こちらを見ている。

　付近には遊牧民のテントのような家があるが、数は二十か三十程度。勇者村の人口はかなり少なめだろう。また、現在、外にいる人数は老人が十数人に、児童が数人。

　十代から五十代の年齢層がごっそりと欠けているのは、異様に感じられた。

　数人の人の集まりの中、青いスライムを頭に乗せた児童が、「あの人が、補佐官のアクト様？」と訊きくも、「シィッ！　ラマン様を裁きにきおったっ」と、親族らしき老人に口を塞がれ、家の中へと連れて行かれてしまった。

「協力は期待できそうにないな」

「はい。いかがなさいますか。勇者ラマンさんのお家か、犯行現場か……」

「近い方から行こう」

　俺たちは歩き始める。勇者ラマンの、赤い家の方が近い。が、

「『立ち去れ　チヨダク』か……」

　と、大きくペンキで書いてある看板が立ちはだかった。

「中にどなたかがいらっしゃる気配はします。好意的かはわかりかねますが」

「天てん秤びんを黒塗りして、バツ印まで書かれてる──」

　家の近くにも看板があり、それには、黒塗りの天秤が逆さまに描かれて、さらに上にバッテンをされていた。裁判の象徴に、相当な苛いら立だちがあってやったのだろうか。

　中に、誰かがいたとしても、揉もめるかもしれない。

「長引くかもしれない。まずは、日が暮れる前に、犯行現場の方を見よう」

「はいっ」
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　ここに来た目的は、客観的な真実の確認に、発見──

（現状、被告人が言うことには嘘うそがある。そこをあぶり出さないとならない）

　陽ひが傾き始めた草原の上、俺は、証拠写真のウィンドウを出現させる。

「地形は、写真と一致する──」

　草原にできたクレーターのような『犯行現場』……大きさと形状は合っている。

　なおこの証拠写真は、約一月前の犯行当日、東の地方の炎上を視認した警察官たちが、一定の距離から撮影したものであるらしい。

「でも、このゴミの出現はいったい……」

　写真と明らかに違うのは、クレーターの内部。ゴミだらけなのだ。

　ヴゥンッ

　と、聞き慣れない音がしたかと思えば、クレーター内部の一点が緑色に光っている。

　光はやがてゴミ袋となり、実体を持ったそれは落下し、ゴロゴロと、すり鉢状のクレーターの真ん中に転がっていく。そこにはすでに大量のゴミがあり、学校の校舎一つ分ほどにも様々なゴミが積み重なっているように見える。

「エルフ族の、物体転移の魔法陣です」

「なにそれ」

「空間と空間をつなぎ、物体を一方通行させる魔法です。エルフ族が製作できる魔道具でもあるのですが……このクレーターの周辺には、何箇所も使われているようです。ここが、転移先だとして、転移元はどこでしょう。どこかのゴミ捨て場なのか……」

「しょうがない。降りて調べる。シロはイヤなら──」

「いえ、どんな危険があるかわかりません。護衛の命のため、お供します」

「ありがと」

　二人で、緑の草原から、焦げた土の中に足を踏み入れる。

　中心までは、歩いて数分かかる。その間にもヴゥン、という異音と共に粗大ゴミが出現し、転がっていった。

　何個かの転移ポイントは、すでにゴミが溢あふれた状態で、それ以上ゴミを出現させることができず、ヴヴヴヴヴッ、と壊れたスピーカーのような音を立てていた。

「転移元は、リトルギンザが多いようです」

　シロが言う。確かに、スライムストアの宣伝のチラシなどが散見された。

「そういえば、昨日、ゴミがたくさん積まれてたな」

　スライムストアに行く前に、ゴミがあちこちにあったのを思い出す。リトルギンザのゴミ捨て場等が、この場所とリンクしているようだ。

「中心に、着いたけど……ひどい有様だ」

　すり鉢状の中心部は、溶けて固まった金属や、生ゴミの汁が溜たまっている。

「この場で、相当な高温の爆発があったようですね」

　シロの言う通りだ。中心部は、クレーターの中でもう一度爆発があったように特に凹くぼんでいた。直径十メートルほど、金属を溶かすほどの熱があったようだ。

「遺骨は見つけられないだろうな」

　掘ることもできず、探せない、という理由の他にも。

　そもそも、冒険者の酒場で、勇者の神か炎えんは、Ｔボーンステーキの骨を焼失させていた。

　被害者の焼失、自体は、嘘うそではないように思う。

「あとは……シロ、火って出せる？」

「申し訳ありません。炎系の魔法は習得しておらず……なにかなさるのですか？」

「火の色について、確かめておこうと思ってさ」

　俺は、証拠写真のウィンドウを広げた。

　爆炎が起きたのは、三回。この三回で、それぞれ、順番はわからないけれど、三人が殺された、というのが検察官のストーリーだ。

　でも、よく見ると炎の色が異なる。一回目は、赤黒く、二回目は、赤黒さと黄色の炎。三回目は、白に近い紅あかい炎だ。

「燃やす物は、適当にゴミを混ぜるか。シロ、燃えにくい板みたいなの探してくれる？」

「……はい。では。──ッ」

　ベキッ！　バキョッ！　っと、シロは転がった冷蔵庫を蹴り破って解体した。

（おそろしい怪力ぶりだな……）

　獣人だから身体能力が高いのか。

「これで、よろしいですか？」

　軽々と差し出された、冷蔵庫の扉を、俺は組み立て。

　小さなかまどのようにして、その中に、周囲のゴミを混ぜた物体を置く。

「シロ、ちょっと離れてて。うまくいくかわかんないからさ」

「ご主人様、なにを──」

　俺は、口の中で、小さく、「【神か炎えん魔法】」と呟つぶやいて、炎をイメージした。

　──ボゥッ。

　なんともマヌケな音がして、手のひらの上に、ロウソクの火サイズの炎が現れた。

「──いつの間に、炎の魔法をご習得されていたのですか」

　眼めを丸くして、俺を見るシロ。

「実は俺、詳しくはわかんないんだけど、【習得】がしやすい転移ボーナスをもらったっぽいんだ。言うタイミングがなくて、今になって教えるけどさ」

　調査のためには、もう使わずにはいられない。

　それに、天馬の上で、お互いのことを話した感触から、シロにこのことを教えても、もう俺を危険視したりしないのではと思えた。

「おジャッジ様は肉体の変化だった、あの、転移ボーナスですか……」

「あ、念のためだけど、他の人……王女以外には教えないでね。ヘンに警戒されたりしたら今後やりにくいからさ」

「はい。エクスタシア様以外には」

　かまどの中で、火をつける。

　風を防ぎ、延焼も防ぐ、小さな空間で、ゴミに火が燃え移った。

　炎は、赤い。黒煙が立つ。俺の知ってる、現代日本と同じ自然現象だ。

　この場所でやったからって別の色が出るわけではなかった。その当然の光景を、証拠ウィンドウで撮影してみる。『職権　証拠写真』というグループに追加されたようだ。

「うん……やっぱ、一回目の炎はゴミが燃えた炎なんじゃないかな」と、思ったことを口にした時、「あ、う、れっ？」立ちくらみのような感覚に襲われ、よろけた。

「肩をお貸しします。ご主人様」シロに支えられる。

「なんか、急に目眩めまいが……」

「慣れない魔法を使ったからだと思います」

「そうか……この世界の魔法について、なにもわかってなかったな」

「魔法の行使は、よく、笛を吹くことに喩たとえられます」

　メイド服が擦れる音がする。すべすべの白い肌が、俺の身体を抱き寄せる。

「肺活量が、魔力量。魔力は、体内の空気を出すように使います。笛が、魔法の仕組み。イメージの中の存在となりますが、魔力を的確に入力しなければなりません。笛の操作が、魔法の操作。鍛錬すれば、様々な技を使えるようになります。熟練には、力を信じ、相当の行使を要します」

　痺しびれていた顔面と、身体に、感覚が戻ってくる。

「習得したての魔法を使うのは、子どもが笛の仕組みもわからず思い切り息を吹き込んで、歪いびつな音を立てるようなものです。体内の魔力が一時的に尽きて、欠乏症になります」

「……わかりやすかったよ」

「厳密には、体質や魔法の性質によって千差万別ですが。それでもまず習得できるかどうかの壁が大きいです。第一関門をクリアできる転移ボーナスとは……すごいです」

「でも、熟練しないと雑魚魔法だよね……ただの器用貧乏な気がしてきたよ」

「それはそう……かもしれませんが……」

　日本の居酒屋で、姉に「なんでもできる」と言われていたのを思い出す。

　それは、『特別な力』がない、目立たない普通なやつってことだ。

　結局、住む世界が変わっても、俺は広く浅い能力と付き合っていくことになるらしい。

（もっと、強大な魔法が欲しかった。英雄的な……）

　と、眩くらんだ頭でぼんやりと思う、その時。




「コケェッ！」「コケッ、コケコケコケェッ」「コケコォーッ！」




　周囲、獣の鳴き声が連鎖した。

「ご主人様──ここは、魔獣コカトリスの縄張りだったようです」

　シロが睨にらむ方向を見ると、すでに俺たちは十数体のコカトリスに囲まれていた。

「申し訳ありまぜん。鼻が、きかじゅ、きぢゅかじゅ──ずびっ。こほんっ。でも、シロが駆逐しますのでご安心を。ここでお待ちください──」

　言うやいなや、俺を壊れた冷蔵庫の上に寝かせ、

「バァゥッ」

　獣のようなかけ声を発した瞬間、メイドの姿は消えていた。

「コケェ──ッ！」

　次に聞こえたのは、鶏の断末魔。頭部を金かな槌づちで殴られたように吹き飛ばされていた。

　その向こう、シロが宙を舞っている。

「ハアァッ！」

　白銀の毛並みを持つ美少女は、コカトリスの血ち飛沫しぶきが舞う中、旋回し。

　俺の隣、壊れた車のボンネットの上に、火花を散らし、四よつん這ばいで着地した。

　金属のブーツの頑丈さ、重さに。

　犬系の獣人の脚力を合わせた、特殊な格闘法だ。

「脳のう漿しよう、かかってませんか、ご主人様」
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「か、かかってません……」

　無表情に俺の答えを聞き取ると、「バゥッ」と発して次の獲物に飛びかかる。

　コカトリスがかぎ爪で迎え撃とうと飛び跳ねると、機先を制して、シロは左右の足を広げて頭部と腹部を同時に蹴り抜いた。鶏の頭部が吹き飛び、腹部が弾はじける。

（なんて猟奇的な光景なんだ）

　恐ろしさもあるものの、感心し、異世界で初めての対魔獣戦に見とれる。

　ゴロッ、ゴロゴロ……

　コカトリスの頭部が、俺の脇まで転がってきた、のを、

「──ッ」

　無言で、跳んできたシロが、脚をそろえて。

　グシャッ

　と、ブーツをプレス機のようにして、踏み抜いた。

「とどめの一撃、か」唖あ然ぜんと、コメントする。

「速く処理しないと、アンデッド化する可能性がありますので」

　犬耳の女の子は、涼しげに答えた。

（それもこの世界の道理ってわけか）

　でかい鶏が破壊されていく様を見せつけられながらも、感心する。

「コケェーッ！」「コケコケコケコケッ！」「コココッ！」

　怯ひるまない、コカトリスたちが、血気盛んに羽ばたき始めた。

「全て駆逐します」

　短く言い、手近なコカトリスに向かっていくシロ。

（あれ、さっきやられた、残りの胴体の方……）

　気づく。魔獣コカトリスの、尻尾の蛇は、死んでいない。

　戦うシロの背後から狙うように「シャァァァ」と、迫っていた。

（あの蛇、毒を持ってそうだ）

　毒々しい、紫色の蛇。

　ゲームで、ああいうモンスターは毒スキル持ちが定番だ。

　あんなやつに、シロを噛かませるわけにはいかない。

　夢中で、前に、手を出して、

「シロ、後ろッ──【神か炎えん魔法】っ」

　叫ぶ、




　俺の意識は、ブツンと途絶えた。
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　眼めを開けると、知らない天井があった。

　二本の柱の上、円形の木組みに、放射線状の梁はりが広がり。

　その上に、赤い布がかぶせられたテントのような家──

「目が覚めたかい。坊や──」

　俺に声をかけたのは、悪魔のような角と、尻尾を持つ、セクシーな女性だった。

「ったく。ゴミ穴の中でぶっ倒れやがって。服に臭いがついちまうよ」

　年齢は二十代だろうか。黒紫のウェーブのかかった髪に、両眼は怜れい悧りなアメジストのよう。小さな椅子に腰掛けて、苛いら立だったような表情をしている。が、

「シ、シロはっ!?」気絶する前の記憶が蘇よみがえる。「戦いはっ!?」

「そこに寝とるよ」

　ぶっきらぼうに、紫のネイルで指さす方を見る。

　薄暗い円形のテントの内部には、もう一つ寝台があり、シロが横たわって寝ていた。

「自分の魔力を坊やに移して気絶しちまってたよ。で、二人仲良くアタイに運ばれたってわけさ」

「良かった……あの蛇は、どうにかできたんだな」

「あァっはっはァ！　坊や、わかってないねェ」

　悪魔のような女性は、高く嗤わらった。

「王家の番犬にはね、毒物耐性があるのさ。だからコカトリスの蛇の方を無視し、脚の速い鳥の方を優先して潰していたんだ。結局全部一人で倒していたよ」

「じゃあ、俺の魔法は──」

「坊やの魔法は暴発。自分の周辺に魔力をまき散らして終わり。これが単独の魔獣討伐クエストだったら、死んどるよ」

「……すみません」

　俺は、自分の甘い認識を猛省する。だが、脳裏、

「今の、時間はっ」タイムリミットがよぎる。

「倒れてから三時間程度だね」

　外はすでに夜。テントの幕の外には、闇夜の静寂の気配があった。

　天てん秤びんの檻おりのタイムリミットには余裕がある。ひとまず安心だ。

「運んでくれてありがとうございます……あの、いつから見ていたんですか？」

「この家の周りを嗅ぎ回っていた時からだよ」

「そうか、ここは、勇者村の……」

「ラマンの家さ」

　見渡す。寝台の他、台所用品、無骨な囲い炉ろ裏りに、ランタン……最低限の物しかない。

「シケた家だよ。他の家はみんな、ソーラーパネルやニホンの発電機を持ってる。ラマンは、稼いだ金を他人にしか使わなかった──」

　言いながら、女性は、金属製の杯で酒精の香りの強い液体を飲み干した。

「プハァ。楽しみは酒くらい。この一月ばかし、留守番にウンザリしていたところだよ」

　彼女の衣服はニット素材で深いスリットの入った赤紫のボディコンで、コーラの瓶みたいな、露骨なナイスバディをしていた。大人の色気がムンムン漂っている。

「あの、もしかして……エルマさんですか」

「そうだよ。どうせ妖よう狐この入れ知恵だろう」

　エルマは、胡乱うろんな目つきで、俺を見た。

「あんたは、召喚されたニホンの男の子……補佐官のアクトってんだろ？」

「そうですが、どうして」言葉に詰まる。

　このあたりは、電波が通じていないはずだ。情報がここに伝わるには速すぎる。

「スライムストアのスライヴンが来たのさ。お高い、翼竜ワイバーンのタクシーでね。それで坊やと、おジャッジ様っつう嬢ちゃんの話もなにも全部聞かされてんの」

「スライヴンさんが……ここに、なんで──」

「ペットのスライムが大量に返品されたんだとさ。買った人が、『色つきじゃなかったらいらない』ってね。何匹も連れてきたよ」

「返品されたスライムを、なんのために、勇者村に？」

「次の飼い主が決まるまでこの村で保護し、育てる。給料が支給される。スライムを村の労働力としてもいい──あの男は、新しいワークをクリエイトするとか言ってたよ」

　分断されていたチヨダク王国と、この自治区に、新しい関係が生じ始めていた。

「この村は、見てのとおり老人と子どもの村。働き盛りはみんな出稼ぎに行っちまって、その子どもたちを預かっているわけさ。子どもらとスライム関連の仕事を請けて、チヨダクと定期便が開くなら、ちょうどいい」

　その管理をしているのは、この悪魔のようなエルマさんだ。

「なんだい。その眼めは」

「チヨダクのことよくご存ぞん知じなんですね」

「アタイはねェ、ラマンと違って、チヨダク内のハーフサキュバスの店で働いてたんだよ。死んだクソジジイどもと腐れ縁だからって、田舎者とバカにされる筋合いはねェ」

　刺とげ々とげしいハーフサキュバスの態度。

（勇者ラマンとの腐れ縁……外見の年齢が合わない気がするけど、訊きくのは失礼だし）

　悪魔の魔法かなにかだろう。早く本題に入った方がいい。

「あのっ！　ラマンさんと、事件の、本当のこと──教えてくれませんかっ」

　俺は寝台の上、エルマさんに身体を向けて座り直し、頭を下げた。

「はァ？　今さら、あのジジイの話になんの意味があんのよ」

「裁判に、真実を反映させる、意味があります」

「真実ぅ？　反映ぃ？　頼んじゃいねェ！　あんたらがちんたらしとるせいで、アタイがここで一月も留守番してるわけェ、わかるぅ？　とっとと、ジジイを裁けェ！」

　なんだこの、語気の荒さ……勇者のことが嫌いなのか？

（でも、ここで引くわけにはいかない）

　俺は、さらに、頭を低くして、

「できません。このまま、さらに何ヶ月だって、頼み込みますよ」

　本当は、天てん秤びんの檻おりに質入れされた姉のため、あと数時間で戻らないといけない。

　でも、そこは伏せて、この人に揺さぶりをかけたい。

「坊やさ。助けられたくせに、ふざけたこと言ってくれるねェ」

　ガチャンッ──エルマさんは、苛いら立だたしげに酒器を置き、睨にらんでくる。

　怖い……が、怯ひるんでいる場合ではない。

「正しい裁きに、本当のことを知っている人……エルマさんの、ご協力が必要なんです」

「アタイにはあんたらを助ける義理ァねェ。ラマンのジジイから、全部終わるまでここにいろって頼まれてんの！」

　助ける『義理』、かつての仲間からの『頼み』……。

　言葉から、エルマさんの性格が昔むかし気質かたぎなのを感じる。

　裁判の正義だの、真実だの、言っても効き目がなさそうだ。

　どう言えばいい──と、悩む、その時、

「スラァっ」

　床、一匹の小さな青っぽいスライムが、俺の方を向いてプルプルしていた。

「おまえ……スライムストアにいたやつか」

　スライムは、そうだと言わんばかりに上下に弾んだ。

「おいコラッ、一匹入ってきとるよッ！」

　と、エルマさんが外に向けて喝を入れると、

「っけね。見つかっちゃった」「ごめんなさーい」

　と、子どもの声がし、二人の男児が頭を下げながら入ってきた。

「おまえたち、この夜更けに、盗み聞きとはねェ」

　テントの幕の向こうで、話を聞いていたようだ。

「補佐官さん、この子、元気です。お礼を言いたくて」「お兄さん、ありがとっ」

　一人がスライムを拾い上げて、もう一人が、俺に対して頭を下げる。

「……シャンパンゴールドのラメ、少し残ってる」

　俺は男の子の手のひらの上、スライムに残る小さな異物を気にした。

　それは、カラースライム事件で最後に出てきた、激しく加工された個体だった。

「成長して体力つけたら、もう一度取り除くんだって」

「なら、良かった」

「村のスライムは青以外いないのに、チヨダクの方ではいろんな色がいるって聞いたことがあって……ずっとヘンだなって思ってたんだ」

「エルマばあ、お礼しなくていいの？　なんで怒ってるの？」

「ハァ……。ガキどもに、示しがつかなくなっちまうねェ」

　エルマさんはため息をついて。

「わかった。坊やと、おジャッジの嬢ちゃんには、この村のスライムを助けた恩義がある。礼として、知りたいことを教える。それで貸しはぜんぶチャラだよ」

　言って、子どもたちを、「おまえらはもう寝な」と、外に追い出した。

　紫の瞳の悪魔は、もう一つ、小さな椅子を、囲い炉ろ裏りの前に置いた。

「座りな。さぁなにから知りたいんだい、ニホンの坊や」

　スライムのおかげで、切り崩せた、この機を活いかす。

　俺は夢中で頼んだ。




「ラマンさんとの、出会いから──」
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「アタイがラマンと出会ったのは、五十六年前──」




「アタイの故郷の村は、魔族の領地の外れにあった。当時、魔族とニンゲンのハーフや混じりは差別されていて、どこの国家にも所属できなかった。十四歳のサキュバスのハーフのアタイと、十二歳のオーガ混じりのフィオナは、村の自警団として魔獣と戦っていた。でも、魔獣の侵攻は日に日に強くなって、ついに村は魔獣に蹂じゆう躙りんされた。そこを助けてくれたのが、勇者ラマン率いる、『勇者ご一行』ってわけ」




「当時十四歳だった炎神族混じりのラマンは、先々代の王様から勇者の称号を得て、魔王の城を目指して旅をしているところだった。引き連れている仲間は、勇者から金品を盗もうとした元盗賊の頭と、他国からの依頼を受けて勇者を殺そうとした暗殺者で──」




「なんだい坊や。──そうかい。勇者神社で見たのかい。ああ、その二人さ。結局、アタイとフィオナも『ご一行』に入った。ラマンと一緒に、魔王を倒すと誓った。ラマンは、『絶対に仲間を護まもる』と誓った。そして誰一人欠けることなく、五人で魔王城を溶かしたのさ」




「あの神社にない情報は言っておくかねェ。ラマンがよく使う神か炎えん魔法は三つ。火球。炎の球を出して投げる技。業ごう炎えん弾だん。練るのに時間がかかる火球のでかいやつで、魔王城にぶち込んだ技。炎凪なぎ。自分の周囲を燃やし尽くす荒技。どれも、あいつは瞬間的に数千度の炎を出せる。反面、小回りはよくないし、大きな業炎弾の遠距離射出には時間もかかる。その隙を補うため、フィオナは近接戦特化の剣士、キースは隠おん密みつ行動や斥候、ナイトハルトは奇襲、アタイは後方で情報収集……って役割分担だったわけェ」




「魔王を倒した後は……しょうもないことの連続だったねェ。みんなでピクニックしようってラマンの故郷の草原にまで来てみれば、ゴミだらけでさ」




「ラマンのやつ、火球を出しながら先王様に怒鳴り込みに行っちまったよ。先々代の王様には恩義があったけど、冒険の途中で亡くなっちまっててねェ。そん時、ラマンが十六歳、即位したての先王様は十五歳。コートークの夢がどうのとか言い始めて、話になんなくてさ。ブチ切れたラマンのやつ、『謝りにくるまで俺の故郷に立ち入るなピンク野郎』って宣言しちゃってねェ。それで、勇者の出身の村を中心として、始まりの草原が自治区になったのさ」




「凱がい旋せん式も、祝宴も、すべて中止。世界を救った英雄は、草原の故郷に引きこもった。王が、謝りにくるはずだって、勇者ご一行も、村のみんなも、思ってた。でも、違った」




「先王様は、次々にニホンのモノのコピペに成功。王国の名前をチヨダク王国に改名。チヨダク王国は、加速的にこの世界を豊かにしていった。魔王という共通の敵がいなくなった世界では、チヨダク王国がもたらす豊かさが、世界中を魅了していったんだ」




「やがて、勇者村の村人も変わっていった。ゴミだと思っていたものの中から、まだ使えるニホンのモノを発掘したんだ。冷蔵庫とか、洗濯機とかねェ。『三種の神器』とか言ってさ。そん時のアタイらは戸惑った。神器って言ったら、もっぱら魔獣を倒すための武器のことだったからねェ」




「村の生活がニホンのモノでどんどん良くなっていって、ニホンのモノの価値は浸透していった。でも、ラマンは、ゴミに価値があったなんて認められなかった。自分に見る眼めがなかったと認めちまうことになるからねェ。ラマンは、村から外に出なくなった。そんな、いじけた英雄に、フィオナは優しく寄り添った」




「ラマンとフィオナの関係？　結婚した夫婦よ。初耳だってェ？　ああ、チヨダク王国の記録上はそうだろうよ。届出とかなにもしてないからねェ。子ども？　いないよ。ラマンは赤ん坊の時、一人の状態で発見されのは知ってるかい。あれはねェ、炎神族の血を引く者は、生まれた際に母親を焼き殺すって言われててねェ。それをわかってて、フィオナを傷つけることなんて、あいつにはできなかったのさ」




「こうして、始まりの草原、勇者村、そして勇者ご一行は、世界の進歩に取り残され、何年も経たった。しびれを切らしたのは、キースとナイトハルト。チヨダクに入り浸るようになった」




「二人の稼業は、盗賊と、暗殺者。ニホン的な法律だのルールだのが力を持ち始めた国で、まともに仕事はできない。だから二人は、先々代の王様との約束の、勇者ご一行の飲食特例法に頼って、タダで飲み食いをすることにした。ナイトハルトは、変装能力があったから、退屈しのぎによくラマンの振りをして遊んでた。二人の飲み食いは、先月、死ぬまで続いた」




「アタイはそんな恥ずかしいことできなかったからねェ。やつらと距離を置いて、働いたよ。サキュバスのハーフだから、力の維持に男の精気が必要だしね。そういう店でさ」




「キースとナイトハルトは、何年かして、もっと金が欲しくなった。酒とつまみだけで生きていくには、人生は長いからねェ」




「同時期、フィオナが病気になった。本当は、あの子、人肉を食べないとダメな体質なのよ。でもね、『我慢できるから大丈夫。ラマン様のことが好きだから、言わないで』って頼まれてさ。ラマンはニホンの薬に縋すがった。そのための金を切望した」




「この時のチヨダク王国の状況は、高度成長のまっただ中。都市部からは大量のゴミが排出され、行き場を失っていた。キースとナイトハルトはそこに目をつけ、勇者村でゴミを引き取る代わりに、金をもらうことにした。ラマンが焼けばコストゼロでゴミは焼失するからね」




「キースとナイトハルトは、昔、盗んで手に入れていた物体転移の魔法書を使った。それで、リトルギンザのゴミ捨て場と、勇者村の窪くぼ地ちとを結んだ。処理したゴミの量で、金をもらった。ラマンは、妻フィオナの薬のためにゴミを焼いた。毎日、毎日。何十年と。ほとんど効き目のない薬のために。フィオナは効いてると嘘うそをついていた」




「文明に取り残され、ゴミを焼き続ける勇者村をバカにする風潮は知ってるさ。ラマンは、自分が村を恐怖で支配してることにすれば、村人はバカじゃないことになると考えた。キースとナイトハルトに、村の恐怖支配をわざと吹ふい聴ちようさせた」




「去年。先王が亡くなった。その直後かねェ、ラマンは【裁きの欠片かけら】を手に入れた。勇者村に落ちてきたらしい。だけど、裁きをする気はなかった。勇者にとって裁きとは魔王を殺すこと。殺したい相手はいなかった。この生活に疲れ切っていたラマンは、容態が悪化するフィオナを連れて、エクスタシア様に会いに行き、関係性を正常にしようとした」




「しかしねェ、その矢先、『チヨダクからきた』とかいう、黒い天てん秤びんを持った役人が現れて、【裁きの欠片】を奪おうとしたんだとさ。戦ったラマンは体調を崩し、しばらく床に伏せった」




「その間に、ゴミは溜たまりに溜まった。キースとナイトハルトは、ラマンの神か炎えんに頼らず、ゴミを焼却することにして、フィオナも手伝った。アタイは仕事で手伝えなかったけどねェ」




「事件当日。三人はゴミに火を放った。どういう要領でやったかは知らない。でも、強風が吹いていて……あっという間に炎が回っちまったんだ。心配で、空を飛んできたアタイが見たのは、窪地の真ん中に取り残された三人。なにか引火性の物があったのか、大きな爆発があった。赤黒い炎が立った。アタイはラマンに知らせた」




「ラマンは、炎の中を一気に突っ切ると、窪くぼ地ちの真ん中で、広範囲の炎凪なぎを発動した。ゴミの炎は、ラマンの炎によってかき消された。だけど、手遅れだったよ。三人とも、不気味なほど鮮やかな紅あかい肌をして、ピクリとも動かなかった。ラマンは、泣き叫びながら、範囲の狭い炎凪ぎを発動。強力だった。残った全てを、自分の手で、葬ったのさ」




「その後は、ただじっとしていたよ。心が壊れちまったみたいにねェ。チヨダクからやってきた警察官だの、検察官だのがきた時にも、なにも抵抗しなかった。エクスタシア様と検察官が裁判を始めた時だって、途中まで大人しかったって聞いていたよ」




「以上が、勇者ご一行の全てさ。坊や──なに、泣いてんだい」




　俺は、泣いていた。




「ひどすぎる……こんなの、ないですよっ……」

　エルマさんの話は、俺が勇者に感じていた違和感や、疑問のすべてを解消してくれた。

　それは、でも、どうしようもなく、くだらなくて、悲しい話だった。

「もっとマシな、ルート選択、できなかったのかよッ」

　魔王を討伐した英雄。世界を救った英雄。

　そのご一行が辿たどった半世紀にも及ぶ時間は、あまりに救いがなかった。

　一つ一つは、小さな失ミ敗スだったのかもしれない。でも、それは不幸な行き違いを生み、そのズレは年々大きくなっていった。目に見えない選択肢の連続が、五十四年の時間をかけて、着実に、勇者ご一行をバッドエンドルートに導いていた。

「なんだい坊や、気持ち悪い。ルート選択とか、知らないよ。あんたはおジャッジ様と一緒になって、悪いやつを裁く側だろ。泣いてんじゃねェ」

「俺にはもう、ラマンさんが悪いとは思えません」

「なに言ってんだいッ！」

　エルマさんが喝を入れてくる。

「じゃあ誰が悪いんだいッ!?　三人死んだッ！　護まもれなかったッ！　魔王がいない世界で、このくそったれの結末の責任は誰がとるッ!?　あのジジイは、全部を背負って死ぬ覚悟ができてんだよッ！」

「いらないんだよッ！」

　応じた。

「そういう、死ぬ覚悟とかさぁッ！　古くさくて、独り善がりで、意味がなくって──」

　でも、嫌いにはなれなかった。

「エルマさん、お願いします……今のを、法廷で、証言してください」

　俺は、椅子から降りて、勇者ご一行の最後の生き証人に、頭を下げた。

「……メチャクチャだ。話で、貸しはチャラって約束だろ。帰りな」

「ごめんなさい……でも、どうしても、必要だと思うんです」

　夜のテントの冷たい床の布に、額をつけて、頼んだ。

「……チッ。おい、おまえら」

　エルマが言う方、家の入口に何人もの気配があった。

「すまんの、聞いておったわ」「エルマばあ、おにーさん、泣かせたの？」「スラァ」

　老人に、子ども、スライムが、俺を見ていた。

「どうか、お願いします」構わない。

　熱い涙が、床についた自分の手にこぼれ落ちるのを感じた。

「エルマさん、協力してください」

「さっきも言った。そんな義理ァねェ」

　俺は顔を上げた。鼻水が、口の中に入ってくる。

「いえ、あります。今まで護まもってくれた、仲間を護る義理が」

　俺は、彼女の話しぶりから、彼女が大事にしているものを探っていた。

「最初、エルマさんは、ラマンさんを嫌ってるのかと思いました。でも、お話を聞いて、そうじゃなくて……ただ、ラマンさんの頼みを守っているんだと、」

「あのジジイ自身が、死にたいって望んでんだ」

「でも、守るべきは、嘘うそじゃない。真実の、名誉です」

　恐ろしい目つきで睨にらんでくるエルマさんを、まばたきをせずに見据えて、言う。

「坊や──勇者ラマンを、なんも、知らねェだろうが」

　ガッ──襟首を、思い切り掴つかまれ、息のかかる距離まで顔を引き寄せられる。

「知ってるよ──ラスボスを倒した世界で、一人、メインヒロインと、仲間たちを護り続けた勇者だろッ！　それをあんた、嘘つきのまま終わらせて、子どもたちにどう示しつけんだよッ！」

　後ろの方で、子どもたちが、息を呑のむ音が聞こえた。

「……っ」

　悪魔の瞳が、揺れる。

　エルマさんは、彼女なりに、長い間、かつての仲間たちを、一定の距離感で、大事に守っていたのだろう。

　でも、守り方を見失うこともある。

「守りましょう、本当のことを」

「……アタイが、証言ってのしたら、どうなるってんだい」

「世界が、良くなります」

「根拠は」

「当たり前のことに、根拠なんてありませんよ」

　俺の言葉に、エルマさんはしばらく黙り。

「……不遜な、断言に、その目つき。昔の、ジジイにそっくり」

　なにかを確かめたように、俺の襟首を締める手を離した。

「何十年ぶりかね。アタイの威嚇にビビらず、そんな熱い目をした男は」

「ごほっ、エルマさん、じゃあ、」

「──気に入った」

　ハーフサキュバスは、巨乳の下で、腕を組み、言った。

「証言っての、してやるよ」

「あ、ありがとう、ございまずっ」

　良かった、嬉うれしくて、頭を下げる。

　後ろの方で、老人と子どもたちのほっとしたため息が聞こえた。




「勘違いすんな。これ以上、ここを鼻水で汚されちゃかなわねェ」
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　──天馬の操作は、難しかった。

　何度か蛇行しているうちに、寝かせていた、シロが目覚め。

　操作の仕方を教えてくれて、なんとか、夜のうちに裁判所にたどり着いた。

　シロは天馬の馬車を片付けに行き、俺は急ぎ、姉の元へと戻った──




「あっくんの話、聞かせて」

　裁判官は、別れた時の姿のまま、裁きの天てん秤びんでできた檻おりの中に座った姿勢で、言った。

　月と星の光の下で。戻ってくることは当然に信じていた、という顔だ。

　大法廷の裁判官席の、姉の周囲には、この国の古びた事件の記録や、勇者神社にあったカビの生えた資料が山のように積まれている。すべて裏返されており、読破した後のようだ。

　資料を取り寄せてくれたのだろう、王宮府のメイドが立っている。

　彼女は、「御用がありましたら、お申し付けくださいませ」と礼をし。
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　隅っこで寝ていた、王女を抱きかかえて、立ち去った。

（協力してくれて、ありがたいな。さて──）

　書の海をかき分け、俺は金色の檻おりの中の、裁判官に近寄る。

「ツカ姉ねえ。見たこと、聞いたこと、すべて、話すよ」

　事件の現場の話。それに、エルマさんの話。

　俺にはそれが法律的にどんな意味を持つのか、整理なんてできていなかった。

　それでも、姉ならどうにかしてくれると信じて、檻越しに、全てを伝えた。
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「死体損壊、業務上過失致死」

　すべて聞き終えた後、ポツリと、姉が言った。

「検察官が、予備的訴因の追加をしてくる可能性が出てきたわ」

「よびてきそいんのついか？」なにそれ。

「刑事裁判が始まった後、審理の中で、他の犯罪が成立するように思えてくることがある。そういう時、裁判を最初からやり直さなくても、問題になっている事件のジジツの範囲内で、成立する犯罪を追加できるの」

　姉の口から出てきた冷徹な法律用語は、草原への冒険と、英雄の半生の話に聞き入って、すっかり熱くなっていた俺の気持ちを冷ました。

「そうか……殺人ではなくって、別の罪を負うってこと？」

　まるで、人の無実を晴らす、ヒーローのような気持ちになっていたのを反省する。

　これは、実際に、三人死んだ事件なんだ。ちゃんと扱わないといけない。

「ごめん。判決は、まだわからない。法廷の中で決めなければならないから」

　法廷の床の上。焼け焦げた二枚の太陽のタペストリーを背後にし。

　十五歳の美少女の姿になったアラサー裁判官が、こちらを見つめ、言う。

「決めたとしても、誰にも、あっくんにも言えない。裁判官は、現実に判決を出す前に、誰にも判決を言うわけにはいかないの」

　俺は黙って頷うなずいた。

　裁判官は、憲法上、『独立』を認められている。

　それは、孤独という意味も持っていた。

　中断した裁判で、姉が、検察官、弁護人、被告人……法廷の中にいる、俺以外の全員と対立していたのを思い出す。

　あらためて感じる。この国の終審を担う裁判官は、この国で最も孤独なのだと。

「はぁ……話、あっくんから聴けて良かった。法廷で急に言われても意味わかんないとこ多かったもん」

　口調が、変わる。きっと姉の中での整理が終わったのだろう。オフになった。

「腑ふに落ちた？」

「うん。五十四年分の犯罪記録を読んで、キースとナイトハルトの前科は出てきたけど、被告人の前科は出てこなかった。その証言の信用性は高い……」

　言いながら、姉は檻おりの中で脚を抱えて横を向き、俺の方へと身体を傾けた。

「でもね。それより、怖かった。お姉ちゃんね、勇者の話に共感しちゃったの」

「共感？」

「際だって、高い能力を持つ。それってどんなことだと思う？」

「羨ましいことだよ。俺だってそういうの欲しい」

「……持ってみるとね。それは、怖いことよ」

　姉の長い黒髪が、サラサラと流れ、俯うつむいた顔を半ば隠した。

「高い能力が、自分をすごい人物だと錯覚させる。高い能力があるから自分は良いと思う。でも、そんなことないわ。本当に大事なことって、その都度、わからないものなの」

　十五歳の肉体で、自分の半生を振り返るように、遠くを見る。

　その両りよう眼めは、いくらか憂いを帯びて濡ぬれている。

「お姉ちゃんは、たまたま勉強ができた。司法試験で一位になって、裁判官になれた。でも、裁判実務は、完璧とはほど遠い。わからないことばかりで、なじられたことだってしょっちゅうあるわ。頭が良いのに、こんなこともわからないのか──そう言われる。言われなくても、自分が間違っていたかもって、いつも怖い……」

　俺は姉と同じ方を向いて座った。檻おりを挟んで、右半身で寄り添う姿勢をとる。

「わかりやすい敵がいれば良かった。試験と戦っていた時、自分は勇者だった。間違いはほとんどなかったし、あってもすぐどうとでもできた。でも、現実は複雑に絡み合っていて、弱い自分を認めるタイミングを失ったり、歪ゆがんでしまうことだってある」

　姉の左半身の体温が、檻の金属を通じて。息づかいと共に伝わってくる。

「お姉ちゃんがよく、あっくんを見るのはね。あっくんを見ると、自分を確認できるからなの。あっくんの眼めに、なにが、どう映ってるかって……」

「ツカ姉ねえは、格かつ好こいいよ」

　俺は言い切る。伝えたいと思った。

　人を裁く地位と、力を持ちながら、驕おごらず、強い信念を持っている。

　姉がよく『負けられない』というのは、他人との比較ではない。

　自分の強い信念を、どう持てるか……自分との戦いなんだと感じる。

　一方で、姉の言葉で、気づかされたことがある。

　勇者ラマンの歪んだ姿は、姉が明日からなってもおかしくない姿なのだと。

　そしてそれは、魔王を倒す強大な力──炎でも、雷でも、氷でも、なんでもいい──に憧れた俺が、ファンタジー異世界に一人でやってきて、望み通りの強大な力を手にし、魔王を倒していたら、やがてなっていたかもしれない姿でもあった。

（だから、俺は勇者に惹ひかれたんだ）

　自分の可能性として、勇者ご一行の真実を、知りたかったんだ。

　本当のことを解き明かして、正しく扱いたいと思ったんだ。

　口には出さない。自分の中で、確かめる。そして、

「こういう話、してくれるの初めてじゃない？」

　今は、言いづらいような話をしてくれた姉に、温かい気持ちが向いていた。

「身体が若返ったせいかもしれないし、異世界に来たからかもしれないわ」

「そんな風ふうに自分を見られるのも、格好いいよ」

「じゃ、今度から、格好よかったらちゅーしてくれる？」

「いや、それはちょっと」

　姉が、「ふふっ」と笑った。

　美しい赤茶の瞳が、信頼を宿して、潤んでいた。

　眩まぶしい。

　明るくなってきた空の光が、溶けて消失した天窓から注がれ始めた。

「……あのさ、裁判の判決にもよると思うんだけど」

「奇遇ね。お姉ちゃんも、そのあたりのこと考えていたわ」




　姉と俺。

　この世界に二人きりの日本人で。

　良く裁くための考えを、出し合った。

　それは夜が明けるまで続き。

　夜が明けても続いた。
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「良心に従って真実を述べ、嘘うそ偽いつわりを述べないことを誓います」




　──俺と姉がチヨダク王国に来てから、四日目。午前十時。

　被告人勇者ラマンの裁判が再開された。

　時刻になり、被告人を大法廷に連れてくれば、裁きの天てん秤びんは、檻おりの形態から、再び巨大な天秤の形態となって、姉を解放し、宙に浮かび。

　被告人の身体に入れ墨のようにあった拘束の文言は消えて。

　証人として現れたエルマさんが、日本式の宣誓をし。

　すべてが話された──




「──以上が、勇者ラマンの真実と、事件の真相、と。これでいいかい、アクトちゃん」

「エルマさん……ありがとうございますっ」

　彼女の知る真実の言葉は、カメラを通じて、この国中に知れ渡った。

　大法廷の傍聴人たちが、ざわつく。「勇者の恐ろしさは、噂うわさだけだった」「酒場荒らしは変装したナイトハルト」「もう死んだがな」「魔王討伐のリアリティを感じた」「殺人の自白は」「そこが嘘なんだろ」「じゃあ無罪？」「うちのじいちゃんも、ラマンさんは悪い人じゃないって言ってた」「歪ゆがんだ英雄ってか」「勇者ご一行、可哀かわい想そう」……。

　大法廷の人々の、被告人を見る眼めが変わっていき。

「──儂わしを、仲間を、哀れむように見るなッ！」

　反応したのは、傍聴席の手前に座る、過去の英雄。

　その身体には、ついさきほど、証言を妨害しようとして、暴れた際に追加で刻まれた【法文重力】の拘束文言があった。が、それも、証言の終了と同時に消え、

「その女の言うことはデタラメじゃッ！」

　口から炎のツバを吐きながら、証言台のなくなった大法廷で、怒鳴る。

「デタラメと言える、理由は」と裁判官。

「……年齢が、合わん。見た目からして、嘘つきじゃろう」

「やっぱり、あんたって、くだらない」

　大法廷の真ん中に立つハーフサキュバスは、皮膚表面から、紫色の霧を出した。

　そして──

「──どうだい、クソジジイ。久々だろう？　同い年のアタイの姿は」

　霧が晴れた時、そこにいたのは七十歳の老婆の姿だった。

「エルマ……あれだけ若作りに執着していたオマエが、本当の姿を衆目に晒さらすとはっ」

「気が変わったのさ。本当のことを隠し、自分の都合だけ人に見せ、面子メンツを保とうとする。その結果がどうだい。醜く、歪ゆがんじまったと思わんかねェ」

「誰にどう思われようが知ったことかッ！　エルマ、儂わしの誓いを知っているじゃろッ！」

「古い誓いだよ。縛られる必要なんてなかった。フィオナだって、」

「黙れッ！　チヨダクに魂を売った、悪魔が！」

「……アタイはなにも売っちゃいない。昨夜、アタイの中で古い勇者様が死んだだけ」

　エルマお婆ばあちゃんは俺に向かって、

「今は、新しい勇者様……アクトちゃんの女よぉん～」

　と、投げキッスをした。

《──あっくん、聴いてない。やったの？》

《いや、そういうことはっ》

「──ぷっ！　くっくっくっ！　げに愉快！　ダメじゃ愉悦をこらえられんわっ」

　弁護人の席で、椅子の上に立っている傾けい世せいたまもが跳ね始めた。

「ここまでうまくいくとはのう！　どうじゃ今のやりとりで、エルマの正しさは明らかになった！　全員納得じゃろう！」

　たまもの目的が裁判をひっくり返して遊び、イレアナに勝つことなら、俺もエルマさんもそのために利用されたことになる。

　証言を終えたエルマお婆ちゃんは、「ハァーア。妖よう狐こなんかを喜ばせたくなかったんだけどねェ。じゃ、アタイは傍聴席に行くよ」と言って立ち去った。

「クソっ、たまもめぇ……」

　と、いらだたしげに呻うめくのは検察官のイレアナだ。

「すべての記録を精査したが、新たな物証はない、あの証言を覆すものもない……被告人の悪評さえ、キースと、ナイトハルトとかいう変装のクズのせいだったとはっ」

　ナイトハルトがクズなことは同意だ。

　検察官は「負けたくないっ」と呟つぶやいて、数秒、六法全書をめくった。そして。

「──おジャッジ様。予備的訴因の追加を申し出ますっ」

「なんとする」

「刑法２１１条、業務上過失致死罪！　また、刑法１９０条、死体損壊罪！」

「検察官の訴因追加について、弁護人の意見は」

「くだらん抵抗じゃ。まとめて後で言う」

「被告人、意見は」

「……知るか」

「裁判所は、本件につき、出尽くしたと考える。証拠調べを終える」

　──法廷の雰囲気が、終わりへと向かっていく。

「検察官、論告求刑を」

「……論告！　本件公訴事実は、取り調べ済みの捜査資料、自白調書により、証明が充分であると思料する！　求刑、相当法条を適用の上、被告人を、死刑に処するのが、相当である！　また、殺人罪が成立しなかったとしても！　業務上過失致死罪、死体損壊罪が成立し、有罪である！」

「弁護人、最終弁論を」

「わっちの意見を申しつける。本件公訴事実は、いずれもその客観的構成要件該当事実があったことが証明されておらん。犯行に関わるのは被告人本人の自白のみであり、証拠の補強法則から、検察官の立証は果たされていない。とってつけられた業務上過失致死罪には、予見可能性と結果回避義務の立証がない。死体損壊罪には、故意の立証がない。裁判所におかれては、なにとぞ、アホエルフの言う刑罰の適用なんぞ、何一つとして、なされんように切望する」

　静まりかえる、法廷。

「被告人。中央へ。最終陳述を」

「……儂わしが、殺したんじゃ。絶対に護まもると誓った、仲間を……妻を……儂が……」




「今から判決を言い渡す」
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「理由。本件公訴事実から述べる。被告人は、先月三日、午後八時頃、チヨダク王国内自治区始まりの草原、勇者村の窪くぼ地ちにおいて、勇者ご一行であった、フィオナ当時六十八歳、キース当時六十九歳、ナイトハルト当時七十二歳、それぞれに対し、殺意をもって、次々と──」

　チヨダク王国裁判所裁判官、我わが妻つまツカサの、判決の宣告が始まった。

　焼け焦げた太陽のタペストリーの合間で、検察の起訴内容をおさらいする。

　この始まり方に、検察官、弁護人、そして何人かの傍聴人がざわめく。

　判決宣告において、多いのは主文けつろんからの読み上げだ。理由から言い始めるのは、死刑のときが多い。ただ、これはルールとして法律等で決まっているわけではなく、裁判官の裁量だ。死刑でなくとも、主文を後回しにして、理由から読むことだってありえる。結論を先に言ってしまうと、被告人が聴こうとしなくなるときなどだ。

　だから、まだ、わからない。死刑か、懲役か、執行猶予つきか、無罪か……。

「検察官は、関係する証拠によれば、被告人本人が三名を殺したことは充分に認められ、仮に殺人が認められないとしても、業務上過失致死罪、死体損壊罪が成立するという」

　検察官の論告求刑の内容が拾われる。

「これに対して、弁護人は、いずれの罪も立証が不十分であるという」

　弁護人意見の内容が拾われる。

「こうして、争点は、被告人に、三つのどの罪が成立するか、となった」

　裁判官の言葉に、頭上、大天てん秤びんが、ギィ──と動く。

　争点が整理されたのに合わせ、天秤の皿は変化していた。

　書記の席にいる俺が見上げて、二つの皿は、前と後ろ、縦に並び。

　裁かれる側、向こう、被告人の皿の上には、勇者をかたどった小さな人形と。

　小さな、裁きの欠片かけらが、一つ載っており。

　裁く側、こちら、俺たちの皿の上には、姉と俺をかたどった小さな人形があり。

　皿の下には、三つの罪名、

【殺人罪】

【業務上過失致死罪】

【死体損壊罪】

　が、黒色の文字列で浮かんでいる。

「裁判所は、裁判に真実を反映させるため、調査を尽くした。判明した客観的ジジツを述べながら、すべての王国民にわかるように、本事件を解き明かし、正しく評価する。まず、事件現場において確認された炎は、次の写真のとおり、三回──」

　俺は、裁きの魔法のウィンドウを操作した。

　検察官が提出した写真を拡大し、天てん秤びんの下に並べる。

「時系列に、赤黒い爆炎の写真。黄色く吹き飛ぶ炎の写真。最後、白色の炎の柱」

　大法廷中の視線が、被告人を含め、食い入るように三種類の炎を見つめる。

　天秤の下、本物の裁判官の言葉は、未知のスキルのように、人々に染みていく。

　その光景は、傍聴席の後ろ、シロのカメラによって撮影され、国中に放送されている。

「これを、通常の廃棄物が燃焼する写真、被告人の能力【神か炎えん】の写真と、比較するに」

　裁判官の発言のスピードに合わせ、俺は自分でゴミに火をつけた時の写真と、シロが撮影していた映像から抜き出した、法廷内で勇者が出した神炎の写真を並べた。

「炎の色合いから、一回目の爆炎は低温の燃焼。二回目は高温の【神炎】が混じった炎。三回目の炎の柱は【神炎】そのものであると認める」

　学校で習った知識を思い出す。

　炎は、低温ほど赤く、また、不完全燃焼があるほど、黒い煙を出す。

　反面、高温の炎は、黄色や、白色になるのだ。

「また、本事件で死亡した被害者、フィオナ、キース、ナイトハルトの肌の色が、鮮紅色であったとの証言から、本件被害者らの死因は、低温の燃焼から生まれた、一酸化炭素中毒等によるものと認める。本事件の真相として整理すれば、

　第一の炎は、キースとナイトハルトが廃棄物を燃やし損ねた火災事故であった。

　第二の炎は、第一の炎をかき消すために被告人が神炎を放った、消火行為であった。

　事故現場は窪くぼ地ちであり、消火が完了した時にはすでに、本件被害者らは、三人とも、一酸化炭素中毒等により、死亡していた。

　第三の炎は、本件被害者三名の身体を消滅せしめた。

　ということになる。よって、まず──」

　裁判官が、言う、

「被告人は殺人行為をしておらず、殺人罪は、成立しない！」

　言葉に応じて、天秤の皿の下、【殺人罪】の文字が、砕けて失うせた。

　仰ぎ見る、人々に、疑問の色はない。

　ただ一人、被告人だけは、呆ぼう然ぜんと「儂わしの……せいで……」と、呟つぶやいていた。

「次に、業務上過失致死罪の成否について。これは、『過失犯』の説明から行う」

　続く、残りの争点へと移っていく。

「犯罪の処罰は、『故意犯』に対する処罰が原則である。刑法上で、処罰される故意とは、それが犯罪であるとわかっているのにやった、罪を犯す意思をいう。これに対して『過失犯』とは、故意がなく、不注意によって被害者等が出た場合に、それでも国家が処罰をするために設けた罪である。過失犯として裁くには、被告人が、その事件の被害等が出ることを予見できていたこと、そしてその結果を回避する義務があったのにこれを怠ったこと、の二点が必要とされる──」

　天秤の皿の下、【業務上過失致死罪】の横に、二つの球が、出現──

「が、本事件の火災事故は、キース、ナイトハルトの両名が、被告人の知らないところで、勝手に廃棄物に火をつけて起きた。被告人には、その予見はできなかった。当然、結果を回避する義務もなかったと認める。よって、業務上過失致死罪は、成立しない！」

　した途端に、球は、罪名と共に、砕けて失うせていく。

　裁きの皿の下、残った罪は──【死体損壊罪】の、一文のみ。

「最後。死体損壊罪の成否について。火災事故で亡くなった、三人の遺体を、被告人が、先に述べた、第三の炎によって、消滅せしめた行為については、故意によると見える」

　裁判官の言葉に、反応したのは、イレアナだった。

　検察官の机の上で、祈るように手を組んでいる。

　ハーフエルフが呟つぶやいた、「王国を守る、検察の威信のため、この一点だけでも、勝たねばっ」という言葉が、俺の手元の発言記録ウィンドウに現れる。

「この点に関わる、被告人の法廷内での発言は、

〝儂わしが村々を恐怖支配し、儂が神か炎えんで、三人を殺して、消した〟

〝儂が、殺したんじゃ。絶対に護まもると誓った、仲間を、妻を、儂が〟

　──というものだ」

　裁判官が暗記していた、被告人の台詞せりふ。

「すでに証言によって明らかなとおり、被告人が始まりの草原の村々を恐怖により支配していたことは、被告人が依頼したものとはいえ、ナイトハルトによって広められた噂うわさであり、嘘うそである。また、三人を神炎で殺したという発言も、嘘である」

　聴く、弁護人の、傾けい世せいたまも。

　小さな狐きつねは、せわしなく尻尾を揺すりながら、「さぁ、わっちの、完全勝利、来い、来い……っ」と、ブツブツと言っている。

「ただし。かかる発言のうち、被告人が始まりの草原の実質的な支配権を握っていたことは真実であり、また──」

　この結論は。

　昨夜、俺と姉が、話し合った。

　勇者を救う道。

「絶対に護ると誓った、仲間と、妻を、護れなかった深い悲しみと、悔悟の情を抱いていたことが認められ──」

　刑も、罰も、いらない。

「また、当世界における死体の放置は、アンデッド化の恐れがあるために──」

　勇者の、最後の行為の、法的評価は。

「裁判所は──第三の炎は、被告人が治める地における、信頼し合っていた者に対する、被告人の力による、アンデッド化を回避のための、正当な、葬儀行為であったと認める」




　火葬。

　──勇者にとって、あれは葬儀だったことにできないか。

　そう、姉に持ちかけたのは、俺だった。

　事件の現場で、コカトリスを倒したシロから『アンデッド化』について教わったおかげで、この異世界では死者に対して早めに処置をする慣習に気づけた。

　対魔獣戦争では、戦死者はその場で消滅させることもあったと言う。

　姉は俺に、「異世界ならではの、死後の処置、か。その発想はなかった……でも、最終的には、最終陳述の態度を見て、決めるわ」と言っていたのだ──




「よって、第三の炎の違法性は阻却され、死体損壊罪は成立しない！」

　姉は、この勇者には、一つとして、罪が成立しなくていいと判断したのだ。

　天てん秤びんの皿の下に残っていた最後の罪名は、跡形もなく消し飛んだ。

「本件公訴事実については、犯罪の証明がないことになり、刑事訴訟法３３６条により、被告人に対し、無罪の言い渡しをする──」




「主文　被告人は、無罪ッ！」
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　主文が言い渡された後。

　大法廷で、最初に聞こえたのは、バキャッと、ガラスが割れる音。

　検察官席、イレアナが、顔面から、机に突っ伏していた。

　俺の手元の発言記録ウィンドウに、「ワタシは……検察官、失格だ……」という、ハーフエルフの呟つぶやきが表示される。対して、

「くあああっきゃっきゃァっ！　わっちの完全勝利じゃっ！　ざまぁぁぁッ！」と、傾けい世せいたまもは、やかましく言うと、ピョコピョコ跳ねてイレアナの元に駆け寄り。

　俯うつむくイレアナの下から、「ねぇねぇ今どんな気持ちじゃぁ？　三つともボロ負けしてどんな気持ちじゃぁ？」と狐きつね眼めでニタニタと嗤わらいながらツンツンし始めた。

　小うるさい、検察と弁護人のやりとりの向こう──

「茶番、じゃ」

　すでに被告人ではなくなった、勇者ラマンはそう言った。

「ああだこうだと、小難しい言葉を並べよって。あげくのはてに、無罪じゃと？　今までのはなんだったんじゃ？　全部ムダ、なぁんも、裁けておらんッ！」

　大法廷の中央で、老人は苛いら立だつように、叫ぶ。対して、

「いや、裁いた。勇者ラマン、あなたは、罪を負わなくていいのだと」

　裁判官席、我わが妻つまツカサは、諭すように言う。

「詭き弁べんッ！　──そうかわかったぞ、小娘、やはりビビってチビっておったんじゃな。儂わしを、裁く勇気がなかったんじゃ！　儂わしを、処刑するのが怖くて、」

「王女、伊い藤とうエクスタシアっ！」

　裁判官は、老勇者の頭上を越えて、傍聴席に声をかけた。

「はいですわぁっ！」王女は立ち上がり、「えっと、『勇者ご一行飲食特例法』を、憲法違反のため、廃止いたしますわぁ！」と、手にしたメモを読み上げた。

「な、なんじゃ、これはっ」

「──検察官っ」

　次に、裁判官は、ハーフエルフの検察官に対して。

　光る小さな物を投げて寄よ越こした。

「こ、これはっ」イレアナは、起き、受け取る。「検察官の、バッジっ」

「今後、そこのジジイが金を払わず飲食した際には、直ちに起訴するように」

「ワ、ワタシは、検察を続けてもよろしいのでしょうかっ」

「検察の役割とは、公益の代表者。国家、国民を護まもるため、どんな凶悪な者に対しても屈さず、その罪をかかんに主張立証すること。あなたには、ガッツがあったわ。その姿こそ、検察の正義。あとは裁判所がどうにかします。今後も励みなさい、斎さい藤とう検事っ」

　トゥンク──暖かさの混じる励ましが、斎藤イレアナのハートに突き刺さったような音が聞こえた。

「お、お、おォっ──」

　彼女は、割れたメガネのまま、ガッツポーズをとり、

「ワタシは、何度でも、めげずっ！　起訴いたしますぞっ！　不死鳥フエニツクスのようにっ！　ついてゆきますぞォっ、おジャッジ様ぁぁぁぁぁっ！」

　叫んだ、その勢いに、たまもが転び、尻餅をついた。

「なんじゃ、このムードは。勝ったのはわっちじゃぞっ」

「裁判の真価は、勝ち負けではない。正義を実現するためにある。わかれ、子こ狐ぎつね」

　姉が、裁判官席から、降り、歩き始める。

「裁判所は、勇者にビビってチビってなどいない。また、無罪を出して終わりとは思っていない。ここから、あらゆる歪ゆがみを正していく。そうだろう、王女伊藤エクスタシア」

「はいですわぁっ！　えっと、次は勇者神社のリニューアル公開に、国民の祝日に勇者の魔王討伐記念日を追加、そして勇者さんの奥様を戸籍に反映ですわね、アクト様っ」

　王女が読み上げるメモは、今朝、俺が手渡したものだ。

「ああ。無罪になったラマンさんに、本来あるべきものばかりでしょ？」

　昨夜のうちに、無罪になったときのため、姉と俺とで決めた事項だった。

「やめろ！　今さら、なにをしとるんじゃ、寄るなっ！」

「勇者ラマン。あなたは、一人で廃棄物を引き受け、チヨダク王国の高度成長をも支えた、真の功労者だ。日本人として、これ以上、見下ろすわけにはいかない」

　と、裁判官は、近づいていく。

「お、おかしいじゃろっ！　小娘、小僧、おまえらは、おかしいッ！」

　狼狽うろたえる、勇者。

「ニホン化を拒み、酒場であれだけ愚弄した、この儂わしに、おまえらはなんの情もないはずじゃっ！　なのになぜこんなマネができる、ぎ、偽善者がッ」

「裁判は、勝ちを負けを超え、あるべき理想の姿のためにある。裁判所は、あなたのいる未来を選んだ。これを偽善だとは思わない」

　穏やかに語る姉が、老勇者の目の前にまで歩み寄る。

「おまえらは、ただ儂を死刑にすれば良かった。儂の裁きの欠片かけらを奪い、そして始まりの草原の村々を併へい呑どんすれば、すべて解消された。それで、この世から、悪がいなくなる！」

「できない。あなたは悪人ではない。五十四年間、少しずつ、様々な要因が積み重なって、間違った道を進んでしまっただけ。攻撃的な言動を装っても、私や弟を直接攻撃しないこともその証拠。そして裁判所の判決に、疑ぎ義ぎが一つとして出ていない」

　裁きの天てん秤びんの周囲に、一つとして、【疑義の赤あか錆さび】は出現していない。

　それは、この裁判を見る者たちが、疑いを抱いていない証あかしだった。

「──わ、儂は、ずっと、悪夢を見ておる」

　しかし、老いた勇者は、後ずさる。

「おまえらが法律だのでどう認めたとほざこうとな、儂の腕の中には、絶対に護まもると誓った妻が、今でも横たわっておる。儂の前後には、絶対に護ると誓った仲間の死体がある。酒を呑のまねば眠ることもできんっ。こ、これが……儂の、ジジツじゃ……」

　痩せた身体を支える脚がもつれ、老人はその場にへたり込む。

「罪の意識を負ったまま、正しく裁かれないまま、時を経れば、精神を病むことだってある。しかし、その罪悪感は、もう解消されたはず。過失犯とは、」

「カシツハンとかどうでもいいんじゃ！　儂は、儂が護ると誓った、」

「ラマン。アンタ、いい加減にしなよ。フィオナが見てたら呆あきれてるよ」

　傍聴席から、証人の役割を果たした、エルマさんが歩み寄る。

　老勇者と同い年の、老婆の姿で。

「エルマ。おまえが、小僧に──」ラマンは、呻うめくように言う。「妻が、嘘うそをついていたことなんざ、わかっておった！　薬が効いていないのも……それでも、儂は、妻を……」

「フィオナはねェ、アタイに言ってたよ。『ラマン様は、みんなの勇者様です。わたしは、充分すぎるほど尽くしてもらいました。また、みんなを、向いてください』って。もし、自分が死んだらって、ねェ。……後ろ、向きなさいよ」

「なんじゃと──」勇者が、後ろの、傍聴席を向く。「おまえら……」

　そこには、勇者村の人々が座っていた。老人に、子どもに、スライム……。

「もう、背負わんでくれ」「本当のこと、エルマばあから聴いてるっ」「スラァっ」

　口々に、勇者に向かって言葉を投げかける。

　彼らは、エルマさんが手配した翼竜ワイバーンのタクシーで呼び寄せたのだ。

「……せっかく、恐怖で支配しとることに、しておったのに。台無しにしおって」

　這はうような姿勢で、老勇者は吐露し。

「……昔は、良かった……」俯うつむき、呟つぶやく。「ただ、敵を倒していれば良かった。次は、もっと強い敵を。さらにもっと強い敵を、倒す。ゴールは、魔王城だと決まっておった。みんな、同じ気持ちで、ついてきた。その道だけ、見てれば……それだけで良かった……」

　項垂うなだれて、戸惑い。

　裁きの天てん秤びんを仰ぎ見る。

「今の世の中は……どう生きればいいのか、わからん……儂わしの、物語は……終わったんじゃ。みんな死んだ。愛する妻も死んだ。もう……生きる道など……」

　それが、老いた勇者の本心だったのだろう。

「ウダウダ言い始めたか。あなたが閉ざしていた草原地帯は自治区から、王国領に戻る。すると、どういうことになるだろう？」

　姉は言葉のトーンを、強めに変えた。

「……どういうことになるんじゃ？」

「廃棄物の山で、不法に占拠しているだろう。あれを、焼いてもらわねばな」

　裁判官は、膝を曲げ、屈かがみ、

「だからこれは始まりだ。さぁ、勇者。勇気ある者として、再び、立っていただきたい」

　勇者に向けて、手をさしのべる。

「──なんじゃ、小娘。儂に、また、炎を使えというのか」

「他に国みんなに役立つ道があるなら教えていただきたい。あなたが燃やした大法廷ここの天窓に、太陽のタペストリー、賠償額を算定してつきつけられたいか？」

　俺も、歩いた。

　老勇者の前に立って、言う。

「イヤなら、炎魔法の使い方を教えてくださいよ。俺が焼きますから」

　言葉を受け、その老いた金色の瞳が、俺を見返す。

「小娘に、小僧が、よくも、まァ、この、儂に向かって、指図を──」

　言い返す、勇者の眼めには、威勢、生気が、戻っていくようにも見える。




　──姉と俺は、勇者ラマンの今後についても意見を出し合った。

　彼に残った力は、やはり炎。

　五十年以上に及び、使い続けた、熟練の、強力な炎を、活いかす。

　だから、そのための道を、整え。

　穏やかな言葉で。強い言葉で。彼に合わせて、促すことにしたのだ──




「ハチャメチャじゃよ。これが、ニホンの裁判所……本物の裁きじゃというのか？」

「そうだ。これが本物の裁判だ」

「……フッ、ガァッハッ、ハァ、」

　老いた勇者は、破顔し。

　初めて酒場で出会った時のように、豪快に、笑おうとした。が、

「は、ウ、ううっ、アア……」

　うまく笑えず、こぼれ始めたのは、嗚咽おえつだった。

「グゥ、ウウッ……わ、儂わしは……」

　今までの、傲岸不遜な態度は、弱い自分を隠す嘘うそ。

　涙は、落ちていく、積年の憑つきもののよう。

「──もっと、早く」

　勇者は、天を仰ぎ、眼めを閉じて、言った。

「おまえたちに、裁かれていれば、良かった」




　ガコン──




　勇者ラマンのその言葉に応じて、世界に一つの区切りがついたような音が響いた。

「天てん秤びんが」と、誰かが言う。

　頭上、俺たちの真上、裁きの大天秤は、大きく傾いていた。

　その重さを示すように下がったのは、裁かれる者の皿。

　載っていた、勇者をかたどった人形フイギユアが消失し。

　そこにあった、一つの裁きの欠片かけらが、ゆっくりと落ちていく。

　元の所持者である、罪のない、勇者ラマンの手元へ。




【◎◎　よく裁けました　◎◎】




　裁きの終わりを示すように、文言が現れ。




　パチパチ、パチパチパチパチ──




　何十、何百という、手を叩たたく音が湧き起こる。

　傍聴人たちが、みな、立ち上がり、拍手をし始めたのだ。

　さらに、大法廷に、

　ドウッ──と。

　青白い光が現れ、視界を埋める。

（この光は──）

　眩くらんだ視界、なんとか眼をこらせば。

　ここにいる、傍聴人たちからだけ、ではない。

　傍聴席の向こう、二手に分かれた傍聴人入口から、光の濁流がなだれ込んでいた。

　壁面、月のタペストリーをめくるほどの勢いのそれは、背後、裁判官席にまで達し。

　ぶつかり合い、猛たけるように、昇っていく。

《──あっくん、あれは》

《外で裁判を見ていた人のだ。信頼の粒、いや──》

　もはや、それは、粒と表現とするのでは足りなかった。

《星だ》

　消失した天窓の中央、虚空に浮かぶ天てん秤びんに、吸い込まれていく。

　キラキラとした、その一粒一粒は、スライムストアの時の、蛍のような光より、強く。

　天井を流れる様は、プラネタリウムのよう。

　真昼の陽光を遮って、次から次へと飛来し、瞬いて。

　巨大な天秤に吸い込まれていく。

（国中の人が、見てくれていたんだ）

【信頼の粒】は、裁判を見る者たちからの信頼度。

　その大きさ、総量は、裁判を見た者たちからの評価の合計となる。

（いったい、どれくらいだろう）

　俺は手元、裁きの魔法【信頼値】ウィンドウを開いた。

　表示されていた数値は、【１００万】を超え。

　さらに目まぐるしく増加していく。

　爆上げだった。

《あっくん──》

　光と、数値の、昂こう揚よう感の中、脳裏に声が響く。

《手──》

　そうだな。

　今は、目の前にある、手をとろう。

　俺は右手で、柔らかな姉の手を握り。

「お立ちください、ラマンさん」

　左手で、老いた勇者の、右手をとった。

　姉と俺の、二人で、彼の両手を引く。




　青白い輝きに包まれた、幻想的な光景の中。




　握り返してくる、その手は、皺しわくちゃで。




　温かかった。
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　老勇者の裁判を終えた後。

　大法廷の片付けや、王女と家臣たちの行政指示を見届けて。

　俺と姉は、裁判所いえに戻って、気を失うように眠りこけた。

　目が覚めた時は、翌日のお昼時。

　この日を、勇者の魔王討伐記念日こくみんのきゆうじつと制定したため。

　テレビでは、終戦記念日みたいな特番が組まれていた。

　その内容は、俺が神社で見て、エルマさんから聴いた話をなぞるようなもので。

　しばらく見た後、姉と俺は昼から祝杯をあげることにした。




　──冒険者ギルドの酒場『グランヴァルニエ』にて。




「「「かんぱーいっ！」」」

　ジョッキを、ガチン、と当てたあと、

「「ッッッくぅぅぅぅぅ──ッ！」」」

　っと飲み干す。俺と、姉と、シロの三人。

「あ～っ、裁ヤいつた後のお酒、ほんと美お味いしいわっ！」

「おジャッジ様、ご主人様、お見事なおジャッジメントでした」

「シロちゃんのカメラワークも完璧だったわ」

「よく撮れてた。見れば、みんなのラマンさんに対する誤解はなくなると思う」

　裁判映像は、有線のネット上（チヨダクネット）で誰でも見られるようにしておいた。

「測定した視聴率は、過半数。あとは口コミにせよ、毎年、この記念日で振り返るにせよ、ラマンさんの実際の振る舞いにせよ──誤解なんて、なくなると、信じています」

「シロがそう思ってくれると嬉うれしいよ」

「裁判とは、不思議な力ですね。カラースライム事件では、罪を隠す者を裁き。勇者事件では、罪が無いことを裁いて……人々が、変わっていくのを感じました」

　と話しているところに、

「ニャ～、チラシ配ってるニャ～、見てニャ～」

　と、酒場娘が一枚の紙を机に置いて行った。

　それには、『始まりの草原で　最高のスライムブリーダー体験を　ツアー参加者募集中　主催　スライヴン＝アァティスト　協力　勇者村』と、カラフルな文字で書いてあった。

「……確かに、色々変わっていってるみたいだね」

　王女がオークたちを雇って、勇者村までの道を敷いてくれたおかげでもある。

　長い間分断されていた、チヨダク王国と、始まりの草原が、つながり始めたのだ。

「勇者村の皆さんと、スライムちゃんたち……良かったです」

　シロが、嬉うれしそうに、フワフワとした尻尾を振っている。

「ところでシロ。その、視聴者数ってさ、三十万人もいたの？」

　裁きの魔法の【信頼値】は、【０】から【１５５万８０１５】となった。

　一人あたり評価が五段階だとすると、それくらいの計算となるのだけれど──

「いえ。人口的に、多すぎます。おそらくですが、裁きの欠片かけらを二つ用いた裁判だったため、五段階評価ではなく、十段階評価になったのではないでしょうか」

「なるほど……欠片が多い状態で裁くほど、強力な報酬が得られるわけか」

　裁きの欠片には、集める誘因がある。

（やっぱりこれ、各地に散ったのを集めるゲームっぽいな。それに……）

　１５０万超……桁違いの信頼値だ。どう活用できるのだろう。

　次々と強力な機能を解放したりできないかなぁ……なんて、思いを馳はせ始めたところ、

「あっくん。あの天てん秤びんさ、お姉ちゃんを『二度と法廷に立てなくする』とか言ってたよね。その欠片、捨てちゃおっか」

「ツカ姉ねえ、なに言ってんの」信じられないこの感覚の違い。「ダメだよ。これ、明らかに最重要アイテムじゃん」

「でも普通、裁判にそんなのいらないわ」

「ここは、ファンタジー異世界なんだって──」

　などと、姉と俺が、言い合っているところに、

「おジャッジ様ぁ～、アクト様ぁ～、お疲れさ満期釈放～っ！」

　王女伊い藤とうエクスタシアがやってきた。

「勇者村へのインフラとか、ケーブルの設置とか、だいたいうまく進む感じですわぁ」

　王宮府の家臣たちを連れ、始まりの草原から帰ってきたところのようだ。

「でね～。勇者のおじいちゃんから、裁きの欠片と、ご伝言を預かってきましたの！」

　ピンクのメイド服から、取り出そうとするや否や、その小さな欠片は宙に浮き、

【譲渡人　　　旧所持者　　ラマン

　譲受人　　　新所持者　　おジャッジ様とアクト様】

　ヴゥン──と、所持者を移すウィンドウが現れた。

「えっと、読み上げますわぁ。

〝この神器は、儂わしが持つべきものではない。お二人を信頼し、託す〟──」

　王女が、メモを読む。

「まとめて処分を考えましょう」と姉。

「それ保留で」と俺。

「で、お次っ。

〝我が故郷を、王の地として捧ささげる。王のゴミは儂わしが燃やす。儂は今後、王国裁判所のお二人を新たな王として仕え、勇者村は、コートーク村と改称する〟」

「裁判所は王様じゃないし、職員以外が仕えるとかないって伝えて王女」

「あと、勇者村は勇者村のままでいいです……」と俺も続く。

「わかりましたわぁ！　で、ラスト。

〝アクト様。炎魔法の鍛錬、いつでも請け負うこと、約束す〟

　──以上ですわぁ！」

　その伝言は、俺の心を温かくした。

（良かった、本当に）

　この世界にきて、駆け回って。

　今の充実感は、どんな苦労も消し飛ばしてくれるほどだった。

「わっちとの約束が先じゃぞ、アク坊っ！」

　ピョンピョンと、俺の椅子の周りで、傾けい世せいたまもが跳ねていた。

「はよぅ、王女の部屋でゲームするんじゃっ！　はよっ、はよぅ！」

「おい、アクト様がたまもにそんな約束するわけないだろっ」

　狐きつね色のパーカーのフードをぐっと掴つかんで、引き離そうとするのは、斎さい藤とうイレアナ。

「したんじゃたわけっ！　なんじゃイェレーニアナ、負けたくせに、ジャマするなっ！」

「ワタシは裁判に負けても、検察としては勝ったのだ」

「はァ？　耳が長すぎて脳みそ漏れとんのか？　おぬしはな、三つもの罪の立証に失敗したんじゃ！　負け！　負け！　負け！　わっちは三・連・勝☆」

「裁判は勝ち負けではないとおジャッジ様も言っていただろっ。次はワタシが勝ぁつ！」

　──二人は、言い争いながら酒場を駆け回る。

「あの二人、仲が悪すぎて、仲が良いように見えてきたよ」

「検察官と弁護士が競い合うのは良いこと──ってことにしておきましょうか」

　俺と姉は、王女に向き直り。

「そうそう王女。頼んでいた、『役人』の件、どうだった？」と俺は問う。

　今回の事件について、できる限りのことはしたつもりだ。

　でも、一点、しこりのように残った、モヤモヤがある。

　それは、エルマさんの証言で出てきた、

〝『チヨダクからきた』という、黒い天てん秤びんを持った役人たちが、【裁きの欠片かけら】を奪おうとした〟

　というくだりだ。

「そんな人、いませんでしたわぁ」

「え？」

「そもそも今年、チヨダクから、勇者村に派遣した役人なんていませんし、黒い天秤なんて誰も持っていないのですわ」

「でも……ラマンさんは──」

　そのせいで、先王の死後、王女に会いに行くルート選択ができなくなったんだ。

　黒天てん秤びんを持った者は、現実にいたはず。

　勇者の家の入口に、逆さまの黒い天秤のマークが描かれ、大きくバッテンされていた。

　その者が裁きの欠片かけらを奪おうとした結果、ラマンさんは体調を崩して、今回の火災が発生したと言ってもいい。

「あっくん。その『チヨダクからきた』ってさ、詐欺師がよく言う言葉じゃない？」

「どういうこと？」

「どこどこ警察署の方から来ました。って言うけど、警察署の者とは言っていないから、嘘うそはついていないっていう言葉よ」

　……なるほど。

「チヨダクを騙かたり、裁きの欠片を集めようとしてるやつがいるってことか」

　頷うなずく姉。

（こいつは、想像以上に厄介だ）

　裁きの力を発揮する神器。そして、いまだ未解明なところの多い神器。

　奪おうとする組織や、勢力があっても不思議ではない。

「あっ、【裁きの欠片】が移動しますわ」

　勇者ラマンが所持していた欠片は、ゆっくりと俺の手元へと降りた。

　俺のポケットから、反応するように、王女から受け継いだ欠片が飛び出す。

「二つの、欠片が──」

　俺たちの目の前で、つなぎ合わさり。

　カッ──と、黄金色の輝きを放ち。

　ミニサイズの天秤が出現し。

　さらに、その下に、表示される──

【神器クエスト　すべての欠片を集めること

　　　　　報酬　世界の全てを裁く力　　　】

　すでに見た文字列。

　世界の全てを裁く力。

　ガタッ、ガタガタッ──

　見渡すと、俺と姉以外、みな、その文字に向かって、跪ひざまずいていた。

「どうしたの」とシロに訊きけば。

「──神様の、強い力を、感じたためです」

　と、頭を上げずに言う。

　俺は、なにも感じない。天秤と文字の輝きが眩まぶしい、くらいだ。

　どうやら、この世界の人々は、神様に対する畏怖のようなものがあるらしい。

「神様とやらが、こんなのを生み出したのが、悪なのよ」

「ツカ姉ねえ？」

「この欠片かけらのせいで、余計な争いが生まれてる。こんな欠片、なくても裁判はできる。裁判ってのはね、人類の叡えい智ちなの」

「それはそうだけど」

「集めてやろうじゃない。そんで──」

　裁判官は、椅子から立ち上がり。

　宙に浮く、俺たちを見下ろす黄金の天てん秤びんと、文字を、指さして。

「神様ってのを、裁いてみせる」

　仁王立ちする、この世界に一人だけの、本物の日本人の裁判官。

「正しい裁きで、世界を良くするのは、神ではないわ。人の力よ」

　酒場の宙に浮く、この場に合わせたかのようなサイズの天秤は。

　姉の宣言に応えるように、文字を出す──




【すべての欠片を集めし時　神は現れる】




　それは、すでに仕込まれていた、神からのメッセージ。

「上等。この世のどこかで待ってなさい──本物の、裁きを見ながらねッ」

　堂々たる、姉の姿に。

「おジャッジ様、なんと畏れ多い……」「チヨダクゥゥゥル、ですわァ──ッ！」「ワ、ワタシも、ついてゆきますぞぉっ」「くっくっくっ！　神裁き、げに面白きっ」……。

　周囲が、騒ぎ出す。

　やれ、しょうがない。この勢いは止められない。

「ねっ。あっくん」

　姉が無む茶ちや振りし、俺に手をさしのべる。

「二人の裁きで、人類ナメた、神超えよっ」

　よくそんな、軽いノリで言えるよなぁと思う。

（でも、ツカ姉のそういうとこ、格かつ好こいい。それに──）

　世界のために、神を超え、争いをなくす。

　それができたなら、魅惑的な、グランドフィナーレなんじゃないか。

　俺は立ち上がり、姉の手を握った。

「目指そう。世界のために、神より高い、裁判所──」




　姉と俺とで、異世界最高裁判所──





あとがき




　読者様。はじめまして。第十六回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて、最優秀賞を受賞させていただきました、紅こう玉ぎよくふくろうと申します。




　本作、チヨダク王国の世界と裁判体験……お楽しみいただけたでしょうか。

　最初の巻ということで、この物語が生まれたきっかけを書こうと思います。

　読者の皆様は、最高裁に行かれたことはありますか。そう、厳いかめしい、あの建物。

　国家から、正義の最後の砦として、強大な力を与えられし場所？？略して最強。

　日本の裁判所は、国民からの信頼が厚い……とかいうデータも見まして。

　なんとなく、僕もそう信じて、勉強し、裁判実務に関わるようになりました。

　そこで何年か経たち、裁判を見ながら、ふと、思ったのです。

「これ、ファンタジー異世界でも同じこと言えんの？」と。

　それから、紆余曲折あって、チヨダク王国（王女）が生まれました。

　日本文化を模倣しているのに、いやそのせいで、ヘンな問題が起きる、愛おしい王国。

　これからも、無理難題（？）がチヨダク王国裁判所を襲うと思います。

　なにを信じればいいのか、なにが正しいのか、揺らいでしまうかもしれません。

　それでも。前向きに、なにかを信じて行動する人間は、魅力的で、美しいです。

　時に、信じることが、間違いであったとしても。魂の輝きが、そこにある。

　日本人の裁きの魂は、異世界の神を超える最高位に到達できるのか。

　姉弟の行く末を見守り、応援していただけると嬉うれしいです！




　謝辞。

　まず、選考委員を務めてくださった五名の先生方、編集部の皆様。この企画で挑戦させていただき、本当にありがとうございます。いただいたコメントは何度も何度も繰り返し拝読し、全身全霊で改稿に挑むことができました。す、好きです！（赤面）

　イラストのjonsun様。みんなメチャクチャ可愛かわいいですし、格かつ好こいいです！　風変わりな作品世界を、斬新に映えるように具体化していただき、本当にありがとうございます。

　さらに、日頃から感想・意見をくれた友人たち、創作仲間、職場の同期Ａ。ご協力いただいたデザイナー様、校正様、印刷所様、書店様、職場の上司。そして僕に影響を与えたすべての面白い人たち、作品群……書き切れません。現代日本に生まれて良かったです。

　最後に、担当のＫ様。的確すぎるご指摘に幾度となく震えました。僕とキャラの暴走を何度も食い止めていただいた、作品創りの神……感謝が溢あふれて尽きません。

　次巻は、さらにファンタジー異世界らしく、長寿種族の問題を扱う予定……です！

　まだまだ頑張りますので、どうぞよろしくお願いいたします！


紅玉ふくろう　Twitter@ kogyokufukurou







電子書籍特典　書き下ろし短編

『勇者村でのお食事』





　──勇者事件を、裁き終え、数日後の、昼。

　俺は姉と共に、再び、勇者村を訪れていた──




「あっくん。この焼きそば、とっても美味しいわ」

　食べ歩きながら、姉が隣で、嬉しそうに言う。

　手元には、さきほど買った、パック入りの、コカトリス焼きそば。

　焼かれた麺と鶏肉コカトリスの上、青のり的な乾燥した香草に、紅ショウガのような漬け物が刻んで散らされている。ふんだんにかけられたソースと相まって、香ばしい匂いを放って、食欲を掻き立てる……

「ほら、あーんっ」

　グイグイくる、姉の勢いに、「……ん」と口を開けると。

「はいっ」と割り箸で、俺の口に屋台フードが突っ込まれる。

「……もぐもぐ……。ツカ姉、これ、美味しいね」

「ね～」と、姉は満開の花のように、柔和に笑った。

　十五歳の肉体になった黒髪ロングの巨乳美女が、目の前で楽しそうにはしゃいでいる。

　この場には、裁判所の昼休みを多めにとってやってきたところだ。

「お昼に来て良かったわ。じゃ、もう一口いこっか」

「もういいかな……お腹いっぱいだよ」

　お仕事の合間の、オフモード満喫には合わせたい気持ちがあるけれど……ふと、見れば見るほどアイドル級の美少女である姉と、同じお箸で食事をシェアして、間接キスをしているような気がしてきたのだ。

（いや、間接キスは本当にしてるよなこれ……でも今さら気にしたくないし……）

　俺は姉のことをヘンに意識しないよう気をつけて、距離をとる。

「あっくん、お顔赤いね。暑い？　まさか風邪ひいた？」

　意識しないよう、顔に出ないよう──としていたつもりが、顔が上気していたようだ。

「お熱、測ったげる。おでこ出して？」

「違う……えっと、肉食べたら、このへんで、コカトリスと戦ったの思い出して……」

　……とっさに思いついた言い分けをしながら、周囲を見渡す。

　勇者村の周辺は、相も変わらぬ草原地帯。でも今は、数日前とは違って、道がある。

　西へ一本まっすぐに、片側二車線の四車線。

　ファンタジー異世界の原始的な風景の中、急設されたアスファルトの国道だ。

　せっかくのゲーム的異世界情緒（俺が言ってるだけ）が失われた気もするけれど。

　それより、人の往来ができ始めて、交流が正常化したことが、嬉しい。

「あっくん、また大型の観光バスだ」

「窪地の方だね、そろそろ行ってみようか」

　頷く姉を連れ、歩き出す。

　勇者村を訪れる人々は、勇者事件（勇者ご一行焼殺事件のことを、過ぎた今では、こう呼ぶ）の現場になったという窪地に、観光目的で立ち寄る。

　よってその周辺には、観光客目当ての屋台が出店し始めて。

　そのうちの一つで、俺たちは焼きそばを買った──というわけだ。

「数日で、よくもまあここまで変わるものね」

「王女が頑張ってくれたんじゃないかな。それに、村の人たちも」

　インフラはもちろん、商人を誘致したり、管理する人がいるはずだ。

（きっと、それは勇者を、ずっと護ろうとしていた人……）

　思いながら、砂利道を歩く。

　昔の日本の物のガラクタを再利用して造ったような屋台が、雑然と並んでいる。

　やがて、視界が開ける。人だかりは、窪地の周縁までだった。

「おぉっ……勇者ラマン……めっちゃ燃やしてる……」

　彼を無罪にした裁判官が、半ば呆然と呟く。

　窪地の真ん中で、老いた勇者はゴミを次々に燃やしていた。

　【神炎魔法】の火球をいくつも自分の身体の周囲に同時に出現させておき。

　大きく育てながら、待ち構えている──ゴミの出現を。

　ヴゥンッ

　物体転移の魔法陣を通じて現れた、大きなゴミ袋を、老勇者は、

「──」

　間髪入れずに認識し、僅かな動作で、神炎の球をぶつけ、消滅させる。

　その時、勇者はその金色の両眼を開けてさえいないようだ。

　まるで窪地の中は彼の体内であるかのように、把握しきっている。もしかしたら寝ながらでも神炎を撃てるのかもしれない。酔拳を思わせる、熟練の技……。

「ラマンさん、元気にやってるみたいだね……」

「そうね……」

　俺と姉は、しばらく見入る。

　チヨダク王国裁判所おれたちは、勇者さんに無罪を出した。一方で、彼が、被害者の出た事故現場でゴミの焼却を続けることになったのを、気にしていたのだ。

　……ふと、遠巻きに見ている人々の向こうに、見知った人物を発見した。

　岩の陰で、一人で、佇んでいる、赤紫のボディコン姿の女性……

「エルマさんもいる」俺は、彼女にお礼を言っていないと思った。「ツカ姉、行ってくる」

「あっくん、ちょっと待って」

　十五歳の美少女が、コカトリスやきそばを持ってない手で、俺の手を握って止める。

「あの悪魔さん、すっごくセクシー……あっくん可愛いから食べられちゃうんじゃない？　お姉ちゃん、悪魔除けに、ちゅーしておきたい」

「なに言ってんの。大丈夫だよ」

　なにが大丈夫でなにがダメなのか、自分でもわからなかったが、人目のあるところで姉とベタベタしたくない一心でそう言って、その手を外した。

　俺は、後ろで「あっくんを信じてるわ」と言う姉を置いて、エルマさんの横に着いた。

　勇者事件の時ぶりに見る、ハーフサキュバスの彼女……二十代の見た目で、酒瓶を片手に、神炎魔法を扱う勇者ラマンを、遠くから見守っているようだった。

「……また来たのかい、坊や」

　気配に勘づかれ、言われる。

「エルマさん。証人になって、証言してくれて、ありがとうございました」

「……礼を言うのはこっちだよ。この村も、あいつも、蘇ったみてェだ」

「心配してたんです。奥様と仲間の方々が亡くなった場所で、神炎を使い続けるなんて」

「余計な心配だよ。アタイたちは、魔獣戦争の戦死者をその場で焼いていた。いちいち立ち止まって、墓を立てて悼むような風習なんかねェのさ」

　グイッ、と瓶を傾ける。ツンと刺激の強い酒の匂いが、草原の風に乗って鼻腔をついた。

「こんなところで、そんなに飲んで……酔っ払ってませんか？」

「……奥様、か。アクトちゃんが、裁きの前夜に言っていた、『メインヒロイン』……あれから調べたよ。フフ……」

　話がかみ合わない。酔っ払いの特徴でもある。俺はいつも酔っ払った姉にするように、彼女の近くに座り、岩を背にして、寄り添った。

「五十余年の時間。フィオナと、勇者を、アタイは、自分なりに護ろうとしていた。でもそれは、好きになった男……主人公ヒーローに、選ばれなかった方の、未練がましい……間違った生き方だったのかも、しれないねェ……」

　この数十年を回顧していたのか。物憂げな表情で呟く、半悪魔の女性……。

　悪魔の尻尾はシュンと草の上に横たわり、心なしか頭の角も俯いているように見える。

「フフ……アタイは、あのジジイの、メインヒロインじゃなかったのさ」

　俺は、フィオナさんをメインヒロイン、みたいに言ったことを申し訳なく感じた。

「そんな……だとしても、エルマさんは、すごいです」

　悪魔サキユバスの、黒紫のウェーブのかかった髪が、揺れる。

「法廷でも毅然として、みんなに伝わる、しっかりしたお話しぶりでした。今のこの村も、エルマさんのおかげで、まとまってるんじゃないですか？」

　アメジストのように妖しく光る彼女の両眼が、俺を見据えた。

「──アクトちゃん」

　キュンっ

（ん？　なんだ今の音）

　ハーフサキュバスの半身が、俺の方へとしなだれかかってくる。

　彼女のニット素材の衣服に触れる。赤紫のボディコンを通じて、右半身に、半悪魔の肉体の柔らかさと温みを感じる。

　どうやら、その下腹部が、鳴った音のようだった。

「アタイ……お腹空いちゃったみたい」

「なら、奢らせてください。お礼ということで──」

　と、屋台の方へ、行こうとするも。

「──って、なんで、腕、掴んでるんですか？」

「んもうっ……なんだい、気遣いが上手いのに、こっちの方は鈍いねェ。女に恥をかかせないでおくれよっ」

　俺の右腕はガッチリと、悪魔の腕にホールドされており。

　悪魔の片手は、なぜか小指だけ、立っている。

「はい？」

「わかるだろう？　もう一ヶ月以上も、若い精を吸ってないのさ」

　そのたわわに膨らんだ、ロケット型のお胸が、ブニョン、と押しつけられる。

　ハーフとはいえ、淫魔サキユバス……そうだ、そういう種族だった。

「アクトちゃん、初めてかい？　大丈夫、痛くしないよ。ほら、アタイの魅了魔法チヤームを受け入れて……」

　幻だろうか。彼女の身体から、紫のオーラが立ちのぼっているように見え。

　ムンムンと──イィ気持ちになる、甘い芳香が、肺を充たしていく……




「半世紀……鍛えに鍛えた、淫魔のスキルで楽しませてあ・げ・る♡」




【七十歳の、ハーフサキュバスで、初体験、しますか？

　　　　　　　　ＹＥＳ？　　　ＮＯ？　　　　　　　】




「あっくぅぅぅ───んッ！　ＮＯォ───ッ！！！」




終
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